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独立行政法人国立美術館に係る業務の実績に関する評価（平成１３年度）

◎全体評価

評価項目 評 価 の 結 果

国立美術館の本来の業務である収集・保管、公衆への観覧、調査研究及び教育普及等の国民に対して提供するサービスについては、質・量ともに充実した業務を実施し、中期目標事業活動
に向かって着実に成果を上げている。

収集・保管 国立美術館は、近現代の日本美術及び外国美術に関する作品等を恒常的に展示するため、これまでに収蔵品５５，５２５点、寄託品９８４点を収集している。平成１３年度は、各
館の収集方針に基づき購入５２７点、寄贈１，３６０点、寄託６０点の合計１，９４７点を新たに収集し、その散逸、破壊、海外流出が問題とされる中で、優れた美術作品を後世へ
継承するという極めて重要な役目を果たした。寄附・寄贈は有効な収集方法の１つであるため、文化庁と連携協力し税制問題を含めたその推進方策を検討することが望ましい。
美術作品は、不適切な温湿度管理、かび、光、汚染物質などによる劣化、脆弱化、破損あるいは虫害等の生物被害を起こしやすい。国民の貴重な財産を後世に永く伝えていくため,

美術作品を健全な環境で保管する努力をしなければならない。保管に関しては、各館とも施設の構造、収蔵庫や展示室等の違い、絵画、彫刻、書、写真、工芸及び映画フィルム等の
種類の違いに応じて、科学的データ及び経験に基づき細心の注意を払い温湿度、照明、空気汚染及び防犯・防災等の管理を実施している。今後さらに、それぞれの美術作品に適した
保存環境について、各館において研究を進め４館の連携協力を図りながら、より適切に管理するとともに保存修復部門の整備についても検討することが望ましい。また、研究員や運
送業者等が展示・梱包・運搬等を行う際には、美術作品の取り扱いの知識と技術が重要であるため、正しい取り扱いについて研究員や運搬業者の指導に努めることが望ましい。
現在建設中の国立国際美術館新館については、これまでの各館における実績を活かし空調設備や収蔵庫の構造などが適切な保存環境となるよう配慮が必要である。
美術作品は最善の保存方法と保存環境を整えた上で、劣化に備えて定期的に点検を実施し、状況に応じて早急に対処できるようにしておく必要がある。平成１３年度は修理を必要

とする美術作品のうち緊急度の高い１５０点を実施した。また、美術作品の修理データは、将来、再び修理する際の貴重な情報として役立つため記録することが望ましい。保存カル
テや修理データなど美術作品に関する情報については、各館の特性を踏まえつつ、共通規格によるデータベース化が望ましい。

公衆への観覧 平成１３年度、国立美術館は展覧会事業として常設展、企画展３２回、地方巡回展４回を実施した。
常設展においては、美術作品の劣化等の状態を勘案しつつ研究員が蓄積した研究成果を活かし、学術的に高い水準を保ちながら、広く観覧者の興味を喚起させるためテーマを設定

するなど陳列の工夫が行われた。
企画展については「ルネ・ラリック1860－1945 「イタリア・ルネサンス 「エジプト文明展」など国民の関心に応えるものや 「未完の世紀―２０世紀美術がのこすもの 「現代の」 」 、 」

布 「日本映画の発見 「京都の工芸－1945～2000 「田中信太郎」など各館の研究成果が活かされた学術的意義の高いものなど、企画および展示内容を十分検討し、多くの人々に優れ」 」 」
た美術作品を鑑賞する機会を提供した。広報活動については、マスコミとの連携等により一層の強化を図ることが望ましい。
地方巡回展については、国立美術館の優れた美術作品を地方の人々が鑑賞する機会を提供するものとして有効であった。また、海外交流展については、共催者と連絡調整を綿密に

行い、中期的な展望の下に企画及び実施することが望ましい。
以上のように国民の関心に応えたものや学術的意義の高いものをバランスよく実施し、目標入館者数を約２３万人超える成果を上げた。また、入館者に対するアンケート調査の結

果では、概ね８割の肯定的な回答を得ており、展覧会に対する満足度は高い。
今後は、展覧会に関する費用対効果やアンケート等の分析を行い、展覧会の企画・内容、適正な展覧会数・入館者数の設定及び入場料金を含めた予算の設定などに活用することが

望ましい。その際に、展示における教育的効果が十分発揮されるよう、そのための予算の確保を検討することが望ましい。
また、国立美術館では展覧会事業以外の美術作品の活用方策として、平成１３年度は、３，３５６点の貸与を実施した。貸与等については、優れた美術作品を鑑賞する機会を増や

し、公私立美術館の発展に大きく貢献する活動として、施設及び美術作品の状態等に留意し、展覧会等の趣旨を考慮しながら、件数を増やしていくことが望ましい。

調査研究 平成１３年度、国立美術館では、収蔵品に関する調査研究、特別展に関する調査研究、美術作品の保存等に関する研究、海外の日本の美術作品に関する調査研究、明治時代の工芸
概念の胚胎と変貌に関する研究のための資料調査、戦後の工芸運動確立期に関する研究、明治大正期における図案集の研究、映画技術に関する調査研究、ドイツ工作連盟に関する調
査研究、神坂雪佳の総合的研究、アメリカの現代陶芸に関する調査研究、中世末期から２０世紀初頭の西洋美術に関する調査研究、美術館情報資料に関する調査研究、美術館教育に
関する調査研究、日本及び欧米の現代美術に関する調査研究、絵画・版画等に関する調査研究、彫刻・インスタレーション等に関する調査研究など質・量ともに充実した調査研究を
実施した。
このような日常的な研究員の調査研究は、学術研究上の成果は無論のこと、出品作品の選定、展示の構成や手法、適切な美術作品の収集・保管、教育普及など、美術館活動の基礎

となるものであるため今後も確実に継続して実施することが望ましい。
また、研究成果については、展覧会図録、紀要、各種調査研究報告書、学会誌講演会等により公表されているが、より広く国民が利用できるよう様々な媒体を用いて公表すること

が望ましい。
外部研究者との交流についても積極的に取組んでおり、引き続き幅広く行うことが望ましい。
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教育普及 学習指導要領が改訂され小中学校の週５日制の完全実施や総合的な学習の時間の新設などの状況の下、美術館が社会に学習の機会を提供することが求められており、国立美術館に
おいても教育普及活動の充実が期待されている。
国立美術館では、その充実を図るため、資料の公開、ワークショップや子どものためのビデオ上映等の児童生徒を対象とした事業、講演会、シンポジウム、スライドトーク、ギャ

ラリートーク、イヤホンガイド、映画・ビデオ上映、専門家養成講座、パフォーマンス、音楽会、学芸担当職員の研修、博物館実習生の受入等大学との連携 「現代の眼」等の刊行物、
の発行、デジタル化した美術作品等の情報の館内及びインターネットでの公開などを実施し、概ね平成１２年度の実施回数や参加者数を超える成果をあげた。
しかしながら、多岐にわたる教育普及活動については、限られた人員と予算の中で充実した事業を行うため、国立美術館として果たすべき役割について検討し、そのうえで全般に

わたる見直しを行うことが望ましい。特に、博物館実習生の受け入れについては、他の業務とのバランスを勘案のうえ、目的の明確化と内容を見直す必要がある。

その他 国立美術館では、高齢者や身体障害者等のためのトイレ、エレベータ、スロープ及び車椅子等を設置している。また、入館者の要望の多様化・高度化に応えるため、小中学生の常
設展観覧料の無料化、夜間開館、会場ガイド等の配布、フリーゾーンの活用、展示説明及びキャプションの変更、休憩室の整備、ベビーカーの貸出、レストラン・ミュージアムショ
ップの充実などを実施し、積極的に入館者サービスに努めた。
今後も、アンケート結果の分析やモニター制度を検討するなど的確に入館者のニーズを把握し、きめ細かなサービスを提供することが望ましい。その際には、すべての要望に答え

るのは難しいため優先順位をつけメリハリのあるサービスを心がける必要がある。
特に、国立美術館を世界に開かれたものとするために、インフォメーション、解説等について複数の外国語を使用するなど、より一層、外国人にも親しまれるための改善が必要で

ある。

国立美術館の業務運営については概ね中期計画に基づく年度計画を履行したが、業務の効率化、人事など、まだ改善可能な点があると思われる。今後、より効率的な運営を実施す業務運営
るためには、運営責任者が財務諸表等経営に関するデータを分析したうえで予算・事業を計画し、法人の持っている資源を最大限に活用する必要がある。

平成１３年度は、法人設立の年ということもあり、東京国立近代美術館、京都国立近代美術館、国立西洋美術館、国立国際美術館の４館が統合したことによる本部機能の設置など
運 営 組織の体制整備を図るとともに、設立前から実施していた事業を確実に実施し、必要な事業の拡張についても可能な範囲で行われた。特に、小中学生の常設展観覧料の無料化は、今

後の教育普及事業との相乗効果を期待する。
今後、さらに国立美術館が発展するためには、事業の重点的な実施など、思い切った決定が必要と考えられる。そのためには、法人の組織力を高め法人が一体となって業務を遂行

していく必要がある。組織力を高めるためには、人材の育成を目的にした研修と共に、組織の目的に関する共通認識を得るための法人内教育や研修が必要である。
また、新たな課題として、危機管理や著作権への対応についても検討することが望ましい。

財 務 展覧会内容の充実、夜間開館の実施、広報の充実など国民に対するサービスの向上に努めたことにより、展覧会、図録、版権使用料、寄附金等において、予定収入の約３億円より
約７千万円の増を図ることができた。

、 、 、 、 、 、 、 、また 給与計算事務 共済組合事務 保険契約事務等の一元化を図り 光熱水量の節約 廃棄物の分別等によるリサイクル 看視業務等の外部委託 ＯＡ化によるペーパーレス化
一般競争入札の実施により、平成１３年度の運営費交付金のうち約１．３７％の効率化を行った。
今後は、各事業の実績評価や財務諸表等を正しく分析したうえで適切に予算を配分し、独立行政法人制度のメリットを活かし柔軟で弾力的な経営を行い、業務への支障やサービス

の低下を招くことなく、さらに効率化を図ることが望ましい。

人 事 業務運営の効率化及びサービスその他の業務の質の向上を図るには、法人内の人材を適切に配置し、十分に活用する必要がある。
事務職については、文化庁、文部科学省及び国立大学との定期的な人事交流により、安定した人員の供給と組織の活性化がなされているが、美術館業務固有の専門分野における人

材育成において困難な面がある。今後はさらに事前の調整を十分に行うなど改善を図る必要がある。
また、事務職・研究職共に、組織としての意思決定の統一、ネットワーク財産の蓄積、組織の活性化を図るため、東京国立近代美術館、京都国立近代美術館、国立西洋美術館、国

立国際美術館の４館における人事交流を積極的に行う必要がある。
さらに、研究職については、経験と知識の専門性を尊重しつつ、地方とのネットワーク財産の蓄積と活用及び異種混成による組織の活性化を図るため、公私立美術館、大学、文化

庁及び民間企業等との人事交流を検討する必要がある。
なお、人材育成については、企業会計研修等を実施し、職員の能力開発に努め、事務能率の増進が図られた。

施 設 独立行政法人国立美術館の施設等を計画的に整備充実することは、美術館活動の基盤に関わる重要な課題である。
東京国立近代美術館においては、本館の増改築工事が平成１３年８月３１日に完了し、展覧場及び休憩スペースの増設並びに収蔵庫、アートライブラリ、ミュージアムショップ及

びレストランを新設するなど美術館機能がより一層充実され国民に対するサービスの向上が図られた。
その他、国立美術館には、東京国立近代美術館フィルムセンター外壁・工芸館増改築、京都国立近代美術館の収蔵庫ラック・中央監視制御装置、国立西洋美術館の新館空気調和設

備・版画素描修復室・収蔵庫などの狭隘や改修を要する老朽化が進んでいるものも数多くあり、文化庁を含めて協議を進め早急に対処する必要がある。特に、２４時間空調の実施を
含めた設備の改修計画を検討することが望ましい。

平成１３年度の国立美術館は、本来の業務である収集・保管、公衆への観覧、調査研究、教育普及の質の向上及び業務運営の効率化への取組みに対し努力し、年度計画以上の実績総 評
を上げるなど、中期目標を達成するための着実な一歩を踏み始めた。
また、貴重な国民的財産である国内外の美術作品を良好な状態で後世に伝え、美術作品を広く国民に紹介し、我が国の顔として国際文化交流を推進するとともにナショナルセンタ

ーとして国内外の美術館活動の充実へ寄与する文化の振興を図る活動を通じて、社会に貢献した。
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◎項目別評価 （東京国立近代美術館本館・工芸館）

Ⅰ 業務運営の効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置

評定基準 評 定
段階的 定性的評定中 期 計 画 指標又は 指標又は評価項目に係る実績
評定評価項目 Ａ Ｂ Ｃ

１ 職員の意識改革を図るとともに、収蔵品 効率化の状況 法人による自己点検評価の結 本館は平成11年9月から平成13年8月まで増改築工事のため休館し、その間は仮事務所としてフィルムセンター（京橋）に 業務運営の効率化を図るため給与計

の安全性の確保及び入館者へのサービスの 果を踏まえつつ、各委員の協議 移転しており、美術館がオープンしたのは平成14年1月中旬である。このため平成12年度と平成13年度を数値的に比較対照 算事務、共済組合事務、保険契約事務Ｂ
向上を考慮しつつ、運営費交付金を充当し により、評定を決定する。 することは困難であるが、平成13年度は1％の業務の効率化を目指して次のとおり取り組んだ。 などの事務の一元化、不用な個所の消
て行う事業については、国において実施さ 灯等による省エネルギー化、ＯＡ化に
れている行政コストの効率化を踏まえ、業 (１)各美術館の共通的な事務の一元化による業務の効率化 よるペーパーレス化及び会場看視業務
務の効率化を進め、中期目標の期間中、毎 独立行政法人化に伴ない、人事、給与計算事務及び共済組合事務並びに予算要求事務、また契約事務として観覧者保険、 等の外部委託等を実施し、法人全体の
事業年度につき新規に追加される業務、拡 自動車保険の保険契約を本部で行うことにより、業務の効率化を図った。 運営費交付金の１．３７％の効率化に
充業務分等を除き１％の業務の効率化を図 積極的に貢献するなど、中期目標に向
る。 (２)省エネルギー かって概ね成果を上げている。
具体的には、下記の措置を講ずる。 本館及び工芸館の管理部門において、照明点灯不用個所（廊下、ロビー、退室後のトイレ及び炊事場等）の消灯、冷暖房 しかし、まだ改善可能な点があると
(1) 各美術館の共通的な事務の一元化によ 機器の適正な温度設定、ＯＡ機器の不使用時電源OFF等を職員に周知・実施した。また、省エネ意識の浸透を図るため光熱 思われるので、美術館本来の業務に支
る業務の効率化 水料の使用状況及び節約状況を周知した。 障のない程度に一般競争入札や外部委

(2) 省エネルギー、廃棄物減量化、リサイ 託を実施するなど、引き続き積極的に
クルの推進、ペーパーレス化の推進 (２)廃棄物減量化 取組む必要がある。

(3) 講堂・セミナー室等を積極的に活用す ゴミの分別収集については、事務所内に燃えるゴミ、燃えないゴミ、カン類の３分別で実施し、ミスコピー等リサイク
るなど施設の有効利用の推進 ル可能なものは、分別処理した。

(4) 外部委託の推進 会議資料、回覧文書など可能な限り両面印刷にすることで紙の使用量を減らし、ゴミ発生率の低減を図った。
(5) 事務のＯＡ化の推進
(6) 連絡システムの構築等による事務の効 (２)リサイクルの推進

率化 トイレットペーパー、コピー紙、封筒等は全てリサイクル製品を選択し、トナーカートリッジ等その他の事務用品につ
(7) 積極的な一般競争入札を導入 いても、購入品選択の際にリサイクル商品、グリーン調達物品を優先し可能な限り環境に配慮した。

２ 外部有識者も含めた事業評価の在り方に 消耗品及び事務用品等物品の購入に当たっては、製品の選択発注は工芸館も含め本館で集中して行うことにより経済的
ついて適宜、検討を行いつつ、年１回程度 な製品選択と事務の効率化を図った。
事業評価を実施し、その結果は組織事務、
事業等の改善に反映させる。また、研修等 (２)ペーパーレス化の推進
を通じて職員の理解促進、意識や取り組み 館内ＬＡＮ（ｲﾝﾄﾗﾈｯﾄ）を活用し、本館、工芸館、フィルムセンター及び相模原分館の全職員への通知文書、会議開催
の改善を図っていく。 案内等の連絡調整についてペーパーレス化を実施した。

(３)講堂・セミナー室等を積極的に活用するなど施設の有効利用の推進
平成14年１月まで増改築工事により休館していたが、再開館後は展覧会事業に関する講演会を開催した。平成13年度の

講堂利用状況は次のとおりである。
平成13年度の講堂を使用した講演会等の実施状況
特別展「未完の世紀：20世紀美術」 講演会4回
展示会場においてギャラリーガイド等 9回
共催展「カンディンスキー展」 講演会3回

(４)外部委託の推進
工芸館は平成13年度当初より会場看士業務、受付・券売業務について６ポストを外部委託し、本館においても1月のオー

プニング展より展示室等の看士業務、受付業務（ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ 、券売業務を15ポストを外部委託とした。）
上記業務の外部委託に伴ない、各館に現場責任者を配置したことにより、会場管理及び指揮系統の職員にかかる事務的効
率化を図った。
労務・技能業務については工事竣工後に工芸館を含め、清掃作業員３ポストを外部委託した。また設備管理３ポストに

ついては、外部委託していたが、中央監視装置の更新に伴い、24時間遠方監視を実施したことにより、１ポスト削減して
管理の効率化を図った。

(５)事務のＯＡ化の推進
全職員にパソコンを配置し、館内ＬＡＮ（ｲﾝﾄﾗﾈｯﾄ）を事務連絡等に活用し、また電子メールで国立美術館内の連絡調整

も行っている。
会計事務処理を電算化するとともに専用ソフトを導入したことにより、各伝票作成時の事務処理の正確化、迅速化及び

効率化を図った。

(６)連絡システムの構築等による事務の効率化
（ ） 、 、 。 、館内ＬＡＮ ｲﾝﾄﾗﾈｯﾄ を活用し 事務文書をメール配信することにより 職員間の事務処理が円滑化した これにより

不在時の連絡漏れ、各係間の連絡調整並びに係内の事務処理の迅速化・業務全体の効率化を図った。

(７)積極的な一般競争入札の導入
展覧会等事業に関する契約については、競争入札を実施する場合、美術館という特殊性から指名競争の割合が多くなら

ざるを得ないが、契約内容を常に見直しできる限り一般競争を導入した。また、随意契約を行う場合も複数の会社から見
積書を提出させるなど経費の削減を図った。

1.5％ 1.0％以上 1.0％ 平成１３年度は，独立行政法人国立美術館全体で１．３７％の効率化を達成した。 Ｂ
平成１３年度予算－運営費交付債務繰越額＝平成１３年度執行予算額 （平成１３年度執行予算額－決算額）／決算額＝効率化率効率化の達成率 以上 1.5％未満 未満
4,726,536千円－74,848千円＝4,651,688千円 4,651,688千円－4,588,482千円／4,588,482千円＝０．０１３７７

Ⅱ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置
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評定基準 評 定
段階的 定性的評定中 期 計 画 指標又は 指標又は評価項目に係る実績
評定評価項目 Ａ Ｂ Ｃ

東京国立近代美術館の収集方針に基１ 収集・保管

、 「 」(1)-1 体系的・通史的にバランスのとれた収 美術作品の収集（購入 法人による自己点検評価の （１）美術作品等の購入 づき 鏑木清方作 明治風俗十二ヶ月Ａ
蔵品の蓄積を図る観点から、次に掲げる各 ・寄贈・寄託）の状況 結果を踏まえつつ、各委員の ［本館］ など質の高い美術作品を１１３点購入
館の収集方針に沿って、外部有識者の意見 協議により 評定を決定する 当館のコレクションは、明治４０年の文部省美術展覧会（文展）の開設以来、文部省が買上げ保管してきた作品２３０点 し、新たに寄贈３３点、寄託９点を受、 。
等を踏まえ 適時適切な購入を図る また を文部省より移管されたことから出発している。開館した昭和２７年度に、土田麦僊、村上華岳、安井曾太郎、萬鉄五郎、 入れるなど中期目標に向かって着実に、 。 、
そのための情報収集を行う。 野田英夫、松本竣介らの作品を購入したことにみられるように、その後の当館の作品収集の基本は、その偏りを正し、欠を 成果を上げている。また、展覧会活動

補うことに努め、明治以後の日本美術が歴史的に展観できるコレクションの形成をめざして継続的な収集を行ってきたと言 を通じて収集が行われた。（東京国立近代美術館）
近・現代の絵画・水彩・素描 版画 彫刻 えよう。開館から５０年を迎える今日まで、収蔵作品も漸次充実をみてきているが、なお欠けている部分はいくつかあり、 今後も、引き続き収蔵品の体系的・、 、 、
写真等の作品、工芸作品、デザイン作品、 その部分の補填は、当館の収集活動の重要な課題となっている。具体的に言えば一つは、伝統的絵画の近代化という点で欠 通史的なバランスの欠けている部分か
映画フィルム等を収集する。 かせない美術史上の意味をもつ大正期の院展系の作家たち（今村紫紅や速見御舟ら）の作品の収集である。もう一つは、大 ら収集することが望ましい。
美術・工芸に関してはコレクションにより 正期の新興美術や昭和戦前期の前衛美術に関わる作品の収集である。この点については、これまでフィールドワークが十分 寄附・寄贈は有効な収集方法の１つ
近代美術全般の歴史的な常設展示が可能と であったとは言えず、また作品が残存すること自体が困難であったという事情もある。近年、松本竣介や香月泰男の作品が であるため、文化庁と連携協力し税制
なるように、歴史的価値を有する作品・資 加わったが、更に作品の調査が必要と考えている。 問題を含めたその推進方策を検討する
料を収集する。 もう一つは海外作品の収集である。近代日本の美術が西洋の近代美術と密接な関係に成立したものであれば、歴史的な展 ことが望ましい。

、また、映画フィルム等については、残存す 観をめざす限りは、海外の作品もあわせて展示されることが望ましい。だが、当館が海外の２０世紀美術をも収集の対象と 美術作品の散逸や海外流出について
るフィルムを可能な限り収集するとともに して購入したのは、昭和５０年度が最初であり、以後企画展の開催などを機に、当館のコレクションにふさわしい作品を選 文化庁、国立博物館等との連携を図り
積極的に復元を図る。 んで収集してきているが、外国作品に関してはコレクションとして特徴あるまとまりをなすものとは言えない状況にある。 情報収集など迅速に対応することが望

ここ数年、当館はこのような認識の下に収集に努めてきた。平成１３年度についても同様の考えに立って収集に努めた。そ ましい。（京都国立近代美術館）
近代美術史における重要な作品など、近・ の結果、平成１３年度の収集活動の概要は、次のとおりである。まず、鏑木清方の作品３点を収蔵したことである。当館で
現代の美術・工芸・写真・デザイン作品等 は平成１１年度に同画家の回顧展を開催したが、いずれもその折に出品されたもので、所蔵家が画家から直接譲り受け、愛
を収集する。その際、京都を中心とする関 蔵されてきたものならではの作品である。その内 《明治風俗十二ヶ月 （１９３５）は購入し、画巻《目黒の柏莚 （１９、 》 》
西ないし西日本に重点を置き、地域性に立 ３３）と屏風《初冬の花 （１９３５）の２点の寄贈を受けた。》
脚した収蔵品の充実にも配慮する。 当館では、昭和戦前期を日本的な絵画、すなわち明治以後の洋画と日本画の成熟・完成期と考え、鏑木清方はそこにかか

わる主要な画家の一人と位置づけている。これらの作品は、すでに収蔵されている《三遊亭円朝像 （１９３０）と交替で（国立西洋美術館） 》
中世末期から２０世紀初頭に至る西洋美術 展示できる作品であり、今後、常設展示に細やかな工夫を促す効果が期待できる。この収蔵は、展覧会活動と収集活動が効
の流れの概観が可能となるように、松方コ 果的に連携しえた成果だと考えている。
レクションを中心とした近代フランス美術 リニューアル・オープン記念展「未完の世紀―２０世紀美術がのこすもの」は、単に展示活動にとどまらず、計画の段階
の充実、近世ヨーロッパ絵画の充実及びヨ から、これまでの収集を見直し、具体的にその欠落を確認する機会とすることを企図していた。そのため、４００点近い展
ーロッパ版画の系統的収集を行う。 示作品の半数を他館や個人所蔵家から借用したが、その際には収集の可能性も視野にいれ、個人所蔵家には譲渡の意向をう

かがうケースもあった 本年度は それら出品作の中から 麻生三郎の残存する数少ない戦前作である油彩画 自画像 １（国立国際美術館） 。 、 、 《 》（
日本美術の発展と世界の美術との関連を明 ９３７ 、田中信太郎と高木修の彫刻、海外作家ではイギリスの彫刻家リチャード・ロングが日本で制作した大作《東京の）
らかにするために、主に１９４５年以降の 石の線 （１９８３ 、および石元泰博・細江英公の写真作品をコレクションに加えることができた。》 ）
日本及び欧米の現代美術並びに国際的に注 伝統的絵画の革新という点で今村紫紅は重要な作家であるが、当館のコレクションには、この画家の特質を示す作品が欠
目される国内外の同時代の美術を系統的に けている。平成１３年度はその最晩年の画風をよく伝える《春さき （１９１６）を収蔵品に加えることができた。また、》
収集する。 当館のコレクションでは国吉康雄も同様の事情にあり、新たに収蔵した２点目のタブロー《イーグルズ・レスト （１９４》

(1)-2 収蔵品の体系的・通史的なバランスの １）は、小ぶりの作品ではあるが、画家の生涯において、また歴史的な面でも意味のある作品と考えている。日米開戦に前
観点から欠けている部分を中心に、寄贈・ 後する時代に、アメリカで敵性外国人と見られたなかで制作された国吉の作品は、戦時期の美術を紹介する上で、もうひと
寄託品の受け入れを推進するとともに、そ つの切り口を提示することを可能にするものとなろう。
の積極的活用を図る。 当館では、当面、上記の三つの領域の充実を課題として、コレクションの充実に努めていきたいと考えている。

作品の収集活動は継続的な調査・研究の上に成り立つものであり、次年度に向けて、上記収集方針にかなう洋画数点につ
いて調査を進めており、また、現代の作家については、平成１４年度に予定されている展覧会「写真の現在２」及び「現代
美術への視点」のための調査とも連携しつつ、計画的な収集を進めていく考えである。

［工芸館］
もともと日本伝統工芸展からの文化庁購入作品の管理換で出発した工芸館コレクションは、昭和５０年代後半から徐々に
他の分野、日展系、工芸におけるオブジェ、クラフトなどに範囲を広げてきた｡この１０年、走泥社を中心とした陶磁器、
日展の金工による立体造形作品が充実し、またスタジオグラス活動の調査・研究を踏まえて、内外の現代ガラス作品の収蔵
も進展をみた｡またこの間、陶磁器、染織、木工の各分野については、欧米の現代工芸作品の収集にも着手し、国際的な比
較展示が一応可能ともなった。これまで皆無であった染織の立体造形作品（日本）もわずかだが収蔵したことで、コレクシ
ョンの領域を広げる足がかりができたと考えている。
デザインについては平成７年度に、デザイン部門を発足させて以後グラフィックデザイン作品の収集に努め、これに従来

から少しずつ収集してきた工業デザイン作品を加えて、今日モダンデザイン作品の展示が行えるようになってきている。
工芸館は、近代の工芸、デザインの体系的なコレクションの一層の充実をめざすことを基本方針として、作品の収集を行

、 。っているが 平成１３年度は大正から現代までの各時代の工芸作品とアール・ヌーヴォー期以来のポスター作品を購入した
なかでも近代的な工芸作家が登場したという意味で重要でありながら、当館のコレクションでは手薄であった大正から昭和
初期の、富本憲吉や浜田庄司、香取秀真の作品を収蔵できたことは、当館のコレクションの骨格を太くする上で意義がある
と考える。
また平成１３年度特別展「現代の布」出品作品の中から、一つは新しい傾向を示す上原美智子、須藤玲子の作品を、もう

一方は伝統的傾向の北村武資、小宮康正らの作品を購入して、現代染織のコレクションを充実させることができた。
モダンデザインではここ数年 これまで最も中心的な時代である１９世紀末から２０世紀初頭にかけてのポスター作品 １、 （

９世紀末から１９３０年代）を中心に収集してきたが、平成１３年度はその中で欠落していたアール・ヌーヴォー期の主要
作家であるビアズリーのポスター作品を購入した。
また、少し収集の範囲を広げ、戦前から戦後にかけて（１９４０年代から６０年代）の作家の中から、戦後のグラフィック
デザイン界の旗手、レイモン・サヴィニャックとノーマン・ロックウェルの作品を購入した。
寄贈を受けた作品として、漆芸の音丸耕堂や染織の伊砂利彦の代表作をはじめ、初めての収蔵品となる金工の増田三男や

染織の皆川泰蔵ら、近代を代表する作家の作品が加わった。
今後工芸館としては、コレクションが手薄な明治から昭和初期の作品収集に重点を置いて、工芸の通史をたどることがで

きるコレクションの充実に力を入れていく方針である。
（平成１３年度購入作品リストは実績報告書別紙１－１，別紙１－２参照）
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(2)-1 国民共有の貴重な財産である美術作品 保管の状況 法人による自己点検評価の （２）作品の保存管理 収蔵品の保存及び管理環境の維持充

を永く後世へ伝えるとともに、展示等の美 結果を踏まえつつ、各委員の 作品を安全に展示するために館内の温度・湿度を次のとおり常に適正な数値で管理した（温・湿度測定ポイント 会場： 実を図るため美術作品の種類、保管場Ａ
術館活動の充実を図る観点から、収蔵品を 協議により 評定を決定する 8ヵ所、収蔵庫：13ヵ所 。また、空気汚染については炭酸ガス、一酸化炭素濃度、浮遊粉塵等の測定を行い、照明につい 所等の違いにより、温湿度や照明等を、 。 ）
適切な環境で管理・保存する。また、保存 ては輝度、照明範囲などを検討の上、仕様に工夫し、作品管理と鑑賞環境に配慮した。防災対策・保安対策については、警 適正に管理し、また、本館においては
体制の整備・充実を図る。 備員の配置や夜間はもとより開館時間中であっても無人となる部屋の機械警備を実施し、作品管理に万全を期した。 収蔵庫及び空調の設備を充実するなど

(2)-2 環境整備及び管理技術の向上に努める 季節 温度 湿度 中期目標に向かって着実に成果を上げ
とともに、展示作品の防災対策の推進・充 本館 夏期 ２６℃＋－０．５℃ ５２％＋－３％ 空調稼働時間は会場、収蔵庫ともに本館は２４時間、工芸館は ている。
実を図る。 冬期 ２０℃＋－０．５℃ ６０％＋－３％ 午前９時～午後６時 今後も、年間を通して適正な温湿度

工芸館 夏期 ２６℃＋－１℃ ６０％＋－５％ の管理をすることが望ましい。
冬期 ２２℃＋－１℃ ６０％＋－５％ また、保存カルテを作成するととも

金工室 夏期 ２５℃＋－１℃ ５０％＋－５％ に、長期的に保存環境を整備すること
冬期 １８℃＋－１℃ ５０％＋－５％ が望ましい。

摘要 季節 温度 湿度
本館 夏期 ２０℃＋－０．５℃ ５５％＋－３％

冬期 ２０℃＋－０．５℃ ５５％＋－３％
工芸館 夏期 ２５℃＋－１℃ ６０％＋－５％

冬期 １８℃＋－１℃ ６０％＋－５％
金工室 夏期 ２５℃＋－１℃ ５０％＋－５％

冬期 １８℃＋－１℃ ５０％＋－２５
％

(3)-1 修理、保存処理を要する収蔵品等につ 修理の状況 法人による自己点検評価の （３）収蔵品修理 傷みの著しい日本画、洋画、版画、

いては 保存科学の専門家等との連携の下 結果を踏まえつつ、各委員の ［本館］ 彫刻等４２点を修理するなど中期目標、 、 Ａ
修理、保存処理計画をたて、各館の修理施 協議により 評定を決定する 平成１３年度は、常設展示や貸出に備えて早急に修復措置を要する作品の中から、日本画４点、洋画２点、水彩・素描ほ に向かって着実に成果を上げている。、 。
設等において以下のとおり実施する。 か１５点、版画４点、彫刻３点の修理を行った。 修理報告書を作成しデータベース化
① 緊急に修理を必要とする収蔵品のうち 修復作品一覧 することは、美術作品を再修理する際、
緊急性の高いものから各分野ごとに計 件名 修復者 の貴重な記録となるため、積極的に取
画的に修理を実施。 田辺三重松作品修復 渡辺健一 り組むことが望ましい。

② 伝統的な修理技術とともに科学的な保 「岸壁」小松均筆 修理 (株)半田九清堂 また、多くの美術作品が修理を必要
存技術を取り入れて実施。 彫刻「キアロスクロー」ネオパリエ新規製作 多田美波研究所 多田美波 とする中で、中・長期的な修理計画を

(3)-2 国内外の美術館等の修理、保存処理の 彫刻「キアロスクロー」研磨 多田美波研究所 多田美波 立てることが望ましい。
充実に寄与する。 「２．５ｍの犬」修復作業 ユミコチバアソシエイツ(有)

日本画 ダイオゼニス 他修復 (株)半田九清堂
「 スーダンの少年」修復 (有)山領絵画修復工房
「笑えぬ事実」他18点修復 (有)山領絵画修復工房
「メキシコ静物」修復 (有)山領絵画修復工房
昆野恒作品修復 (有)山領絵画修復工房

［工芸館］
、 、 、工芸館においては 陳列等に比較的繁多に活用され 早急に保存修復の措置が必要となった戦後の伝統工芸の作品の中で

漆工１４点の修理を行った。
修復作品一覧

件名 修復者
「曲輪造彩紅盛器」他13点修復 (株)目白漆芸文化材研究所

広く国民に優れた美術作品を観覧す２ 公衆への観覧

(1)-1 国民のニーズ 学術的動向等を踏まえ 展覧会の状況 法人による自己点検評価の ［本館］ る機会を与えるため、国民の関心に応、 、 Ｂ
各館において魅力ある質の高い常設展・企 結果を踏まえつつ、各委員の 平成１３年度は増改築工事に伴い９ヶ月間休館したことから特別展を１回開催した。また，年度末からは放送会社と共催 えたものや学術的意義の高いものなど
画展や企画上映を実施する。 協議により 評定を決定する 展を１回と，これにあわせて常設展を開催した。また，写真展として所蔵作品展を１回開催した。 バランスに配慮しながら、常設展、企、 。

(1)-2 常設展においては、国立美術館の各館 ［工芸館］ 画展６回を開催し、目標入館者数以上
の特色を十分に発揮したものとするととも 常設展を４回 特別展１回 京都国立近代美術館と共同主催事業として交換展１回 デザイン展として所蔵作品展を１回 の実績を上げるなど、中期目標に向か， ， ， ，
に、最新の研究結果を基に、美術に関する 特別展１回を開催した。 って概ね成果を上げている。
理解の促進に寄与する展示を実施する。 なお，巡回展は京都国立近代美術館及び国立国際美術館で，優秀映画鑑賞会はフィルムセンターで開催した。 入館者に対するアンケート調査の結

(1)-3 企画展等においては、積年の研究成果 果では、概ね８割の肯定的な回答を得
の発表や時機に合わせた展示を企画し、学 ており、展覧会に対する満足度は高か
術水準の向上に寄与するとともに、国民の った。
ニーズに対応した展示を実施する。企画展 なお、広報活動については、さらに
等の開催回数は概ね以下のとおりとする。 充実を図る必要がある。
なお、実施にあたっては、国内外の美術

館及びその他の関連施設と連携を図るとと
(1)-4 展覧会を開催するにあたっては、開催
目的、期待する成果、学術的意義を明確に 本館常設展 法人による自己点検評価の 当館の常設展示は，明治から現代までの近代日本の美術の流れが俯瞰できるよう構成している。増改築工事による施設の 常設展は、本館増改築工事や企画展

し、専門家等からの意見を聞くとともに、 結果を踏まえつつ、各委員の 充実により，日本画等慎重な管理が必要とされる作品を洋画などとともに年代順に展示できることとなったことや会場を大 のため、平成１４年３月２６日から３Ｂ
入館者に対するアンケート調査を実施、そ 協議により 評定を決定する きないくつかの章立てにすることにより，来観者に分かりやすい展示に心がけた。また，平成１３年度からは，戦後以降の 月３１までの６日間のみ開催した。こ、 。
のニーズや満足度を分析し、それらを展覧 日本美術の展示スペースを増やすなど展示構成の見直しを行った。 のため入館者数が非常に少ないが、内

、 、会に反映させることにより、常に魅力ある 容的には 展示面積が増床されるなど
ものとなるよう努力する。 より充実した展示を実施した。

(1)-5 各館の連携による共同企画展、巡回展
等の実施について検討し推進する。

入場者数 65 0人 450人以上650 4 5 0 入館者数：５９４人 Ｂ
以上 人未満 人未満
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(1)-6 収蔵品の効果的活用、地方における鑑 法人による自己点検評価の 『写真再発見』のシリーズは当館の所蔵品によるもので、写真がもたらすもう一つの眼を気軽に味わってもらうことを企 話題になりにくいテーマだが、これ写真再発見２

賞機会の充実を図る観点から、全国の公私 結果を踏まえつつ、各委員の 図した、写真入門的な意味あいをもった展覧会である。今回は２回目で 「ヒト 「モノ 「場所」の三つのテーマから展 まで東京国立近代美術館が収集した成、 」、 」、 Ａ
立美術館等と連携協力して、地方巡回展を 協議により 評定を決定する 覧会を構成したが、テーマの立て方をできるだけ平易になるようにしたほか、パンフレットに章解説を掲載したり、解説プ 果を企画展として公開した、写真展の、 。
実施する。 レートを掲示するなどした結果、観覧者に理解されやすい展示になり好評を得た。しかし、この種の所蔵品を中心とした展 １つの典型として評価する。特に小冊
なお、中期目標の期間中毎年度平均で平 示は、特段新しい動向を紹介したり、新しい視点を提示したりするものとは異なり、話題性に欠けるためか、観覧者の少な 子の解説は解りやすい内容で、展覧会

。成１２年度の実績以上の入館者数となるよ いことが今後の課題であり、広報のあり方、解説の仕方等に更に工夫をしたいと考えている。 を格調高いものとすることに貢献した
う努める。
また、公立文化施設等と連携協力して、 入場者数 2,640 1,848人以上2, 1,848 入館者数：３，１１８人 Ａ

収蔵映画による優秀映画鑑賞会を実施す 人以上 640人未満 人未満
る。

(3) 入館者数については、各館で行う展覧 法人による自己点検評価の 美術館のリニューアル・オープンの告知も兼ねて、ポスターを交通機関に掲出したり、ホームページ・情報誌への掲載、 東京国立近代美術館本館のリニュー未完の世紀―２０世

会ごとに その開催目的 想定する対象層 結果を踏まえつつ、各委員の リリースの配布などを行って、従来以上に広報に力をいれたこと、新設されたレストランが話題を呼んだこと、会期中にNH アル・オープン記念として、美術館の、 、 、 紀美術がのこすもの Ａ
実施内容、学術的意義、良好な観覧環境、 協議により 評定を決定する Kの「日曜美術館」が本展に取材した番組を制作放映したことなどもあって、予想を上回る反響を得た。 全ての展覧会場を使用した意欲的なも展 、 。
広報活動、過去の入館者数の状況等を踏ま 企画についても一定の評価を得たと考えている。本展の構成にあたっては、既存の美術史を前提にして２０世紀芸術の主要 のであり、企画・内容ともに充実した
えて目標を設定し、その達成に努める。 な流れを示すことを控え、より一般的な歴史区分で２０世紀を輪切りにし、それぞれの時代の美術の多面性を提示して、歴 見ごたえのある展覧会であった。

史的な展開に幅を持たせた展示を試みた。このことによって、観客それぞれに少なからぬ発見があったことが、大方の評価
を得ることにつながったと考えている。壁に沿って歴史的に整然と進むのではなく、４００点近い作品を８つのブロックに
区分した展示には、会場が倉庫のようだという声も聞かれたが、この１００年の美術の目まぐるしいほどの変貌ぶりと多様
な表現から、創造へのエネルギーを感じとられた方には、会場からひとつの肯定的な力を受取ってもらえたようである。た
だ、８ブロックのそれぞれが、個々のテーマをもった展示であり、その意味では８つの展覧会の集合体と言っても過言では
ないこの全館陳列については、一度で見る限度をこえていたとの指摘もある。そのため、関心の高い人たちのなかには二度
三度と来館した人も少なくなく、今後はこうした人たちには入館料の軽減等の便宜も必要かと考えている。
おおむね２０世紀の美術を対象とする当館としては、準備の段階からこの展覧会を、リニューアル後の常設展示のありか

たを検討する機会ともとらえて取り組んだが、その点でも得たものは少なくなかった。従来の常設展示が単線的な美術史に
、 、 、なりがちなことへの見直しは この展覧会の展示が生み出した肯定的な力によって ひとつの方向性を与えられた感があり

当館の展示、とりわけ今後の常設展示を考える上で示唆を得た。今回のような展示ができるくらいの奥の深いコレクション
をめざし、その充実に努めることが館の責務であるとの認識を新たにした。
また、この展覧会は、美術を美術史の枠にとどめず、２０世紀文明の歴史的現実のなかで見ていこうという考えをもって

企画したが、その解説が不十分であったことを反省している。この外、キャプションに材質を明記してほしいとの声も多く
寄せられ、改善を図ることとした。
アンケート結果：８０％の肯定的意見があった。

入場者数 51,900 36,330人以上5 36,330 入館者数：７４，０５８人 Ａ
人以上 1,900人未満 人未満

法人による自己点検評価の 抽象芸術の先駆者ワシリー・カンディンスキーは２０世紀を代表する画家のひとりであり、その強烈な色彩による表現に 平成１４年５月２６日まで開催すカンディンスキー展

結果を踏まえつつ、各委員の よって，知られている。 る展覧会であり、平成１３年度末の―
協議により 評定を決定する ロシア、ドイツ、フランスにその足跡を残すカンディンスキーの今回の展覧会は、彼がミュンヘンとモスクワを舞台に、 時点では実績が十分に把握できない、 。

徐々に抽象の道へと踏み込んでいった１９００年から１９２０年までの期間に焦点をあて、その作風の変貌ぶりと画面のは ため平成１４年度に評定する。
しばしにまでみなぎる生き生きとした力を体感してもらうことを目的として開催されたものである。
幸運にも、今回、ロシア連邦内美術館と旧ソ連諸国の各美術館から出品されることになった７４点は、ほとんどが日本初

公開であり、また世界的に見ても目にする機会の限られてきた多くの重要作品を含んでいる。
今回何より特筆されるべきは、カンディンスキー自身が生涯彼の芸術の集大成として位置付けていた「コンポジション」

シリーズの頂点をなす＜コンポジションVI＞（１９１３年、エルミタージュ美術館蔵）と＜コンポジションVII＞（１９１
３年、トレチャコフ美術館蔵）の２点がともに出品されることであり，この２点は彼のミュンヘンにおける抽象絵画探求の
到達点といえ、２ｍ×３ｍという巨大な画面の中、さまざまな形が、明るく鮮やかな色彩に輝きながら乱舞する様はまさに
壮観といえる。
本展は、ロシア連邦と旧ソ連諸国の美術館に所蔵されている作品のみ７４点によって構成されたが，これまで世界各地で

開かれた多くのカンディンスキー展が、ロシア内の作品が出品されにくいためいずれも彼の画業の完全な紹介がなされたと
言い難いものとなっていた。当館では１９８７年にもカンディンスキー展を開催しており，２度目となる今回の展覧会によ
り，カンディンスキーの画業を網羅的に紹介できたものと考える。

入場者数 6,000 4,200人以上6, 4,200 入館者数：６，５９８人 Ａ
人以上 000人未満 人未満

工芸館常設展 法人による自己点検評価の 工芸館は独立行政法人化を機に職掌分担を、素材別（陶磁係、漆工係、染織係、金工係）から、実際の仕事内容の機能別 所掌分担を陶磁・漆工・染織・金工

結果を踏まえつつ、各委員の （工芸係、デザイン係、展示係、教育･資料係）に変更した。このこともあって、常設展の展示作品の選別も各担当ごと素 の素材別から工芸・デザイン・展示・Ｂ
協議により 評定を決定する 材別に行われていた従来の方法を 歴史意識を持った作品選択作業へと変更した｡美術館の基本である常設展示の企画には 教育資料の機能別に変更したことに伴、 。 、 、

常に歴史性を持つこと、また、明確な意思を持つことが要求されると考える。このことはまた、工芸の近・現代史を築いて い、展示の構成に歴史意識を持たせ国
。いく調査･研究活動にも要求されるものと考えている。このような考えに立って次年度以降の工芸館の常設展示は、歴史展 民により解りやすい展示へと改善した

示、近代工芸名品展、所蔵品を中心に何らかのテーマを設けて構成した展示、以上三つの性格をそれぞれに打ち出した展示 質の高い収蔵品を持ち、魅力ある展
を行っていきたい｡ 示とするよう努力しているが、集客で
アンケート結果：８０％の肯定的意見があった （ 近代工芸とデザインの東西 ） の効果が上げられておらず、広報活動。「 」

の検討が必要である。
入場者数 27,000 18,900人以上2 18,900 入館者数：１８，８６５人 Ｃ

人以上 7,000人未満 人未満

法人による自己点検評価の 戦後のグラフィックデザインの領域において特異な存在として注目されてきたポーランドのポスターの所蔵品による展示 日本でほとんど紹介されていないポ現代ポーランド・ポ

結果を踏まえつつ、各委員の で、日本ではほとんど紹介されることのない、稀な機会であった。にもかかわらず見込んだほどの入館者を得られなかった ーランド・ポスターを取り上げた大変スター展 Ｂ
協議により 評定を決定する ことは、広報活動の不足に起因するものと考えている。今後は所蔵作品展の普及広報のあり方を見直し、その充実に努めた 意義のある展覧会であった。、 。

いと考えている。 今後は、多くの人々の関心を呼ぶよ
う展覧会の魅力を訴える積極的な広報
活動が必要である。
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入場者数 78 0人 546人以上780 5 4 6人 入館者数：７６３人 Ｂ
以上 人未満 未満

法人による自己点検評価の この展覧会は、これまでほとんど省みられることのなかった１９３０年代のグラフィックデザインに焦点を当てたもので これまで省みられることのなかった１９３０年代日本の

結果を踏まえつつ、各委員の ある。それを「I踊りだす文字 「Ⅱ社会生活の標語化 「Ⅲグラフィズムの新感覚 「Ⅳ商品化される市民生活」という4 １９３０年代の印刷デザインを取り上印刷デザイン－大衆 」、 」、 」、 Ａ
協議により 評定を決定する つの視点から探り、近代社会に登場した〈大衆〉にヴィジュアル・デザインがいかにして訴えかけたかという観点からデザ げた大変意義のある展覧会であった。社会における伝達 、 。

インの意味を問うた。この時代には、大衆的なレベルにまで伝達の手段としてのグラフィックデザインが浸透し、具体的に 今後は、多くの人々の関心を呼ぶよ
は、チラシ、リーフレット、入場券などの小さなメディアにまで伝達のためのデザインという思考が広がっていく。デザイ う展覧会の魅力を訴える積極的な広報
ンを図柄、文様、色彩などの造形的観点にとどまらず、コミュニケーションの手段という、より社会的な視点を持つことに 活動が必要である。
よって、展覧会の内容により広がりを持たせることができたと考えている。
工芸館では日本のグラフィックデザインについてはこれまで、デザイナー個人の業績に焦点を当て、まず現代の代表的デ

ザイナーの展覧会、次いでグラフィックデザイナーのパイオニアである杉浦非水の回顧展(２０００)を開催した。今回は視
、 、 、 、点を変えて １９３０年代という時代に焦点を当ててみたのであるが 今後は デザイナー個人の仕事に焦点を当てたもの

ある特定の時期に焦点を当てたものなど、複数の視点を持ち、展覧会内容を豊かにしていくことを検討してみたい。

入場者数 2,310 1,617人以上2, 1,617 入館者数：３，１６９人 Ａ
人以上 310人未満 人未満

法人による自己点検評価の 「用」をもたない工芸作品の出現によって、今日ほど工芸のアイデンティティーが問われているときはない。このことは 布の造形を明確な２つの視点でとら現代の布

結果を踏まえつつ、各委員の 「布」の作品についても言えることで、これまで、布は単なる素材、フォルム以前の単なる材料とみなされてきた。本展で えた着想が良く、学術的にも質の高いＡ
協議により 評定を決定する は 第一に布を作る過程そのものを表現として捉えている作家 第二に自ら制作した布を様々に加工し作品を制作する作家 展覧会であった。、 。 、 、 、

すなわち布制作と布加工を連続した作品制作の過程としてとらえている作家の、二系統に属する作家の作品を展示し、その 今後は、多くの人々の関心を呼ぶよ
意味を捉え直そうとした。これまでの現代染織展、染織造形展、あるいはファイバー・ワーク展といった展覧会では、表現 う展覧会の魅力を訴える積極的な広報
内容や作り出したい形を作り出す手段としてのみ扱われてきた。これに対し、今回の展覧会は、布を作り上げていく過程、 活動が必要である。
すなわち糸を用いて織り進んでいく過程で作られる形、さらにその形を加工してつなげ、組み上げて出来上がる形（ないし
空間構成）のあり方を問おうとしたのである。今回の展覧会を通じて、布そのものの美、布・染・織にもっぱら関わること
によって生み出される造形の独自性、存在意義をまがりなりにも示すことができたともの考えている。
今後は、このような視点を他の素材、技法の分野に広げていきたいと考えている。

入場者数 6,600 4,620人以上6, 4,620 入館者数：７，５３４人 Ａ
人以上 600人未満 人未満

法人による自己点検評価の この展覧会は、京都国立近代美術館の平成１３年度特別展として企画されたものを引き継ぎ、交換展として当工芸館で開 京都国立近代美術館で実施した特別京都の工芸―１９４

結果を踏まえつつ、各委員の 催したものである。両展示場の広さの違いから、工芸館での展示は、京都の場合の３分の２に縮小し、それを前・後期に分 展の交換展であり、内容的にも優れた５－２０００ Ａ
協議により 評定を決定する けて展示した。そのため、工芸館の観覧料を半額以下に設定した。また、作品の選定等に当たっては、主題となる１９４５ ものであった。、 。

年から２０００年の京都の工芸が理解できるよう工夫したが、前・後期の２回にわたる展示は観覧者には不都合なことであ ただし、出品作品に対して展示面積
り、今後、交換展の場合の展覧会規模の調整は必須の検討課題と考えている。 が狭いことから、一つの展覧会を、前

、期・後期と二回に分けて展示するなど
入場者数 8,350 5,845人以上8, 5,845 入館者数：９，０１２人 Ａ 課題が残った。

人以上 350人未満 未満

(2) 収蔵品については、その保存状況を勘案 貸与の状況 法人による自己点検評価の ［本館］ 美術作品の効果的活用を図るととも

、 、 、 、しつつ、国内外の美術館・博物館その他こ 結果を踏まえつつ、各委員の 増改築工事による本館の休館中は 日本画・版画の一部および寄託品の大部分をフィルムセンターの作品収蔵庫に収容し に 他館との相互活用を促進するためＡ
れに類する施設に対し、貸与等を積極的に 協議により 評定を決定する 一部を民間の倉庫に預けた。そして、それ以外の所蔵品はすべて、全国のいくつかの美術館に長期貸与のかたちで保管して 美術作品２，５０１点を貸与するなど、 。
推進する。 もらった。そのため平成１３年６月１日から１４年５月末日まで、すでに貸与の回答をしたものを除き、貸出し業務を原則 中期目標に向かって着実に成果を上げ

停止した。 ている。
貸出し件数７８件、２，６０７点のうちには、上記のような長期貸与として、東京芸術大学８５３点、愛知県立美術館７ 今後も、貸与等の要望が増えると思

、 、４６点、新潟県立近代美術館５４８点、千葉市美術館１６３点が含まれている。貸与作品のふりわけは、貸与先館のコレク われるが 収蔵品の保存状態に留意し
ションの特色及び希望を考慮して行った。この方法により、貸与先館の展示作品として活用していただくとともに、民間の 展覧会の趣旨を考慮しながら、幅広く
倉庫を借りることでの多額の出費を免れた。 その要望に答えることが望ましい。

［工芸館］
平成１３年度は、国内については全４９件、１６５点の作品貸出を行った。国外については1件、５点の貸出を行った。

収集・保管、公衆への観覧、教育普３ 調査研究

(1)-1 調査研究が 収集・保管・修理・展示 調査研究の実施状況 法人による自己点検評価の （１）調査研究の実施及び成果の発表 及の事業など美術館活動の推進を図る、 、 Ａ
教育普及その他の美術館活動の推進に寄与 結果を踏まえつつ、各委員の ［本館］ ため、２０世紀美術に関する総合的調
するものであることを踏まえ、国内外の美 協議により 評定を決定する ①『２０世紀美術に関する総合的調査研究』 査研究、ロシアにあるカンディンスキ、 。
術館・博物館その他これに類する施設及び 本研究は、リニューアル・オープン展「未完の世紀－２０世紀美術がのこすもの」展の開催を目途に行われたもので、美 ーの作品に関する調査研究及び明治時
研究機関とも連携等を図りつつ、次に掲げ 術館本館だけでなく、工芸館、フィルムセンターを含め、全館あげて取り組んだ点に大きな意味があった。ここではこれ 代の工芸概念の胚胎と変遷に関する調
る調査研究を積極的に実施する。 までの蓄積のうえに、単なる様式史としての美術史を越え、文化状況や社会情勢を視野に入れることで、従来の近代美術史 査研究等を実施するなど中期目標に向

、 。 、① 収蔵品に関する調査研究 の枠組みを再検証し、それを展覧会だけでなくその後の常設展示に反映させることが課題であった。この研究の結果 「未 かって着実に成果を上げている また
② 美術作品に関する調査研究 完の世紀－２０世紀美術がのこすもの」展では美術や工芸だけでなく、映画上映をも含めた総合的な展示が可能となり、２ 科学研究費補助金の獲得に努め、調査
③ 収集・保管・展示に関する調査研究 ０世紀美術の多面的な性格を浮かびあがらせることができた。 研究の充実を図った。
④ 美術史、美術動向、作者に関する調査 また、カタログにはテキストや章解説のほかに、さまざまの切り口から美術をみたコラムはさみ、美術を語る語り口に工 調査研究については、今後も幅広く
研究 夫をこらした。この総合的な調査と検証の結果は、まず「未完の世紀」展の展示とカタログの刊行において示されたが、今 外部研究者との交流を促進し、積極的

⑤ 世界の映画作品や映画史に関する調査 後も継続して、その成果を随時常設展示「近代日本の美術」に反映させていく外、コレクション展示のたえざる見直しに活 に取り組むことが望ましい。
研究等 かしていきたいと考えている。 なお、研究成果については、図録等

(1)-2 国内外の美術館・博物館その他これに の刊行物のみならず、学会等において
類する施設の職員を、客員研究員等の制度 研究者 本館・工芸館の学芸職員全員 も幅広く積極的に発表することが望ま
を活用し招聘し、研究交流を積極的に推進 展覧会「未完の世紀－２０世紀美術がのこすもの」のカタログに、テキスト、時代区分の章解説、コラムを分担執筆。 しい。
する。 市川政憲「２０世紀文明と文化のはざまに」同展カタログのテキスト

松本透「戦後美術の同時代性について」同展カタログのテキスト
鈴木勝雄 『現代の眼』５３２号で同展の特集を編集
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(2) 調査研究の成果については、展覧会、美 ②『小倉遊亀に関する調査研究』
術作品の収集等の美術館業務に確実に反映 平成１３年度は、小倉遊亀の画業の全体について資料収集を行った。とりわけ、その絵画に見られる近代的な性格の原点
させるとともに、研究紀要、学術雑誌、学 を探る意味で、これまでいくつかの作品をのぞいてさほど重視されなかった戦前期の画業について、昭和戦前期のモダニズ
会及びインターネットを活用して広く情報 ムとの関連に注目しつつ、滋賀県立近代美術館と共同で、事績や出品作品の調査、および関係資料の収集に努めた。
を発信し、美術館に関連する研究の振興に
供する。 研究者 尾崎正明、古田亮
また、各種セミナー・シンポジウムを開 調査継続中。平成１４年度の展覧会で成果発表

催する。
③『ロシアにおけるカンディンスキー作品の調査研究』
本研究は、これまで正確な実態が知られていなかったロシア国内、とりわけ地方美術館所蔵のカンディンスキー作品を精

密に調査研究し、これまで主として、アメリカ合衆国と西ヨーロッパ諸国に所蔵される作品のみに準拠して行われてきたカ
ンディンスキー研究を補い、修正することを最終的な目標としていた。今回、当館のスタッフが二度にわたってロシアおよ
びグルジア共和国 旧ソ連邦 に赴き 作品の調査及び資料の収集を行い また美術館スタッフらと意見交換を行った カ（ ） 、 、 。「
ンディンスキー展」において、これらロシア所蔵の重要作品の８割近くにあたる７４点の作品の出品が実現し、実作の精査
が可能になったことは、何よりも大きい成果であった。とりわけ、これまで見る機会の限られていた、カンディンスキーの
ロシア時代の作品（１９１４～１９２１年）の中核部分を同時に比較検討し得たことで、従来過小評価されてきたこの時代
の作品に、独自の様式的展開を見出す端緒を得たと考える。

研究者 中林和雄、鈴木勝雄
中林和雄「カンディンスキー、時代の子」カンディンスキー展カタログのテキスト
鈴木勝雄「カンディンスキーとロシア－１９１３年の戦略」同展カタログのテキスト

④『明治大正期におけるロマンティシズムの水脈の検証』
新しい美術様式の摂取も異文化交流の一形態ではあるが、異文化交流というものをもっと幅広くとらえ、文化や社会の底

流を探ると、明治以降の美術には、表面的な美術様式によって区分された時代の相では明らかにされることのなかったロマ
ンティックな創造のエネルギーを湛えたひとつの地下水脈につき当たる。本研究は、これまでの美術史では、時代の潮流か
らはぐれ、孤立的に異端視されてきた青木繁、中村彝、村上華岳、関根正二、村山槐多といった芸術家たちによって育まれ
たロマンティックな地下水脈について考察しようとするものである。平成１３年度は、久留米の石橋美術館と共同して、具
体的に作例にあたりながら、この水脈の切り口として （１）神話的混沌 （２）海のフォークロア （３）他者としてのイ、 、 、
ンド （４）東西交渉、あるいは奈良時代の発見 （５）自画像の画家と礼拝像 （６）恋愛あるいは永遠の女性 （７）晩、 、 、 、
帰あるいは故郷という作業仮説を設定するところまで、研究を進めた。

研究者 市川政憲、蔵屋美香
継続中。平成１４年度の展覧会で成果発表

⑤『海外における近代日本美術の研究成果・態勢の調査並びに内外の共同研究の促進』
（科学研究費補助金、研究代表者 松本透）

、 。 、本研究は 平成１１年度以来の継続研究である 海外における近代日本美術研究の現状についての基礎調査の一環として
平成１３年度は、ドイツの日本美術研究家イルムトラウト・シャールシュミット=リヒター氏を招聘し、平成１０、１１年
に、同女史をゲスト・キュレーターとして当館ほかの協力のもとにドイツ２都市で開催された「もう一つの近代―日本の絵
画 １９１０－１９７０」展の反響や受容について報告を受け、今後の海外における近代日本美術の紹介のあり方について
協議した。また、別途来日した国立エルミタージュ美術館アジア部アレクセイ・ボゴリューボフ氏（日本美術担当学芸員）
を招いて研究会を開き、ロシアにおける日本美術研究の現状・態勢について口頭発表いただき、意見交換を行った。招聘者
からの報告等をもとに、引きつづき文献その他の収集に努める。

研究代表者 松本透
平成１３年度科学研究費補助金研究成果報告書

（２）他機関の研究者との共同研究で次の研究を行った。
⑥『展覧会場用映像ソフトについての調査研究』
凸版印刷との共同研究による本研究では、今回『未完の世紀－２０世紀美術がのこすもの』展にあわせ、最新の映像ソフ

トをもちいたコンテンツを制作することができた。このソフトは展覧会の各章の簡単な内容説明と代表的な作品からなるも
ので、展覧会の構成と趣旨をわかりやすく解説しており、鑑賞への導入ガイドとして機能したものをと考える。また、この
ソフトは多少の改編を加えた上で、その後の常設展示用の解説ソフトとしても使えるようになった。
研究代表者 尾崎正明

［工芸館］
（３）工芸館では展覧会開催に向けての調査・研究と、より長期的な展望に立った近代工芸研究の二つの視点から以下の調
査・研究を進めている｡
テーマとしては、次の四つである。
⑦現代的造形表現としての布の可能性についての調査研究

研究者 今井陽子
「現代の布－染と織の造形思考」展カタログのテキストを執筆
『現代の眼』５３０号で特集を編集。
「今日の染織造形 、大阪芸術大学通信教育教科書『繊維基礎実習』」

⑧明治時代の工芸概念の胚胎と変遷研究のための資料調査

研究者 金子賢治、北村仁美
金子賢治「海外に渡った明治の染織 『ドレスタディー』４０号」
北村仁美「クリストファー・ドレッサーへの視点 『現代の眼』５２７号」
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⑨戦後工芸運動確立期の研究
研究者 金子賢治、諸山正則、今井陽子、木田拓也
金子賢治「現代陶芸の理論－西洋世界と日本 『現代の眼』５２９号」
諸山正則「漆工品の補修と大場松魚《金銀平文鶴文箱 『現代の眼』５３１号》」

「河井寛次郎の木彫」千葉市美術館展覧会カタログ
今井陽子「友禅における染の現代－森口華弘の作品をめぐって 『現代の眼』５３２号」
木田拓也「昭和の桃山復興（三）備前・金重陶陽 『陶説』５８６号」

⑩１９３０年代日本のポスターの主要作家、作品の調査
かつての御道具的な骨董趣味的工芸観からはなれ、近代工芸を近代的な造形美術として捉え直すことは、工芸のアイデン

ティティーがかつてなくあいまいになっている今、ますます重要になっている｡このような認識の下に平成１３年度の調査
・研究は、次の三つの時期の工芸観に焦点を当てた｡一つは「用」を持たない工芸が出現した時期であり、また、現代工芸
の基本的な考え方が成立した時期でもある１９５０年代から６０年代の工芸観について（⑨ 。第二は、第一のルーツとな）
った明治時代の近代的工芸観の成立と展開について（⑧ 。第三は第一から生み出されてくる今日の工芸的造形の独自性を）
捉えようとする制作活動について（⑦ 。）

（４ 「現代の布」展開催によって、糸・布・織りという優れて工芸的な素材・技術、それが統合され、一定のプロセスを通）
して何かを作り出し表現するという一連の流れを検証することで、工芸的造形の独自性を捉えることを試みた。明治の産業
工芸から近代的な意味での個人作家が登場し、それが戦後の工芸界を生み出していく過程の調査・研究は今後も継続してい
く考えである。

（ ） 、 、 、５ デザイン関係ではこれまで亀倉雄策 福田繁雄ら戦後のデザイナー また大正から昭和初期に活躍した杉浦非水などの
個別的な作家研究を行ってきたが、今回は少し視点を変えて、１９３０年代という時代のグラフィックデザインをテーマと
し、それを展覧会に結びつけた｡デザインを単に様式史的な点からのみ見るのではなく、より社会的な視点を取り入れ、本
来の伝達という側面から見直しを試みた。３０年代という、社会の大衆化と戦争の足音が近づく、時代とデザインの関連を
研究することで、デザイン本来の役割である伝達ということをより鮮明に捉えていくことができると考えている｡

（６）東京藝術大学など、他組織の研究者との共同研究で次の研究を行った。

研究者 樋田豊次郎
「大衆社会におけるデザイン 「１９３０年代日本の印刷デザイン」展カタログのテキスト」

⑪『明治・大正における図案集の研究‐世紀末デザインの移植とその意味』
（科学研究費補助金、研究代表者 樋田豊次郎）
この研究は、明治後半から、大正、そして昭和戦前までに出版された図案集を網羅的に発掘し、日本の近代美術の形成に

与ってきた「民意」を捉えようとするものである 「図案集」とは、工芸職人や大工、地場産業のあいだで製作下図として。
利用された本や雑誌などの刊行書である。調査地は東京芸術大学付属図書館、東京国立博物館資料館、芸艸堂（うんそうど
う）その他の９ヶ所で、図案集の総数は約１，６００点である。今日ではあまり話題にもならない図案集は片々たる資料に
過ぎないが、そのことがかえって、政府や学校の方針によって形成された近代美術よりも、庶民が自ら求めた近代美術の生
の姿を推測させる手掛かりになると考えた。多量の図案集を整理分析し 「古典的図案の復興 「美術書出版の歴史 「京、 」、 」、
都における図案の変遷 「西洋で出版された図案集の受容 「工業（工芸）学校における図案集 「アール・ヌーヴォー」、 」、 」、
の受容」などの視点から研究した。図案集には西洋デザインを紹介したものや、日本的意匠を回顧したものもあったが、こ
れらの研究を更に進めることで、異文化を受容したり、古典文化を再認識する際に、当時の庶民がどのようなアプローチを
見せたのかということが浮かび上がってくるものと期待している。

研究代表者 樋田豊次郎
平成１３年度科学研究費補助金研究成果報告書

客員研究員 平成１３年度はフィルムセンター及び国立西洋美術館で招聘した。 －
招聘人数

平成１３年度には、次のような各教育普及事業を実施した。 新たに美術作品に関する図書を13,49４ 教育普及

(1)-1 美術史その他の関連諸学に関する基礎 資料の収集及び公開 法人による自己点検評価の （１）資料収集及びレファレンス機能の充実 7冊を収集し、新設したアートライブラＡ
資料及び国内外の美術館・博物館に関する （閲覧）の状況 結果を踏まえつつ、各委員の 本館及び工芸館のアートライブラリーについては平成１３年度中に合わせて１３，４９７冊の収蔵を図り、平成１３年度 リにおいて一般に公開するなど中期目

、 。 。情報及び資料について広く収集し、蓄積を 協議により 評定を決定する 末現在の総所蔵冊数は６９，６２９冊となった。 標に向かって着実に成果を上げている
図るとともに、レファレンス機能の充実を 平成１３年度中に行った資料の交換件数は国内機関との間で２６５件、国外機関との間で２０６件であった。 アートライブラリを研究者等に対す
図る。 る日本近代美術研究の中心的な資料室

（２）資料閲覧室等の整備 として整備することが望ましい。
本館の改修に併せ、アートライブラリと情報コーナーを新設し、広く一般にも美術情報を提供できるようにした。レファ 今後も、４館の資料を登録及び検索

(1)-3 国内外の美術館等との連携を強化する レンスの機能性を考慮し、美術館に関わる一般的な情報や、美術についての初歩的な疑問について調べる情報コーナーと、 できる現代的システムの開発や広報の
とともに、資料室等の整備・充実を図る。 より専門的な知識を得るためのアートライブラリとに分けたことで、利用者のニーズにより適切に対応し、美術への一層の 強化を図り、より一層、資料を活用す

興味を喚起することができると考えている。ただ開室して日も浅く、こうした施設が設置されたことが一般に知られていな ることが望ましい。
いきらいがあり、今後一層広報に力を入れていきたいと考えている。

(2) 新学習指導要領、完全学校週５日制の実 児童生徒を対象とした 法人による自己点検評価の （３）児童生徒に対する教育普及事業の実施 教育普及の取組みの充実や学校教育

施等を踏まえ、学校、社会教育関係団体と 講座等の実施状況 結果を踏まえつつ、各委員の ［工芸館］ における美術館の活用の推進を図るたＡ
連携協力しながら、児童生徒を対象とした 協議により 評定を決定する 児童生徒に美術や工芸に対する関心を一層高めてもらうため、例年通り、夏休み期間中に「鑑賞教室」を開催した。平成 め、限られた人員と予算で積極的に小、 。
美術品解説資料等の刊行物の作成、講座、 １３年度は本館が工事中のため、本館の所蔵品を活用しながら、工芸館で行われた「近代日本の美術と工芸」展を「くらし 中学生向け鑑賞教室を実施し平成１２
ワークショップ等を実施することにより、 をいろどる」というテーマの下、鑑賞教室向けに編成して実施した。鑑賞ポイントを付した子供向けセルフガイドを無償で 年度以上の実績を上げるなど、中期目

。美術作品等への理解の促進、学習意欲の向 配布するとともに、また工芸作品に触れる体験コーナーを設けたが、普段触れることのできないものを手にとったり、制作 標に向かって着実に成果を上げている
上等を促し、心の教育に寄与するような教 の工程なども学ぶことができたことで、子どもばかりでなく、引率の母親たちにも好評であった。当館では、夏休み以前に
育普及事業を推進する。 この種の企画の開催情報を学校あてに送っているが、残念ながら参加者のほとんどが親子連れで、学校単位の参加はなかっ
また、児童生徒を対象とした事業につい た。

て、中期目標の期間中毎年度平均で平成１ 当館では、教育普及事業として一般の来館者向けにギャラリー・トークを、また、児童生徒むけに夏休み鑑賞教室を毎年
２年度の実績以上の参加者数の確保に努め 度の計画に織り込んで行ってきた。これらはいずれも生涯学習時代に対応し、また、学校の土曜日休業等の社会の変化に対
る。 応するものである。今回の本館の改修工事で、アートライブラリと情報コーナーを新設したのも、同様の認識に立って社会

の要請に対応したものである。
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［本館・工芸館］

美術館の教育普及事業として今日求められるところは、大別二つのサービスであると考えている。一つは、美術館の情報
関連施設の利用提供であり、施設を利用して自ら学ぼうとする来館者を対象としたものである。こうした要請に対しては、
アートライブラリや情報コーナーなどレファレンス機能の充実を図ることで対応することになると考える。もう一つは、鑑
賞教室やギャラリー・トーク、講演会、さらにはスタッフによる説明等を期待するもので、これは、美術館側が組んだプロ
グラムに参加して学ぼうとする来館者を対象としたものと言える。
このうち、前者の自由に自分で学ぶ人たちに対するレファレンス機能の備えは、当館としては、今度の工事でまずは整った
ものと考えている。一方、後者の対象者に対しては、現在のところは事前に連絡のあったグループに限って、可能な範囲で
対応しているが、十分に対応しているとは言えない。いわば美術館の方で時間を限定して行われるもので、現状は、来館の
折に解説を希望する人は増えており、また、ニーズの多様化という点からも、できるだけ多く多様な機会を提供することが
望まれるが、組織の規模からして、おのずから限界があると言わなければならない。今後どのように対応していくかは重要
な課題と考えている。
ところで、こうした随時の解説を希望する来館者が解説者に求めるところは、必ずしも作品に関する専門的情報というこ

とではないと考えている。例えばギャラリー・トークなどに参加する来館者の場合にも当てはまるが、鑑賞体験について語
り合い、語り合うなかで言葉にして、自らの体験を確認したいと思っている人々も多いように思われる。言い換えれば、鑑
賞体験について、コミュニケーションのとれるパートナーが望まれているということである。こうした期待には、美術に関
心をもち、美術館に社会参加の場を見出すボランティアの方が、美術館の専門家以上にふさわしいものとも考えられる。こ

、 、 、 、 、のような認識を持ちつつ 社会の要請をふまえて 次年度から ボランティアを導入することを目途に 平成１４年度中に
そのあり方を検討しつつ導入体制を整えたいと考えている。

（事業の実施の詳細については実績報告書１１ページ参照）

児童生徒を １０回 ７回以上１０ ７回未 開催件数：１０回 Ａ
対象とした 以上 回未満 満
事業の開催
件数

児童生徒を 27 7人 194人以上277 1 9 4人 参加者数：３７４名 Ａ
対象とした 以上 人未満 未満
事業の参加
者数

(3) 美術作品に関し、その理解を深めるよう 講演会等の実施状況 法人による自己点検評価の （４）講演会等の実施 美術作品等の理解促進を図るため、

な講演会、講座、スライドトーク及びギャ 結果を踏まえつつ、各委の協 限られた人員と予算で積極的に講演会Ａ
ラリートーク等を実施する等、生涯学習の 議により、評定を決定する。 ［本館］ やギャラリートークを実施し平成１２
推進に寄与する事業を行う。 本館では「未完の世紀－２０世紀美術がのこすもの」展で講演会とギャラリー・トークを行った。講演会は展覧会の担当 年度以上の実績を上げるなど、中期目

。それらの事業について、中期目標の期間 者がこの展覧会の内容や構成の意図について説明するもの、外部の研究者が日本の近・現代美術について違った角度から問 標に向かって着実に成果を上げている
中毎年度平均で平成１２年度の実績以上の 題点を提起するものを各２回開催した。展覧会の性格上、２０世紀についての歴史認識がないと理解が難しかったところも また、講座等については、年齢・性
参加者数の確保に努める。 あったが、広い視野から２０世紀美術を俯瞰してもらえ、有意義であったと考えている。その開催案内を、新聞、チラシ、 別・学歴を問わず、幅広い国民各層を
また、その参加者に対しアンケートを行 ホームページ、会場等で広報に努めたが、残念ながら聴講者はあまり多くなかった。演者の決定が遅れ、周知期間が少なか 対象とするよう配慮し、その他の業務

い、回答数の８０％以上から、その事業が ったことも大きな原因と考えており、今後改善したいと考えている。ギャラリー・トークは今回の展覧会での注目すべき幾 に支障を来たさない程度に充実を図る
有意義であったと回答されるよう内容につ つかの事象や作品に焦点をあて、当館の学芸員や外部の専門家が会場内で作品に即しながら全８回にわたって行った。聴く ことが望ましい。
いて検討し、さらに充実を図る。 人にとってはより具体性があり、興味をもちやすかったようである。そのせいかギャラリー・トークは予想外に多くの聴講

者が集まって大変好評であった。今回は、夜間開館の周知のためにも 「イブニング・ギャラリー」と名付けて、金曜日の、
夜間開館の時間帯に行ったが、それでも聴講者以外の観覧の邪魔になる場合も若干あり、この点は今後ギャラリー・トーク
を実施してゆく上での検討課題であると考えている。

［工芸館］
工芸館では、例年通り常設展では当館研究官が、特別展では外部からも講師を招いてギャラリー・トークを行った。講演

会と違って、作品そのものを前にして、聴講者と近接して話をすることで、一種独特のコミュニケーションの場が生まれる
ことは、ギャラリー・トークならではの長所である。例えば、工芸の場合もっとも多いのが「どんな技法で作られているの
か」と言うことを細かく質問されることである。技法は工芸にとってもっとも基本的なことであり、その疑問に答えること
は当館の重要な役割であるが、こうした質問にギャラリー・トークはすぐ答えられるということである。もちろん、言葉だ
けでは説明が難しい場合も多々ある。かつて外部講師である作家が材料、道具を持ち込んで解説したことがあったが、より
分かりやすい解説のためには、キャラリー・トークに加えて、デジタルカメラやノートパソコンの画像で技法の工程を示し
ながら作品解説をするなど、より有効な方法を工夫していきたいと考えている。
なお、質問で次に多いのが「どう使うのか」というものである。近代工芸では必ずしも「用」を想定しないものが多数あ
、 。 、り 特に戦後はその傾向が顕著である こうした多様な工芸の歴史を解説していくことも当館としての重要な役割であるが

それには明確な歴史観を持つことが不可欠で、ここにも御道具的工芸観からの脱皮、近代工芸史の形成が急がれるところで
ある。
工芸館のスペースを考えると、現在の聴講者は少し多め（２０数名というのが一番多いが、中には５０名を越えた回もあ

る）で、なかには講師の話が届かない場合や、他の観覧者の邪魔になる場合もあった。今後、ギャラリー・トークの持ち方
としては、一回の聴講者の数をこれ以上増やすのではなく、開催回数を増やす方向で検討したい。またその際、何回かまと
めてトークのテーマ、題目などを事前に広報することに留意したい。

(講演会等の実施の詳細については実績報告書１３ページ参照）
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講演会等の ２回以 1回 0回 ［本館 ：４回 計： ４回 Ａ］
回数 上
講演会等

ギャラリー １３回 ９回以上１３ ９回未 ［本館 ：８回 ［工芸館 ：１０回 計：１８回 Ｂ］ ］
・トーク 以上 回未満 満

講演会等の 18 3人 128人以上 12 8人 ［本館 ：３２８名 計：３２８名 Ａ］
参加者数 以上 183人未満 未満
講演会等

ギャラリー 34 8人 244人以上348 2 4 4人 ［本館 ：３７５名 ［工芸館 ：２４１名 計：６１６名 Ａ］ ］
・トーク 以上 人未満 未満

講演会等に 80％以 56％以上80％ 56％未 アンケート結果：８０％の肯定的意見があった。 Ａ
対するアン 上 未満 満 （ 未完の世紀－２０世紀美術がのこすもの」ギャラリートーク）「
ケート結果

(4)-1 美術館・博物館関係者等を対象とした 研修等の取組み状況 法人による自己点検評価の 美術館関係者等の人材育成及び人的（５）他機関の研修への協力

研修プログラムについて検討、実施する。 結果を踏まえつつ、各委員の ネットワークの形成を図るため、博物平成１３年度キュレーター研修を京都国立近代美術館で実施した。 Ｂ
(4)-2 全国の公私立美術館等の学芸担当職員 協議により 評定を決定する 館実習生等を８０名受入れ、美術館の、 。
（キューレーター）の資質を向上し、専門 職場を体験する機会を提供するなど中次のとおり、大学生の学芸員資格取得のための博物館実習等に協力した。
性を高めるための研修を実施し、人材養成 期目標に向かって概ね成果を上げてい①名古屋市立宝神中学校東京分散学習への協力
を推進する。 る。工芸館において４名を受け入れ。

学芸担当職員については、今後も、
(4)-3 公私立美術館・博物館等の展覧会の企 受入可能な人数の範囲内で積極的に取②大学生の学芸員資格のための博物館実習への協力
画に対する援助・助言を推進する。 組む必要がある。ただし、博物館実習工芸館において４名を受け入れ。

(4)-4 公私立美術館・博物館等が実施する研 生については、美術館側の負担になら③千葉県市原市立海上小学校の美術鑑賞教育への協力
修会への協力・支援を行うとともに、情報 ないよう、受入れ状況を常に見直す必工芸館において３０名を受け入れ。
交換、人的ネットワークの形成に努める。 要がある。④早稲田大学国際部プログラム「日本美術調査研究」への協力

なお、外国美術館の学芸員との交換工芸館において４２名を受け入れ。
研修なども検討する必要がある。

(5)-1 収集、保管、修理、展示、教育普及、 広報活動の状況 法人による自己点検評価の （６）出版事業等 文化、美術作品及び国立美術館につ

調査研究その他の事業について、要覧、 結果を踏まえつつ、各委員の ［本館］ いて国民の理解促進を図るため、展覧Ａ
年報、展覧会図録、研究論文、調査報告書 協議により 評定を決定する ①展覧会に伴う図録発行について 会図録、年報 「現代の眼」等を発行、 。 、
等の刊行物、ホームページ、またはマスメ カタログは展覧会終了後、唯一資料として残るものである。その作成に当たっては、それぞれの研究成果を出来得る限り するなど中期目標に向かって着実に成
ディアを利用して広く国民に積極的に広報 反映することに努めた。同時に、多くの読者により美術に興味を抱いてもらえるような編集にも留意した。本館の「未完の 果を上げている。
活動を展開するとともに、国立美術館への 世紀－２０世紀美術がのこすもの」展では、主要なテキスト２本と各章の章解説のほか、図版中に３２本のコラムを加えて より一層、国民に美術館活動が理解
理解の促進を図る。 内容にふくらみをもたせることで、楽しみながら２０世紀美術に興味をもってもらう工夫をこらしたつもりである。 されるよう内容を工夫し、今後も積極
また、その内容について充実を図るよう 「カンディンスキー展」は、当館の研究員２名による論文のほか、ロシア科学アカデミー会員ドミトリー・サラビアーノフ 的に実施することが望ましい。

努力するとともに、４館共同による広報体 氏、ロシア美術史家新田喜代見氏による論考をも掲載し、カンディンスキーのロシアとの多面的なつながりを紹介できるよ また、インターネットを積極的に活
制の在り方について検討を行う。 うに留意した。また、作品解説はロシア側からの視点も反映したものとなるよう、ロシアの美術館関係者との分担執筆とし 用した広報について検討することが望

た。 ましい。
②現代の眼
『現代の眼』は、年６回発行する当館の広報誌であり、これまで当館が開催する展覧会にあわせて特集を組み、カタログ

とは別の切り口で、館内外の見解を紹介してきており、平成１３年度末で５３２号を数える。平成１３年度は、本館が閉館
中のこともあり、美術館の当面の課題やリニューアルに際しての問題などをテーマに特集を組み、美術館の考えを積極的に
社会に発信することに努めた 『現代の眼』は現在、定期購読者の数が年々低落傾向にあるという問題を抱えている。その。
理由の一つは、専門的な記事と一般向けのガイドや紹介が混在して、美術館の刊行物としての性格があいまいなことにある
と分析している。その対策として、読者対象を限定することもあるが、このことが望ましいことかどうか、もう少し検討す
る余地があり、本館の活動が通常に復する次年度１年間は、現在の方針を維持しつつ、一年の間に、方向を明確にしたいと
考えている。
［工芸館］
①展覧会カタログについて
工芸館では「現代の布」展 「１９３０年代の印刷デザイン」展カタログを刊行した 「現代の布」展カタログでは、布、 。

そのものに焦点をあてた展覧会ということもあって、特に布の魅力を引き出す写真撮影、図版構成に配慮した 「１９３０。
年代の印刷デザイン」展カタログでは、当館研究員のテキストの他に、当時の時代背景、並びに印刷技術について、それぞ
れの専門家の論考を掲載し、デザインと社会との関わりについて理解を深められるよう配慮した。
②専門誌への掲載
専門2誌に所蔵品を取り上げた連載を展開し、広く公衆に対し、近現代工芸及び東京国立近代美術館の活動の周知に努め

た。
刊行物の名称
ａ「平成１２年度年報」
ｂ「東京国立近代美術館概要」
ｃ「独立行政法人国立美術館概要」
ｄ展覧会、企画上映に伴う図録の発行
企画展等

ア 「１９３０年代 日本の印刷デザイン―大衆社会における伝達」．
29×22.2cm/82P
本文：大衆社会におけるデザイン（樋田豊次郎）
１９３０年代の日本の印刷技術（本多真紀子）
戦前日本社会運動の足あと―１９３０年代ポスターの背景（梅田俊英）
編集：樋田豊次郎、諸山正則



- 12 -

イ 「現代の布―染と織の造形思考」．
28×22.7cm/96P
本文： 布」というかたち（今井陽子）「
編集：金子賢治、今井陽子、北村仁美

ウ 「京都の工芸[１９４５－２０００]」．
30×20cm/272P
本文：京都の工芸[１９４５－２０００]（松原龍一）
編集：松原龍一、土岐加寿子、南野朋子

エ 「未完の世紀」展図録．
29.8×22.5cm/48P＋280P
本文：２０世紀文明と文化のはざまに（市川政憲）

戦後美術の同時代性について（松本 透）
編集：東京国立近代美術館（市川政憲，松本 透，尾崎正明，鈴木勝雄，保坂健二朗）

オ．常設展等
「常設展 近代工芸の百年」
28×21cm/12P
本文：所蔵品でたどる近代工芸の百年（樋田豊次郎）
出品目録
「常設展―[近代の工芸] １９９１－２０００年の新収蔵作品から」
29.6×21cm/24P
本文： １９９１－２０００年の新収蔵作品について（諸山正則）
図版
出品目録
制作： 印象社
「所蔵作品による近代日本の美術と工芸 くらしをいろどる」
28×21cm/12P
展示解説
出品目録

⑤「現代の眼」
第５２７号 ４－５月号
特集：建築への／からのまなざし
第５２８号 ６－７月号
特集：写真史研究の現在
第５２９号 ８－９月号
特集：現代陶芸の現在地
第５３０号 １０－１１月号
特集：現代の布－染と織の造形思考 「現代の布」展によせて
第５３１号 １２－１月号
特集：本館リニューアル
第５３２号 １－２月号
特集：未完の世紀－２０世紀美術がのこすもの
「未完の世紀－２０世紀美術がのこすもの」展によせて

出版件数 ６回以 ４回以上６回 ４回未 出版件数：６回 Ａ
現代の眼 上 未満 満「 」

展覧会案内 ２回以 1回 0回 出版件数：１回 Ｂ
上

(1)-2 収蔵品等の美術作品その他関連する資 収蔵品の情報デジタル 法人による自己点検評価の （７）作品データ等のデータベース化の推進 文化、美術作品及び国立美術館につ

料の情報について、長く後世に記録を残す 化及びその活用状況 結果を踏まえつつ、各委員の 当館では、収蔵作品について文字情報、デジタル画像情報のデータベース化を行ってきているが、平成１３年度は、本館 いて国民の理解促進を図るため、平成Ａ
ために、デジタル化を推進する。 協議により 評定を決定する の作品に関しては、文字データについては全収蔵作品の、画像データについては７割の入力を行った。工芸館の作品に関し １３年度末までに、文字情報について、 。

(5)-2 国内外に広く情報を提供することがで ては、文字データについては全収蔵作品の、画像データについては3割の入力を行った。また、画像情報については未入力 は全て、画像については本館７割、工
きるホームページについては、教育普及な 部分の入力作業を進めるとともに、モノクロ・ネガから作成したデジタル画像については、今後財政の許す範囲で、カラー 芸館３割のデジタル化を終了し、美術
ど多様な活用ができるようコンテンツを工 化を進めていく。工芸館については画像データの未入力の部分が多く、引き続き入力作業を進める。デジタル画像の利用に 館情報についてホームページで公開す
夫し、中期目標の期間中毎年度平均で平成 ついては、特に情報コーナー来館者システムでの表示のため、著作権者への許諾申請に着手した。許可が得られたものから るなど中期目標に向かって着実に成果
１２年度のアクセス件数以上となるよう努 順次公開してゆく予定である。 を上げている。
力する。 （８）ホームページの活用 また、美術作品に関する情報のデー

美術館の概要、企画展を含む活動一般、所蔵作品に関するデータ等の情報をホームページを活用して広く社会に伝えると タベース化にあたっては、標準化を検
(5)-3 デジタル化した収蔵品等の情報につい ともに、ホームページは職員募集など事務的な活動にも幅広く活用した。アクセスの件数は１８９，９２４件（含むフィル 討するなど国民が簡便な方法でアクセ
て、美術情報システム等により広く積極的 ムセンター）と、かなりの利用があったと判断している。また、小中学生に美術館に親しんでもらうために、所蔵作品を紹 ス出来るシステムの開発を常に心懸け
に公開するとともに、その利用方法につい 介する「子どものページ」を設けているが、こちらも多くのアクセスを得た。 ることが望ましい。
て検討する。 美術作品がコンテンツの素材として
また、デジタル情報の有料提供について 展覧会及び教育普及事業の多角的な展開に伴い、ホームページで提供すべき情報も格段に多くなり、ホームページからの 注目される中で、著作権について慎重

の方策を検討する。 情報収集も一般化している中、今後は今まで以上に迅速な内容更新を行うことが必要であると考えている。また、常設展示 に取り組むことが望ましい。
場での展示予定といった、何がいつ見られるのかという情報も含めた当館の所蔵作品情報の提供を、より充実させることも ホームページについては、さらに内
課題として考えている。 容、デザイン、外国語版など充実させ
デジタル化した利用方法、有料提供等の取り組みについて検討中である。 ることが望ましい。

ホームペー 129,61 90,730件以上1 90,730 ホームページのアクセス件数：１８９，９２４件（フィルムセンターを含む ） Ａ。
ジのアクセ 4件以 29,614件未満 件未満
ス件数 上
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(6)-1 ボランティア等や支援団体を育成し、 ボランティアの活用 法人による自己点検評価の （９）ボランティア ボランティアの受入れについては、

ボランティア等と連携協力して展覧会での 状況 結果を踏まえつつ、各委員の ボランティア制度を平成１５年度から導入することとし、平成１４年度中に具体的な作業に入ることとした。 その方針をよく検討したうえで実施すＢ
解説など国立美術館が提供するサービスの 協議により 評定を決定する る必要がある。、 。
充実を図る。

(6)-2 企業との連携等、国立美術館の業務が 渉外活動の状況 法人による自己点検評価の 企業との連携については、凸版との共同研究のかたちで『未完の世紀－２０世紀美術がのこすもの』展と、その後の常設 国立美術館の業務の充実を図るため

より充実するよう今後の渉外活動の方針に 結果を踏まえつつ、各委員の 展示用のコンテンツを制作できたことは、今後の企業との連携のあり方を探るうえで、非常に参考になったと言える。 民間企業との協同研究により常設展のＢ
ついて検討を行う。 協議により 評定を決定する ガイドの充実を図るなど中期目標に向、 。

かって概ね成果を上げている。
今後も、引き続き検討する必要があ

る。

増改築工事前の建物は，１９６９（昭和４４）年，故石橋正二郎氏の篤志によって，現在地に建てられた。建築後３０年 東京国立近代美術館本館は増改築工５ 新たな美術館施設の円滑な運営について

(1) 東京国立近代美術館本館については、平 開館への準備状況 法人による自己点検評価の を経過し，収集作品の増加や現代作品の大型化等によって収蔵庫や展示場の不足が顕著になってきたことや現在の建築基準 事が平成１３年８月３１日に完了し、Ａ
成１４年の開館に向けて、体制整備、展示 結果を踏まえつつ、各委員の 法上の耐震基準を満たすこと。また，来観者から要望の強かった，情報コーナー，アートライブラリ等の情報提供機能の拡 開館に向けて、着実に体制整備、展示
等の実施準備を進め、開館後は円滑な事業 協議により 評定を決定する 充，レストランやミュージアムショップという鑑賞環境の充実を目指して工事を行った。 等の実施準備を進め、平成１４年１月、 。
実施に努める。特に、展示面積の増加を機 この結果，収蔵庫は３００㎡増床され１．２倍に，展示場も約１，５００㎡増床され１．５倍となったほか，現行の建築 １６日にリニューアルオープンした。
に展示内容の一層の充実を図る。 基準法の耐震構造となった。また，６０席のレストランを皇居のお堀に面した２階テラスに，ミュージアムショップを前庭

(2）国立国際美術館新館については、平成１ にそれぞれ新設するなど，施設面で所期の目的を達成した今回の工事は，平成１３年８月に無事竣工した。
６年の移転に向けて、体制整備、展示等の 事業面でも，平成１１年の工事着工に伴い一時移転していた所蔵作品の収蔵庫への搬入や全館をあげて開催される開館記
実施準備を進め、開館後は円滑な事業実施 念展の準備も順調に進行し，平成１４年１月１６日「未完の世紀―２０世紀美術がのこすもの」展で本館を再開館した。
に努める。具体的な管理運営のあり方等に
ついては開館までに検討を進める。

法人による自己点検評価の 平成１４年度から実施。 （平成１４年度から評定する ）６ 新国立美術展示施設（ナショナル・ギャ － 。
結果を踏まえつつ、各委員のラリー （仮称）の 開設に向けた準備につい）

、 。て 協議により 評定を決定する
文化庁が平成１８年を目途に開設を予定し

ている新国立美術展示施設（ナショナル・ギ
ャラリー （仮称）について、文化庁と連携）

、 、・協力し その円滑な開設に向けた体制整備
展示事業等の準備を推進する。

７ 入館者に対するサービスの向上を図その他の入館者サービス

(1)-1 高齢者、身体障害者等の利用にも配慮 その他の入館者サービ 法人による自己点検評価の （１）高齢者・身体障害者等に配慮した設備等の充実等 るため高齢者、身体障害者のためのトＡ
した快適な観覧環境を提供するため、各館 ス 結果を踏まえつつ、各委員の 本館では車椅子で利用できるエレベーター２基の増設、工芸館では車椅子用リフトの設置等により高齢者・身体障害者等 イレ、エレベータ及びスロープ等の設
の方針に従って展示方法、表示、動線、施 協議により 評定を決定する に対するバリアフリーに配慮し、今後、看士員による誘導等とあわせて、サービスの向上に努めた。 置、小中学生の常設展の無料化、キャ、 。
設設備の工夫、整備に努める。 プションの変更、夜間開館、レストラ

(1)-2 入館者サービスの充実を図るため、観 （２）案内情報の充実、車椅子の提供等、入館者サービスの充実 ン・ミュージアムショップの新設など
覧環境の整備プログラム等を策定し、計画 ①本館では案内情報のためのカウンターを設けるとともに、展示作品のキャプションを見やすいように大きくした。 中期目標に向かって着実に成果を上げ
的な整備を行う。 ②本館、工芸館とも１階受付に車椅子を常備した。 ている。

、 、(1)-3 一般入館者を対象とする満足度調査及 特に 小中学生の常設展の無料化は
び専門家からの批評聴取等を定期的に実施 （３）鑑賞環境の充実 今後の教育普及事業との相乗効果を期
し、調査結果を展示等に反映させるととも 本館では展覧会内容に応じ 「会場ガイド」等を無償配付した。 待する。、
に、必要なサービスの向上に努める。 本館、工芸館でギャラリー内に休憩用の椅子を増設した。 今後も、アンケート結果の分析やモ

(1)-4 展示解説の内容を充実させるととも ニター制度を検討するなど的確に入館
に、見やすさにも配慮する。また、音声ガ （４）小中学生の常設展入場料の無料化、観覧時間の拡充 者のニーズを把握し、きめ細かなサー
イド等を活用した情報提供を積極的に推進 小中学生の常設展入場料の無料化を次のとおり実施した。なお、共催展であるカンディンスキー展についても小中学生の ビスを提供することが望ましい。
し 入館者に対するサービスの向上を図る 入場を無料とした。、 。

(2)入館者のニーズを把握、分析し、夜間開 本 館 平成１４年３月２６日からの「カンディンスキー」展期間中の常設展から実施
館の実施等開館時間の弾力化や小中学生の 工芸館 平成１４年２月２１日からの「近代工芸とデザインの東西」展から実施
入場料の低廉化など、入館者へのサービス
を心がけた柔軟な美術館展示活動等を行 また、本館は、平成１４年１月１６日のリニューアル・オープン展「未完の世紀」展から従来の金曜日に加え、木曜日も
い、気軽に利用でき、親しまれる美術館と 午後８：００までの開館を実施した。

、 、 （ ） （ ）、なるよう努力する。 会期中 一日の入館者数に対して夜間開館時間帯の入館者数の占める割合は 木曜日 ８日間 が平均８％ 最大１２％
(3)ミュージアムショップやレストラン等の 金曜日（８日間）が平均１３％（最大１８％）であった。今後とも、観覧者ニーズを踏まえつつ、財政的状況も勘案しなが
施設を充実させるなど、入館者にとって快 ら、無料化する展覧会を増やすこと、夜間開館時間のあり方等について検討していきたい。
適な空間となるよう館内環境を工夫する。

（５）フリーゾーンの活用，レストラン及びミュージアムショップの充実など附属施設の充実
本館においては今回の改修にあわせレストラン（６０席）とミュージアムショップを開設した。いずれも、アートライブ

ラリとともに、入館せずに利用できるものである。レストランは土・日・火・水曜日は午後６：３０まで、木・金曜日は午
後９：３０まで営業し、ミュージアムショップは本館開館時間にあわせ、木曜日、金曜日は夜８時まで営業し、入館者への
サービスに努めた。

、 、 、 、工芸館においては 館全体が狭隘のため ミュージアムショップ等のスペース確保は難しいが 館内スペースを活かして
グッズの販売を行い、来館者へのサービスに努めた。
今後、本館については、講堂（１５３席）の外部活用の積極的な推進を図ること、工芸館については、建物の増築等の中期
的な計画が検討課題と考えている。
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◎項目別評価（東京国立近代美術館フィルムセンター）

Ⅰ 業務運営の効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置

評定基準 評 定
中 期 計 画 指標又は 指標又は評価項目に係る実績

段階的 定性的評定評価項目 Ａ Ｂ Ｃ
評定

１ 職員の意識改革を図るとともに、収蔵品 効率化の状況 法人による自己点検評価の結 フィルムセンターは東京国立近代美術館の中の映画部門としてその事業を行い、上映活動、展示活動、図書閲覧等の一般へ 業務運営の効率化を図るため給与計

の安全性の確保及び入館者へのサービスの 果を踏まえつつ、各委員の協議 の観覧サービスはフィルムセンター（京橋）で行い、所蔵作品である映画フィルムについては、フィルムセンター相模原分館 算事務、共済組合事務、保険契約事務Ｂ
向上を考慮しつつ、運営費交付金を充当し により、評定を決定する。 においてその保存・保管を行っている。 などの事務の一元化、不用な個所の消
て行う事業については、国において実施さ 入館者等に対するサービスの向上のため、独立行政法人化に伴い４月８日から日曜開館を実施し、これまで火曜日から土曜 灯等による省エネルギー化、ＯＡ化に
れている行政コストの効率化を踏まえ、業 日の週５日間の開館を週６日間の開館とした。開館日数を増やすことにより、経費的な面からの効率性を検討した結果、原則 よるペーパーレス化及び会場看視業務
務の効率化を進め、中期目標の期間中、毎 として月曜日を完全休館とする職員の勤務時間の見直しを行った。 等の外部委託等を実施し、法人全体の
事業年度につき新規に追加される業務、拡 あわせて、９月の独立行政法人本部及び美術館本館の竹橋への移転により、１０月からフィルムセンター外注職員の待機場 運営費交付金の１．３７％の効率化に
充業務分等を除き１％の業務の効率化を図 所の集約化を行い、管理体制の強化並びに効率化及び省エネルギー化を図った。 積極的に貢献するなど、中期目標に向
る。 独立行政法人本部及び美術館本館が９月まで施設を利用していたために過去の実績との数値的な比較データは得られていな かって概ね成果を上げている。
具体的には、下記の措置を講ずる。 いが、平成１３年度は１％の業務の効率化を目指して次のとおり取り組んだ。 しかし、まだ改善可能な点があると
(1) 各美術館の共通的な事務の一元化によ 思われるので、美術館本来の業務に支
る業務の効率化 （１）各美術館の共通的な事務の一元化による業務の効率化 障のない程度に一般競争入札や外部委

(2) 省エネルギー、廃棄物減量化、リサイ 契約事務、支払事務等について、美術館庶務課で集中して行うことにより、業務の効率化を図った。 託を実施するなど、引き続き積極的に
クルの推進、ペーパーレス化の推進 （２）照明灯の不必要箇所の不点灯、誘導灯の夜間無人時における不点灯などを実施し、職員及び外注職員への周知徹底を行 取組む必要がある。

(3) 講堂・セミナー室等を積極的に活用す い省エネルギー化を推進した。また、廃棄物の分別処理を行い、内部資料等の両面コピーやミスコピー裏面の再利用を行う
るなど施設の有効利用の推進 など紙類のゴミ発生率を縮減した。

(4) 外部委託の推進 、 事務連絡等については、メールの使用により、ペーパーレス化を実施した。
(5) 事務のＯＡ化の推進 （３）次の業務について外部委託を行った。
(6) 連絡システムの構築等による事務の効 ・清掃作業について業務委託
率化 ・設備維持及び運転管理について業務委託

(7) 積極的な一般競争入札を導入 ・受付、出札、警備等の会場管理についての業務委託
２ 外部有識者も含めた事業評価の在り方に ・夜間及び休館日の警備の機械警備
ついて適宜、検討を行いつつ、年１回程度 ・大ホールの映写業務委託
事業評価を実施し、その結果は組織事務、 ・その他、設備関係のメンテナンスの業務委託
事業等の改善に反映させる。また、研修等
を通じて職員の理解促進、意識や取り組み
の改善を図っていく。 1. 5％ １％以上 １％ 平成１３年度は，独立行政法人国立美術館全体で１．３７％の効率化を達成した。 Ｂ

平成１３年度予算－運営費交付債務繰越額＝平成１３年度執行予算額 （平成１３年度執行予算額－決算額）／決算額＝効率化率効率化の達成率 以上 1.5％未満 未満
4,726,536千円－74,848千円＝4,651,688千円 4,651,688千円－4,588,482千円／4,588,482千円＝０．０１３７７

Ⅱ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

評定基準 評 定
中 期 計 画 指標又は 指標又は評価項目に係る実績

段階的 定性的評定評価項目 Ａ Ｂ Ｃ
評定

（１）映画フィルム等の購入・寄贈 フィルムセンターの収集方針に基づ１ 収集・保管

(1)-1 体系的・通史的にバランスのとれた収 美術作品の収集（購入 法人による自己点検評価の 当フィルムセンターにおける映画フィルムの収集状況は，平成１３年度末現在、日本映画は７４１本増の２１，３８７本、 き、貴重な映画フィルムを１８５点購Ａ
蔵品の蓄積を図る観点から、次に掲げる各 ・寄贈・寄託）の状況 結果を踏まえつつ、各委員の 外国映画は３２５本増の６ ８３３本である これらの映画は 劇 文化・記録 ニュース アニメーション テレビ 入し、新たに寄贈８８１点を受入れる， 。 、〈 〉〈 〉〈 〉〈 〉〈 〉
館の収集方針に沿って、外部有識者の意見 協議により 評定を決定する といった分野別に収集されている。美術作品と異なり、映画フィルムは複製物であるという物理的な特質から、本来は残存し など中期目標に向かって着実に成果を、 。
等を踏まえ 適時適切な購入を図る また ている全ての映画フィルムを収集するということが可能であるが、限られた予算の範囲で収集を行う必要から、散逸又は劣化 上げている。、 。 、
そのための情報収集を行う。 が懸念されるものの購入や不燃化を優先的に行いながら、映画芸術的に優れた作品，映画史的に重要な作品及びフィルムセン 特に、戦前の貴重な資料として価値

ターの事業を実施する上で必要な作品等を収集するという基本的方針に基づいて収集を行っている。 の高い、ロシア所在の戦前日本映画の
平成１３年度は、日本映画の黄金期を担った各社の劇映画を中心とした購入を行うとともに、日本映画新社等の文化・記録 収集を高く評価する。（東京国立近代美術館）

近・現代の絵画・水彩・素描 版画 彫刻 映画の購入を行った。また、平成８年及び平成１０年に調査・確認されたロシア所在の戦前日本映画の購入も前年に引き続き 寄附・寄贈は有効な収集方法の１、 、 、
写真等の作品、工芸作品、デザイン作品、 行った。 つであるため、文化庁と連携協力し税
映画フィルム等を収集する。 映画フィルムの寄贈に関しては、日本劇映画についてはこれまでと同様、文化庁優秀映画作品や日本芸術文化振興会で助成 制問題を含めたその推進方策を検討す
美術・工芸に関してはコレクションにより された作品の中で、寄贈に応じていただけたもの収蔵することができた。この中で特筆すべき成果は、社団法人映像文化製作 ることが望ましい。
近代美術全般の歴史的な常設展示が可能と 者連盟を通した呼びかけに応じていただいた当該連盟加盟の製作会社から、戦後製作された日本文化・記録映画の原版フィル
なるように、歴史的価値を有する作品・資 ムの２２６作品（５０８本）にのぼる大量な一括寄贈を受けたことである。このことは、日本文化・記録映画について将来の
料を収集する。 活用に備えることになるとともに、他の製作会社からの寄贈を促すことにより、映像文化・映像資料としての相当部分が、散
また、映画フィルム等については、残存す 逸をまぬがれることになるのではないかと考えている。
るフィルムを可能な限り収集するとともに また、映画関連資料に関しては、フィルムセンター創立以来、映倫管理委員会、東宝東和株式会社、東映株式会社、御園京
積極的に復元を図る。 平氏、竹崎清彦氏などから大量に寄贈を受け、これまでに約４２，０００点のポスター、約３０，０００冊のシナリオ等を収

集しているが、ここ数年大量な寄贈が相次いでおり、常時数年越しの整理作業を並行して行っているが、平成１３年度は水谷
浩氏（美術監督）のデスマスク、横山実氏（撮影監督）旧蔵の撮影台本１１７点の受け入れ、整理、登録及び寄贈手続きを終
え、映画製作に関連する資料の充実と７階展示室における展示候補資料を充実することができた。

（京都国立近代美術館）
近代美術史における重要な作品など、近・
現代の美術・工芸・写真・デザイン作品等
を収集する。その際、京都を中心とする関
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西ないし西日本に重点を置き、地域性に立
脚した収蔵品の充実にも配慮する。

（国立西洋美術館）
中世末期から２０世紀初頭に至る西洋美術
の流れの概観が可能となるように、松方コ
レクションを中心とした近代フランス美術
の充実、近世ヨーロッパ絵画の充実及びヨ
ーロッパ版画の系統的収集を行う。

（国立国際美術館）
日本美術の発展と世界の美術との関連を明
らかにするために、主に１９４５年以降の
日本及び欧米の現代美術並びに国際的に注
目される国内外の同時代の美術を系統的に
収集する。

(1)-2 収蔵品の体系的・通史的なバランスの
観点から欠けている部分を中心に、寄贈・
寄託品の受け入れを推進するとともに、そ
の積極的活用を図る。

(2)-1 国民共有の貴重な財産である美術作品 保管の状況 法人による自己点検評価の （２）映画フィルムの保存管理 収蔵品の保存及び管理環境の維持充

を永く後世へ伝えるとともに、展示等の美 結果を踏まえつつ、各委員の 映画フィルムは化学的に脆弱なため、映画フィルム専用の保存庫を備えるフィルムセンター相模原分館の地下１階及び地下 実を図るため映画フィルムの種類や状Ａ
術館活動の充実を図る観点から、収蔵品を 協議により 評定を決定する ２階の保存庫において２４時間体制で収納している。具体的にはモノクロ・フィルムは室温摂氏１０℃±２℃、湿度４０％± 態に応じて温湿度を適正に管理し、ま、 。
適切な環境で管理・保存する。また、保存 ５％に設定し、カラー・フィルム及びネガティヴ・フィルムは室温摂氏５℃±２℃、湿度４０％±５％に設定して保存してい た、綿密な計画に基づいて輸送するな
体制の整備・充実を図る。 る。また、アセテート・ベースのフィルムに顕著な劣化現象である「ビネガー・シンドローム」に冒されたフィルムについて ど中期目標に向かって着実に成果を上

(2)-2 環境整備及び管理技術の向上に努める は、独立の空調設備を備え、室温摂氏２℃±２℃、湿度３５％±５％に設定された専用室において保存をしている。 げている。
とともに、展示作品の防災対策の推進・充 企画上映に使用するフィルムは、定期的な搬送計画に基づいて、ならし室で温度・湿度を調整の上、専用の搬送ケースによ
実を図る。 り、美術品専用車で輸送を行い、温度２０℃±２℃、湿度５５％±５％に設定されたフィルムセンター地下３階の収蔵庫へ一

時保管を行っている。

(3)-1 修理、保存処理を要する収蔵品等につ 修理の状況 法人による自己点検評価の （３）映画フィルムの修理、保存処理等 映画フィルムの保存処理としてプリ

いては 保存科学の専門家等との連携の下 結果を踏まえつつ、各委員の フィルムセンターにおける映画フィルムの修復、保存処理等は、１本しか所蔵していないプリント、もしくは状態の不安定 ントからネガティプ及びマスターを作、 、 Ａ
修理、保存処理計画をたて、各館の修理施 協議により 評定を決定する なプリント等からネガティヴ、マスター等の保存用フィルムを作製し、そこから上映用プリントを複製するものであり、現像 成することを実施しており、平成１３、 。
設等において以下のとおり実施する。 会社の技術者との緊密な協力の下に フィルムの化学的な側面と映画作品の内容的な側面を精査しつつ行っているものである 年度は国内で他に確認できない８作品、 。
① 緊急に修理を必要とする収蔵品のうち 本年度は、前年度にロシアから収集した国内に存在が確認できていない戦前期の日本映画のうち、８作品について保存用ネガ の保存用ネガフィルムを作製するな、
緊急性の高いものから各分野ごとに計 フィルムを作製することができた。また、保存用マスターフィルムは所蔵しているものの、上映用３５ｍｍプリントを作製し ど、中期目標に向かって着実に成果を
画的に修理を実施。 ていなかった文部省製作作品及び東映ニュース映画について、上映企画にあわせてネガフィルムと上映用プリントを作製し、 上げている。

② 伝統的な修理技術とともに科学的な保 今後の上映活動等への対応をはかった。
存技術を取り入れて実施。 無声映画９本に英語字幕を付けたプリントを作製し、今後、海外からの出品依頼には支障なく対応する準備がなされた。

(3)-2 国内外の美術館等の修理、保存処理の また、平成１２年度に購入した中国映画フィルムに日本語字幕を附し、今後の企画上映に備える体制を整えた。
充実に寄与する。

年間を通じて、日本映画と外国映画、劇映画と記録映画、作家主義とテーマ主義、大衆性と芸術性、といった映画評価上の 広く国民に優れた映画を観覧する機２ 公衆への観覧

、 、 、 、(1)-1 国民のニーズ 学術的動向等を踏まえ 展覧会の状況 法人による自己点検評価の 対立項目間のバランスのとれた企画になることに留意し、企画上映数は４企画５番組を実施した。 会を与えるため 日本映画と外国映画Ａ
各館において魅力ある質の高い常設展・企 結果を踏まえつつ、各委員の また、その他に映画関連資料の展覧会として２回、地方巡回上映事業である「優秀映画鑑賞推進事業」と「国際映画祭への 劇映画と記録映画などバランスに配慮
画展や企画上映を実施する。 協議により 評定を決定する 出品事業」を行った。 しながら上映会を実施し、目標入館者、 。

(1)-2 常設展においては、国立美術館の各館 企画上映の観客数については当初の目的である数値を達成したものと考えるが、フィルムセンターの観客数に占める学生の 数以上の実績を上げるなど中期目標に
の特色を十分に発揮したものとするととも 比率は、近年、漸次低下の傾向にあり、フィルムセンターが新開館した平成７年度の１６％に比べ、平成１３年度の実績では 向かって着実に成果を上げている。
に、最新の研究結果を基に、美術に関する 全体の７％にまで下落した。こうした明らかな若者の映画離れを憂慮すべき課題ととらえ、今後、フィルムセンター催事情報 入館者に対するアンケート調査の結
理解の促進に寄与する展示を実施する。 が青少年層により多く頻繁に伝達されるような広報のあり方を模索していくことが必要である。 果では、概ね７割の肯定的な回答を得

(1)-3 企画展等においては、積年の研究成果 ており、展覧会に対する満足度は高か
の発表や時機に合わせた展示を企画し、学 った。
術水準の向上に寄与するとともに、国民の
ニーズに対応した展示を実施する。企画展
等の開催回数は概ね以下のとおりとする。
なお、実施にあたっては、国内外の美術
館及びその他の関連施設と連携を図るとと
もに、国際文化交流の推進に配慮する。 「中国映画史の流 法人による自己点検評価の １９２０年代の半ばに産業として成立した中国映画は、監督孫瑜（スン・ユィ）らをはじめとする数々の映画人の貢献によ 映画を近代芸術にまで押し上げるこ

れ－無声後期から 結果を踏まえつつ、各委員の って１９３０年代には上海を中心に花開き、第一期黄金時代と称されるに至った。聯華影片公司、明星影片公司といったプロ とに貢献した中国映画の第一期黄金期Ａ
トーキーへ」 協議により 評定を決定する ダクションの精力的な活動により、映画を近代芸術として成立させた「上海映画」は、フィルムセンターの外国映画コレクシ と呼ばれる１９３０年代から１９４０（東京国立近代美術館） 、 。

本 館 年３～５回程度 ョンの中でも近年重要な位置を占めるようになっている。この企画は、１９９２年にフィルムセンターで特集を組んだ巨匠孫 年代初めにかけての秀作を、日本に紹
工芸館 年２～３回程度 瑜の外 『桃花泣血記 （１９３１年）などのメロドラマに力量を見せた卜萬蒼（プー・ワンツァン）や怪奇映画の傑作『深夜 介した。、 』
フィルムセンター 年５～６番組程度 の歌声』を送り出した異才馬徐維邦（マーシュイ・ウェイパン）といった映画作家にも新たにスポットを当て 『新女性 （１、 』

９３５年）などの作品を残して夭折した伝説のスター女優阮玲玉（ロアン・リンユイ 『夜明け （１９３３年）や『スポー（京都国立近代美術館） ）、 』
』（ ） （ ）、「 」 （ ）年６～７回程度 ツの女王 １９３４年 で知られる女優黎莉莉 リー・リーリー 銀幕の皇帝 と呼ばれた二枚目の金焔 チン・イェン

など、キャストの面にも配慮しながら、無声時代後期から１９４０年代初頭に至る「黄金時代」を構成した多様な潮流を照ら（国立西洋美術館）
、 。年３回程度 し出す日本未公開作品を含む３１本の秀作を連続上映することにより これまでにない切り口による企画となったものである

（国立国際美術館）
年５～６回程度

入場者数 6,000 4,200人以上6, 4,200 入場者数：6,052人 Ａ
人以上 000人未満 未満
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(1)-4 展覧会を開催するにあたっては、開催 法人による自己点検評価の １９９６年から継続している長期企画「日本映画の発見」シリーズの企画は、日本社会において映画というメディアが置 日本映画史を系統的にたどる貴重な「日本映画の発見

目的、期待する成果、学術的意義を明確に 結果を踏まえつつ、各委員の かれた位置を明らかにするとともに 「大衆娯楽」から「主張する芸術」へと転換してゆく当時の作品傾向をも浮き彫りにす 企画であり、バラエティ豊かな娯楽映Ⅵ：1960年代 １（ ） 、 Ａ
し、専門家等からの意見を聞くとともに、 協議により 評定を決定する ることを企図したものである。今回の特集で第Ⅵ期「１９６０年代」へと歩を進めることになった。 画のジャンルを生み出した１９６０年（２ 」） 、 。
入館者に対するアンケート調査を実施、そ 日本が高度経済成長を遂げた１９６０年代は、映画産業にとっては劇的な凋落を体験する時代であり、映画館数は７０００ 代の日本の映画を国民に提供した。
のニーズや満足度を分析し、それらを展覧 館超から３０００館台へと落ち込み、年間延べ入場者数も１０億人超からその４分の１となる２億５０００万人台へと激減す
会に反映させることにより、常に魅力ある ることになった 「娯楽の王者」の地位を他に譲った映画は、しかし、なおも以前と大きくは変わらない製作本数を維持し、。
ものとなるよう努力する。 サラリーマン喜劇や特撮・怪獣映画、仁侠・ヤクザ映画といったシリーズ物の「プログラム・ピクチャー」を多数製作するこ

(1)-5 各館の連携による共同企画展、巡回展 とによって、世界映画史にも稀な娯楽映画ジャンルの系譜を生み出していった。また 『紀ノ川 （１９６６年、中村登監督）、 』
等の実施について検討し推進する。 や『飢餓海峡 （１９６４年、内田吐夢監督）のように、かつて黄金時代を築いた巨匠たちが円熟味を見せ、あるいは総決算』

(1)-6 収蔵品の効果的活用、地方における鑑 に踏み出す中で、スクリーンが若者の思想表明や芸術表現の場になったのもこの時期である。大島渚、今村昌平に代表される
賞機会の充実を図る観点から、全国の公私 野心的なフィルム・アーティストの登場、羽仁進、黒木和雄らドキュメンタリーの分野からの新風、そして若松孝二らの新た
立美術館等と連携協力して、地方巡回展を な視点によって、１９６０年代はまた一つの絢爛たる映画の時代となっている。そうした１０年間の秀作、話題作９６本を、
実施する。 １９６４年までと１９６５年以降の公開作品（４８本ずつ）という２期に分けて紹介した。第I期から第V期までと同様、きわ
なお、中期目標の期間中毎年度平均で平 めて長きにわたって上映されなかった作品を選定することにより、日本映画史を学ぶ学生・研究者らには欠かすことのできな

成１２年度の実績者数となるよう努める。 い貴重な上映の機会となったと思われる。
また、公立文化施設等と連携協力して、

収蔵映画による優秀映画鑑賞会を実施す
る。 入場者数 27,000 18,900人以上2 18,900 （１）入場者数：28,254人 Ａ

(3) 入館者数については、各館で行う展覧 人以上 7,000人未満 人未満 （２）入場者数：27,884人
、 、 、会ごとに その開催目的 想定する対象層

実施内容、学術的意義、良好な観覧環境、 「イタリア映画大 法人による自己点検評価の 無声時代から今日までアメリカ、フランスと並んでわが国にとって三大映画国ともいうべきイタリアは、多様なジャンルか 「日本におけるイタリア２００１」

広報活動、過去の入館者数の状況等を踏ま 回顧」 結果を踏まえつつ、各委員の らその豊かな映画史を構成してきた。スペクタクル史劇、艶笑喜劇、メロドラマ、歴史大作、政治映画からマカロニ・ウェス の事業として、日本未公開の３３作品Ａ
えて目標を設定し、その達成に努める。 協議により 評定を決定する タンにまで及ぶ拡がりを持ち、ソフィア・ローレンやマルチェロ・マストロヤンニに代表される国際スターを生み出しながら を含む５５作品により、イタリア映画、 。

時代ごとに華やかな魅力を振りまいてきた。同時に、敗戦後の荒廃したイタリア社会を見つめた「ネオレアリズモ」は、ロッ 史の全体像を鑑賞できる貴重な機会を
セリーニ、デ・シーカ、フェリーニ、ヴィスコンティといった個性的な映画作家を輩出し、戦後の世界映画史を牽引する原動 国民に提供した。
力にもなっている。この特集は、そうしたイタリア映画の連続上映企画として、わが国の歴史上、最長最大のもので、１９１
０年代から８０年代に至る日本未公開の３３作品を含む５５本の作品で構成し、イタリア映画史の全体像を体験できる空前絶
後の機会となった。本企画（共催：朝日新聞社、チネテーカ・ナチオナーレ）は、うち５３本がイタリアから提供を受けたも
のであり、中でも『カビリア （１９１４年）に代表される無声期の作品は、イタリア各地のフィルム・アーカイヴが近年復』
元を行った最良の画質を有するプリントの提供により上映し、日本の観客にあらためて映画復元の重要さを知らしめることに
なった。なお、企画の初期（１１月１７日）にはチネテーカ・ナチオナーレ副館長セルジョ・トフェッティ氏の、締めくくり
（２月２４日）には同館長アドリアーノ・アプラ氏の講演会を実施し、本企画のコンセプトを明らかにしていただいた。また
無声映画の上映にイタリアを代表する伴奏ピアニスト（アントニオ・コッポラ、ステファーノ・マッカーニョの両氏）の創造
的な演奏を付したことも、イタリア無声映画の豊穰さを際立たせ、高い評価を得た。

入場者数 32,000 22,400以上32, 22,400 入場者数：33,977人 Ａ
人以上 000人未満 人未満

「フィルムで見る 法人による自己点検評価の 当館本館のリニューアル記念展「未完の世紀－２０世紀美術がのこすもの」の関連企画として開催された本企画は、コレク 「未完の世紀－２０世紀美術がのこす

２０世紀の日本」 結果を踏まえつつ、各委員の ションの重要な部分をなす日本の記録映像に照準を当てながら、激しい変化を体験した日本の政治、社会、文化を１８の切り もの」の関連企画として、２０世紀のＡ
協議により 評定を決定する 口を軸に俯瞰する試みである。映画史の文脈をいったん離れ、映画キャメラが各時代に捉えてきた大小さまざまな出来事、人 日本の政治、社会、文化を知る上で貴、 。

物、風物などを主題別に並びかえて１８の番組に組み全体で９９本の短篇（文化・記録映画、ニュース映画）を上映した。 重な資料として価値を持つ記録映画を
プログラムの構成にあたっては、関東大震災（ 関東大震大火實況』など）や太平洋戦争での占領地（ 大東亜ニュース』 鑑賞する機会を国民に提供した。『 『

など）といった、いわば「大文字で書かれた歴史」の記憶をなすテーマばかりでなく、産業や運輸、さらには暮らしや衛生生
活、教育といった人々の日常的な営みに由来するテーマにも注意を払い、少数民族や女性の地位といった視点にも配慮した。
過去の動く映像に接することが観客にとって貴重な機会となった外、本企画は近代史研究者からも、文献資料では測り得な

い映像による具体的な事象に触れ得る貴重な機会として、高い評価を得ることができた。短期の企画ながらマスコミからの反
応も大きく、過去の映像を積極的に活用するテレビ・ドキュメンタリーが増えている昨今、記録映像の保存に関する意識を高
める役割も担ったと考えている。

入場者数 3,300 2,310人以上3, 2,310 入場者数：3,719人 Ａ
人以上 300人未満 人未満

「イタリア映画大 法人による自己点検評価の 上映企画「イタリア映画大回顧」の開催にあわせ、７階展示室で開催した所蔵品によるイタリア映画ポスター展では「イタ 「イタリア映画大回顧」の開催に合

回顧」ポスター展 結果を踏まえつつ、各委員の リア映画と日本」の関係をたどることを基本コンセプトに、ポスターの配列も映画の製作年順ではなく、日本での封切順を軸 せ、これまで日本において公開されたＡ
協議により 評定を決定する としたほか、選定にあたっては極力初公開時のポスターを選び、リバイバル公開時のポスターについてはその旨を明記するな イタリア映画のポスターを展示したも、 。

ど、我々日本人がいかにイタリア映画を受容し、またこれらの映画を通していかにイタリアのイメージを形成してきたのか、 のであり、映画を通じて日本とイタリ
その道のりを分かりやすく提示することに留意した。なお、本展では、イタリアという「映画大国」のフィルモグラフィーを アの文化交流の歴史を再認識させるも
所蔵ポスターで構成するという試みを行ったが、これはフィルムセンターにおけるこれまでの映画資料の収集・保存を展覧会 のであった。
という成果で示す機会ともなった。

入場者数 3,850 2,695人以上3, 2,695 入場者数：4,320人 Ａ
人以上 850人未満 人未満

「資料で見る日本 法人による自己点検評価の 御園京平（本名・月村吉治）氏が生涯をかけて収集した膨大な映画資料は、とくにポスター、スチル写真、プログラム（チ 御園京平氏が収集したポスター、ス

映画史：みそのコ 結果を踏まえつつ、各委員の ラシ、パンフレット）の三分野で他を圧倒する質と量を誇り 「みそのコレクション」の通称で広く知られている。 チル写真、プログラムにより、日本の、 Ａ
レクションより」 協議により 評定を決定する このうち、ポスター類は1995年の新館オープンを機にフィルムセンターに寄贈され、我が国の映画史をひもとく貴重な文化遺 映画史をたどる貴重な機会を国民に提、 。

産となっているもので、当展示室でも映画生誕百年を記念した「ポスターでみる日本映画史」以来、さまざまな展示で活用し 供した。
ている。本展は同氏の死後、遺族から当センターに寄贈されたスチール写真、プログラムのコレクションを加えた1,000点近
い「みそのコレクション」により、我が国の日本映画史をたどろうとするものである（平成１４年５月２６日まで開催 。）

入場者数 72 0人 504人以上720 5 0 4人 入場者数：1,307人 Ａ
以上 人未満 未満
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優秀映画鑑賞推進 法人による自己点検評価の 「優秀映画鑑賞推進事業」は、文化庁とフィルムセンターが日本映画製作者連盟、全国興行環境衛生同業組合連合会などの協 フィルムセンターが所蔵する優れた

事業 結果を踏まえつつ、各委員の 力のもと、全国各地の公立文化施設などと共同して、優れた日本映画の良質な３５ｍｍプリントを提供する巡回上映事業のプ 映画を広く国民に公開する機会を提供Ａ
協議により 評定を決定する ログラムである。今年度の上映作品は４作品を１プログラムとし、２０プログラムでの実施となっており、実績は次のとおり し、平成１２年度の実績を超える１５、 。

である。 ４会場で実施するなど、映画の振興に
資する事業であった。

・実施期間：平成１３年７月４日（水）から平成１４年２月２４日(日)まで
・実施会場数:１５４会場／都道府県数：４４都道府県／入場者数計：７２，９４３人

実施会場数 13 0会 91会場以上130 91会場 実施会場数：154会場 Ａ
場以上 会場未満 未満

入場者数 66,637 46,646人以上 46,646 入場者数計：72,943人 Ａ
人以上 66,637人未満 人未満

映画文化に関する 法人による自己点検評価の 本事業は、広く世界の人々に日本映画を紹介し、映画芸術の向上と発展に資するために、海外で開催される国際映画祭のコ 優れた日本映画を海外の国際映画祭

国際交流事業の実 結果を踏まえつつ、各委員の ンペティション部門に選定された日本映画を出品する事業である。作品には外国語字幕を付され、最初に招待されたコンペテ に出品するため、１０作品について外Ａ
施（国際映画祭出 協議により 評定を決定する ィション部門において上映される。作品は、その後２年間、各地で開かれる国際映画祭にも出品されることとなっている。 国語字幕を付すなどの協力を実施し、、 。
品協力事業） 今年度は、あわせて１０作品を出品した 「いちばん美しい夏」は、上記映画祭のアジア映画を対象とするＮＥＴＰＡＣ賞 日本文化や日本映画の国際的理解を広。

において優秀作（スペシャルメンション）と認められた他、ハワイ国際映画祭最優秀作品賞、マンハイム－ハイデルベルグ国 めた。
際映画祭国際批評家（FIPRESCI）審査特別賞を受賞した。また 「害虫」は、上記映画祭に出品された後、ナント三大陸国際、
映画祭（フランス）審査員特別賞を受賞した 「かあちゃん」の市川崑監督は、上記映画祭においてライフ・アチーブメント。
・アワード（功労賞）を受賞した。
以下は、平成１３年度実績である。

・ いちばん美しい夏」ジョン・ウイリアムズ 監督「
（第36回カルロヴィ・ヴァリ国際映画祭／2001. 7. 5～2001. 7.14）

・ かあちゃん」市川 崑 監督「
（モントリオール国際映画祭／2001. 8.23～2001. 9. 3）

・ 害虫」塩田明彦 監督「
（ベネチア映画祭／2001. 8.29～2001. 9. 8）
・ あしたはきっと・・」三原光尋 監督「
（カルーセル国際映画祭／2001. 9.16～2001. 9.23）
・ 溺れる人」一尾直樹 監督「
（バンクーバー国際映画祭／2001. 9.27～2001.10.12）
・ 新雪国」後藤幸一 監督「
（ハワイ国際映画祭／2001.11. 2～2001.11.11）
・ ホーム・スイートホーム」栗山富夫 監督「
（第20回ファジール映画祭／2002. 2. 1～2002. 2.11）
・ 神の子たち」四ノ宮浩 監督「
（サンタバーバラ国際映画祭／2002. 2.27～2002. 3. 3）
・ 百合祭」浜野佐知 監督「
（第9回トリノ女性国際映画祭／2002. 3. 4～2002. 3.10）
・ 満山紅柿」小川伸介・彭 小連 監督「
（第24回CINEMＡ DU REEL映画祭／2002. 3. 8～2002. 3.17）

出品箇所数 ６箇所 ４箇所以上６ ４箇所 出品数：１０箇所 Ａ
以上 箇所未満 未満

(2) 収蔵品については、その保存状況を勘 貸与の状況 法人による自己点検評価の （映画フィルム等の貸出） 映画フィルムの効果的活用を図るた

案しつつ、国内外の美術館・博物館その他 結果を踏まえつつ、各委員の め、映画フィルム８４点を貸与するなＡ
これに類する施設に対し、貸与等を積極的 協議により 評定を決定する ① 映画フィルムの貸出ついては、昨年ロシアから収集した日本映画を「第３回京都映画祭」及び「山形国際ドキュメンタリ ど中期目標に向かって着実に成果を上、 。
に推進する。 ー映画祭２００１ （亀井文夫監督特集）に貸出した。また 「第１６回国民文化祭ぐんま２００１」に対して、当地を舞 げている。」 、

台にした伊藤大輔監督作品「忠次旅日記」を提供し好評を得た。この映画は、わが国を代表する幻の名画といわれていたも また、映画フィルムの貸与について
ので、１０年前に発見され、フィルムセンターによって復元されたものである。海外への貸出としては、イタリアで１０月 は、著作権処理に努め、広く国民に公
に開かれた世界で唯一最大の無声映画祭である「ポルデノーネ無声映画祭」に３２本に及ぶ日本映画を出品し、国際的に大 開できるよう努力することが望まし
きな反響を得た。 い。

② フィルムの複製利用については、主に著作権者である製作会社の依頼による良好プリントの作製に協力した。特筆すべき
は 東京芸術大学で開催された デザインの風 展の映像部門の展示に必要とされた 日本の古典アニメーションである 蛸、 「 」 、 「
の骨」他３作品の部分映像が複製利用により使用され好評を博した。またＮＨＫのスペシャル番組「特攻」に所蔵作品の一
部が使用された。

③ 映画関係資料の貸出では、東京都現代美術館で開催された「水辺のモダン－江東・墨田の美術」展の日活向島撮影所コー
ナーに当時の映画ポスターや写真、撮影機などを提供した。また、ＴＢＳ創立５０周年記念番組「明るいほうへ 明るいほ
うへ 童謡詩人 金子みすゞ」の小道具作成のために、戦前映画ポスターの図版を、中学校社会科資料集「歴史の資料 （正」
進社 「岡田桑三と映像の世紀 （平凡社）作成のために参考図版の提供を行い、映画以外の資料作成に役立てることがで）、 」
きた。
上記のいずれの場合も、著作権者の権利保護の観点から著作権者の許諾を受けて行っているが、著作権者の不明等によりそ
の許諾に時間を要するため、貸出等の業務の円滑な遂行に支障をきたす場合がしばしばあり、フィルムセンターの今後の業
務を進める上で大きな課題なっている。
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収集・保管、公衆への観覧、教育普３ 調査研究

(1)-1 調査研究が 収集・保管・修理・展示 調査研究の実施状況 法人による自己点検評価の （１）調査研究の実施及び成果の発表 及の事業など美術館活動の推進を図る、 、 Ａ
教育普及その他の美術館活動の推進に寄与 結果を踏まえつつ、各委員の ①中国映画史に関する調査研究 ため、中国映画史に関する調査研究、
するものであることを踏まえ、国内外の美 協議により 評定を決定する 研究者 大場正敏 記録映画に関する調査研究及び映画保、 。
術館・博物館その他これに類する施設及び ・ 中国映画史の流れ」開催にあたって『NFCニューズレター』第36号（2001年4-5月号） 存に関する調査研究等を実施するなど「
研究機関とも連携等を図りつつ、次に掲げ ②記録映画に関する調査研究 中期目標に向かって着実に成果を上げ
る調査研究を積極的に実施する。 研究者 入江良郎、岡田秀則 ている。
① 収蔵品に関する調査研究 ・三人の女性監督、それぞれの記録映画史（聞き手、構成 『NFCニューズレター』第36号（2001年4-5月号） 調査研究については、外部資金の獲）
② 美術作品に関する調査研究 研究者 岡田秀則 得に努め、幅広く外部研究者との交流
③ 収集・保管・展示に関する調査研究 ・いまだ見ぬ「20世紀」への長くて短い旅『NFCニューズレター』第41号（2002年2-3月号） を促進するなど積極的に取り組むこと
④ 美術史、美術動向、作者に関する調査 ③映画保存等に関する調査研究 が望ましい。

、 、研究 研究者 岡島尚志 研究成果の公開については 今後も
⑤ 世界の映画作品や映画史に関する調査 ・映画保存の二つの課題：ビネガー・シンドロームとデジタル復元について『NFCニューズレター』第37号（2001年6-7 幅広く積極的に発表することが望まし
研究等 月号） い。

(1)-2 国内外の美術館・博物館その他これに ・FIＡFラバト会議報告 フィルム・アーカイヴと“植民地映画”の関係を中心に『NFCニューズレター』第38号（2001
類する施設の職員を、客員研究員等の制度 年8-9月号）
を活用し招聘し、研究交流を積極的に推進 研究者 入江良郎
する。 ・ドイツの映画保存① ドイツ映画博物館／ドイツ映画研究所（DIF 『NFCニューズレター』第40号（2001年12月-2002）

(2) 調査研究の成果については、展覧会、美 年1月号）
術作品の収集等の美術館業務に確実に反映 ・ドイツの映画保存② デュッセルドルフ映画博物館『NFCニューズレター』第41号（2002年2-3月号）
させるとともに、研究紀要、学術雑誌、学 研究者 岡田秀則
会及びインターネットを活用して広く情報 ・ベルギー王立シネマテークの現在『NFCニューズレター』第37号（2001年6-7月号）
を発信し、美術館に関連する研究の振興に ・砂丘と木立：オランダの映画保存の現在『NFCニューズレター』第38号（2001年8-9月号）
供する。 研究者 常石史子
また、各種セミナー・シンポジウムを開 ・第20回ポルデノーネ無声映画祭報告『NFCニューズレター』第40号（2001年12-2002年1月号）

催する。 ④１９６０年代日本映画に関する調査研究
研究者 佐伯知紀
・日本映画史のなかの1965年： その他」の登場と撮影所映画への一視点『NFCニューズレター』第39号（2001年10-11「
月号）

研究者 岡田秀則
・日本映画の「不況スパイラル ：数字で見る1960年代日本映画『NFCニューズレター』第39号（2001年10-11月号）」

⑤イタリア映画に関する調査研究

研究者 岡島尚志
・ イタリア映画大回顧」の意味するもの：フィルム・アーカイヴの保存と上映という視点から『 イタリア映画大回顧」「 「
カタログ』

・吉村信次郎氏に聞く：戦後イタリア映画はいかにして輸入されたか『 イタリア映画大回顧」カタログ』「
研究者 岡田秀則
・吉村信次郎氏に聞く 戦後イタリア映画はいかにして輸入されたか『 イタリア映画大回顧」カタログ』「
研究者 入江良郎
・ポスターでたどるイタリア映画と日本『NFCニューズレター』第40号（2001年12-2002年1月号）

⑥映画技術に関する調査研究
研究者 常石史子
・シネマスコープの時代（上 ：草創期『NFCニューズレター』第38号（2001年8-9月号））
・シネマスコープの時代（下 ：作り手の眼 キャメラマン高村倉太郎氏インタビュー『NFCニューズレター』第39号（20）
01年10-11月号）

⑦海外の日本映画の所在調査（文部科学省科学研究費補助金）
研究代表者 大場正敏
・海外に残存する戦前の日本映画に関する調査研究報告書

上記のフィルムセンター各研究員の調査研究の成果は、隔月で発行している「ＮＦＣニューズレター」に掲載した。ＮＦ
Ｃニューズレターは、大学等の研究機関、図書館等の団体と映画研究者や評論家等の約７００件に配布し、研究者等の参考
に資している。

（２）客員研究員の招聘による調査研究活動
３名を招聘し、次の活動を行った。
①所蔵映画フィルムの総合的なデータ分析とカタログ及び目録作成
客員研究員氏名：栩木 章（現職：明治学院大学文学部芸術学科非常勤講師）
研究内容：所蔵日本ニュース映画の目録作成のために、各プリント内容の調査研究、データの集積及び必要に応じて不足

分データの補充と、データベースとして全体の統一を図るための調査研究。
②所蔵映画関連資料に関するデータ構築と総合的な研究調査及び書誌作成
客員研究員氏名：安澤秀太（現職：フリー編集者、翻訳者）
研究内容：平成１０年度にNHK放送文化研究所より寄贈された「反町茂雄コレクション （映画監督・衣笠貞之助の生涯」

資料ならびに映画会社・大映の内部資料）の整理・特定・分類調査、ならびに登録・データベースの構築（継
続 。）

③所蔵映画フィルムの科学的側面からの保存・復元研究
客員研究員氏名：栩木 章
研究内容：内外の各種専門機関・現像所等の研究成果に基づき、所蔵映画フィルムに適応した保存・復元についての調査

研究（継続 。）
④映画保存に関する国内外文献の比較調査研究
客員研究員氏名：堀かおり（現職：学習院大学非常勤講師）
研究内容：国際フィルム・アーカイヴ連盟（FIＡF）の最新改訂規則及び内規を翻訳し、以前の規則等との比較研究。

平成１２年度開催の国際映画シンポジウム「フィルム・アーカイヴの仕事を再定義するシンポジウム」に関す
る内容についての比較調査（継続 。）
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⑤外国映画に関する事業・企画の共同研究

客員研究員氏名：堀かおり

研究内容：共催上映「イタリア映画大回顧」の実施に伴う、チネテーカ・ナチオナーレ等イタリア側との事業にかかわる
調査、及びFIＡF加盟の同種機関との映画史的、アーカイヴ的な事例に関する調査等。

（３）その他、特別映写等による外部への研究協力
大学等の映画に関する研究・教育等及び映画製作等の製作のための調査への協力の一つとして特別映写の機会を提供し

ている。また、この制度を活用して、撮影監督協会、シナリオ作家協会、ＮＰＯ法人日本映画映像文化振興センターの研
修等に協力した。

客員研究員 ３人以 ２人 １人 客員研究員招聘人数：３人 Ａ
招聘人数 上

日本で刊行された映画文献の７割を４ 教育普及

(1)-1 美術史その他の関連諸学に関する基礎 資料の収集及び公開 法人による自己点検評価の フィルムセンター図書室は、フィルムセンターのみが有する映画関係図書を含め、日本で刊行された映画文献の７割を所蔵 所蔵し、その内の１９，４５８冊を図Ａ
資料及び国内外の美術館・博物館に関する （閲覧）の状況 結果を踏まえつつ、各委員の し、和書・洋書約２０，０００冊について閉架式閲覧サービスを行った外、コピーサービスを実施し、今年度は、３，５３５ 書閲覧室において一般に公開するなど
情報及び資料について広く収集し、蓄積を 協議により 評定を決定する 人が来室し、研究者をはじめ広く活用された。また、新刊図書の収集、整理、公開に加え、特に当時刊行に至らなかった「映 中期目標に向かって着実に成果を上げ、 。
図るとともに、レファレンス機能の充実を 画年鑑 （昭和１８～２０年版）生原稿のマイクロ化を行うなど、未公開資料の整理や利用媒体の作成を行うとともに新刊図 ている.」
図る。 書等の収集と開架で閲覧できるスペースの整備を行い、閲覧図書の充実と閲覧環境のより一層の充実に努めた。

(1)-3 国内外の美術館等との連携を強化する
とともに、資料室等の整備・充実を図る。 閲覧に供している図書数

・和書 １６，０６４冊
・洋書 ３，３９４冊

(2) 新学習指導要領、完全学校週５日制の実 児童生徒を対象とした 法人による自己点検評価の フィルムセンター相模原分館において地元小・中学校の児童生徒等を対象に上映会を実施した。 教育普及の取組みの充実や学校教育

施等を踏まえ、学校、社会教育関係団体と 講座等の実施状況 結果を踏まえつつ、各委員の これまでは、映画上映の実施のみであったが、今後は、上映前にレクチャーすることを検討していく。 における美術館の活用の推進を図るたＢ
連携協力しながら、児童生徒を対象とした 協議により 評定を決定する め、相模原分館において地元の小中学、 。
美術品解説資料等の刊行物の作成、講座、 校の児童生徒を対象とした上映会を実
ワークショップ等を実施することにより、 施するなど中期目標に向かって概ね成
美術作品等への理解の促進、学習意欲の向 果を上げている。
上等を促し、心の教育に寄与するような教 児童生徒を ５回以 ３回以上５回 ３回未 上映会：５回 Ａ 今後、映画鑑賞と合せて、映画に対
育普及事業を推進する。 対象とした 上 未満 満 する理解をより深めるための取組みに
また、児童生徒を対象とした事業につい 事業の開催 ついても検討することが望ましい。

て、中期目標の期間中毎年度平均で平成１ 件数
２年度の実績以上の参加者数の確保に努め
る。 児童生徒を 52 5人 367人以上525 3 6 7人 上映会への参加者数：計518人 Ｂ

対象とした 以上 人未満 未満
事業の参加
者数

(3) 美術作品に関し、その理解を深めるよう 講演会等の実施状況 法人による自己点検評価の （講演会） 映画等の理解促進を図るため、限ら

な講演会、講座、スライドトーク及びギャ 結果を踏まえつつ、各委員の 海外及び国内から専門家を招いて行う国際映画シンポジウムは、平成元年度から実施されているが、これまで世界の映画を れた人員と予算で「イタリア映画大回Ａ
ラリートーク等を実施する等、生涯学習の 協議により 評定を決定する めぐる様々な課題を取り上げることで、映画史研究に新しい視点を提供し、また日本のフィルム・アーカイヴ活動に大きな影 顧」に関する講演会や映画製作専門家、 。
推進に寄与する事業を行う。 響を及ぼしてきた。平成１３年度は 「イタリア映画大回顧」の企画上映にあわせて開催した。今回は、その共催機関である 養成講座を開催するなど中期目標に向、
それらの事業について、中期目標の期間 イタリアのチネテーカ・ナチオナーレから副館長のセルジョ・トフェッティ氏と館長のアドリアーノ・アプラ氏を招聘し、イ かって着実に成果を上げている。

中毎年度平均で平成１２年度の実績以上の タリア映画史を鳥瞰する２回の講演会を実施した。多数の日本未公開作品に触れ、伝統的な芸術分野や２０世紀イタリア社会 特に映画製作専門家養成講座は、撮
参加者数の確保に努める。 との関係にも言及したこれら２回の講演は、従来日本で考えられてきたイタリア映画のイメージを大胆に刷新するものであっ 影現場のセット作りなど日本映画の優
また、その参加者に対しアンケートを行 た。すでに日本でもなじみ深い戦後のネオレアリズモ映画についても、美学的な側面のみならずそれを生み出した映画史的、 れた技と匠を継承し、次世代の映画製

い、回答数の８０％以上から、その事業が 社会史的な背景が述べられ、その理解を一層促した。また日本ではなかなか全体像を捉えにくい１９１０年代の無声映画の隆 作現場を担うことのできる人材の育成
有意義であったと回答されるよう内容につ 盛ぶり、そして戦後の商業映画の豊かな系譜や「イタリア式喜劇」と呼ばれた独特のジャンル、さらにイタリア映画における に貢献した。
いて検討し、さらに充実を図る。 地方性の問題などについても、それぞれ鋭角的な分析がなされ有益であった。並行開催の上映企画と密接に連動した内容は来

場者に刺激を与えたばかりでなく、イタリア芸術の大きな柱である映画の研究に新たな橋渡しの役目を果たした。
また本事業は、映画保存の動向、映画史的な研究など、年によってテーマが異なるものの、様々な画像を使った講演の希望

が出ており、これらに対応していくための投影機材を充実することが必要と考えている。また映画保存に関するシンポジウム
には、文化財関係者、映像や写真に関する各学会員、デジタル技術者など、映画関係者にとどまらぬ多方面の関係者が参加す

ている。ることが重要だと考え
（映画製作専門家養成講座）
平成１３年度で第５回を数える映画製作専門家養成講座は、平成９年度の第１回より日本映画の黄金時代を築き上げた数々

の映画人を講師に迎え、映画をめぐる技と匠を次世代の映画人に継承すべく実施されてきた。第３回までは映画作りの部門別
に講座を開催してきたが、第４回からは映画芸術に多大な功績を残した人物の業績をたどりつつ、受講生が映画製作を学べる
場を提供している。平成１３年度は、松竹大船撮影所のキャメラマンとして長年にわたって活躍してきた川又昂氏を総合プロ
デューサーとして迎え、そのキャリアの中でともに映画を作り 「日本映画の黄金時代」を象徴する小津監督、１９６０年代、
以降それぞれ「主張する芸術」と「商業映画の主軸」という両輪を担った大島監督と野村監督、さらに個人プロダクションで
野心的な映画作りに挑む今村監督という４巨匠の映画作法を、川又氏の技術的な貢献を通じてたどった。戦後の日本映画史を
技術面から縦断する絶好の機会になったと考えている。ゲスト講師は、撮影現場のセット作りにおける技術的なトラブルシュ
ーティングからスタッフ間の人間関係の保ち方に至るバラエティ豊かなテーマで講義を行ったが、これから映画界を目指す受
講者に少なからぬインパクトを与えるとともに、現代の映像作りが伝統的な映画製作とどのように接し、どのように未来の映
画製作に活かせるかが浮き彫りになったと考えている。
今後の課題としては、低予算化・脱スタジオ化が進む現代の映画製作に対して、それとは反対に「黄金時代」と呼ばれた時

代の大予算、撮影所内における人材育成のシステムなどのの流儀を、当該養成講座のカリキュラムへの反映とあわせて、具体
的にどのように取り入れるかを検討する必要がある。またそれと関連して、現在、映画製作の教育に携わっている団体など、
外部機関との緊密な連携も視野に入れる必要があると考える。
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講演会の １回以 － 0回 ２回 Ａ
回数 上

講演会等の 35 1人 246人以上351 2 4 6人 ２４６人（１回目：116人，２回目：130人） Ｂ
参加者数 以上 人未満 未満

映画製作専 １回 － 0回 １回 Ａ
門養成講座 以上
の回数

講演会等の 72人 58人以上 58人 １１８人 Ａ
参加者数 以上 72人未満 未満

講演会等に 80 %以 56％以上 56％未 講演会でのアンケート調査未実施 Ｂ
対するアン 上 80％未満 満 映画製作専門家養成講座：記述式のため様々な意見の記入があったが、講座の実施に自体についての肯定的意見が７５％を占
ケート結果 め、今後の取り上げるテーマや受講資格について要望もあり、実施方法については今後検討する必要があると考える （62人。

回収）

(4)-1 美術館・博物館関係者等を対象とした 研修等の取組み状況 法人による自己点検評価の 平成１３年度は、美術館本館の増改築工事期間中のため本部及び本館機能がフィルムセンター（京橋）に仮事務所を設置し 美術館関係者等の人材育成及び人的

研修プログラムについて検討、実施する。 結果を踏まえつつ、各委員の ていたため、博物館学実習生の受け入れは行われなかった。 ネットワークの形成を図るため 「映Ｂ 、
(4)-2 全国の公私立美術館等の学芸担当職員 協議により 評定を決定する 全国の公共施設や映画祭等で映画上映を行っている担当者で構成される「映画上映ネットワーク会議」のための見学研修会 画上映ネットワーク会義」に協力し、、 。
（キューレーター）の資質を向上し、専門 を受け入れ実施した。 フィルムセンターで研修する機会を提
性を高めるための研修を実施し、人材養成 供するなど中期目標に向かって概ね成
を推進する。 果を上げている。

(4)-3 公私立美術館・博物館等の展覧会の企 今後も、受入可能な人数の範囲内で
画に対する援助・助言を推進する。 積極的に取組む必要がある。

(4)-4 公私立美術館・博物館等が実施する研
修会への協力・支援を行うとともに、情報
交換、人的ネットワークの形成に努める。

(5)-1 収集、保管、修理、展示、教育普及、 広報活動の状況 法人による自己点検評価の （出版事業等） 映画に関わる文化について国民の理

調査研究その他の事業について、要覧、年 結果を踏まえつつ、各委員の ①展覧会、企画上映に伴う図録の発行 解促進を図るため、上映カタログ、ＮＡ
報、展覧会図録、研究論文、調査報告書等 協議により 評定を決定する ［上映関係］ ＦＣニューズレター、ＮＦＣカレンダ、 。
の刊行物、ホームページ、またはマスメデ ア 「イタリア映画大回顧」上映カタログ ー等を発行するなど中期目標に向かっ．
ィアを利用して広く国民に積極的に広報活 23.0×19.2cm/216P て着実に成果を上げている。
動を展開するとともに、国立美術館への理 本文： イタリア映画大回顧」の意味するもの（岡島尚志 ，他 より一層、国民に美術館活動が理解「 ）
解の促進を図る。 上映作品解説 されるよう内容を工夫し、今後も積極
また、その内容について充実を図るよう イタリア映画日本公開年表 的に実施することが望ましい。
努力するとともに、４館共同による広報体 イタリア映画関係日本語文献目録 また、インターネットを積極的に活
制の在り方について検討を行う。 上映プログラム 用した広報について検討することが望

編集：東京国立近代美術館フィルムセンター，朝日新聞社 ましい。
発行：朝日新聞社

イ 「平成１３年度優秀映画鑑賞推進事業」鑑賞の手引．
Ａ４判／６Ｐ
作品解説、会場一覧、プログラム作品リスト

編集・発行：東京国立近代美術館フィルムセンター

［展示関係］
ア 「 イタリア映画大回顧』ポスター展－フィルムセンター・コレクションより－」．『
出品リスト
29.7×21.0cm/4P

イ 「資料でみる日本映画史－みそのコレクションより－」出品リスト．
22.4×10cm/10P

②「ＮＦＣニューズレター」 ６回発行済 （年度計画 ６回発行）
第３６号 ４－５月号 「特集：中国映画への新しい視点」他
第３７号 ６－７月号 「特集：’６０年代の日本映画（１ 」他）
第３８号 ８－９月号 「特集：’６０年代の日本映画（２ 」他）
第３９号 １０－１１月号 「特集：’６０年代の日本映画（３ 」他）
第４０号 １２－１月号 「特集：イタリア映画史探索（１ 」他）
第４１号 ２－３月号 「特集：イタリア映画史探索（２ 」他）

③「ＮＦＣカレンダー」 ５企画すべてで発行 （年度計画 企画毎発行）
企画上映「中国映画史の流れ：無声後期からトーキーへ」
企画上映「日本映画の発見Ⅵ：１９６０年代（１ 」）
企画上映「日本映画の発見Ⅵ：１９６０年代（２ 」）
共催上映「イタリア映画大回顧」
企画上映「フィルムで見る２０世紀の日本」

①「ニュー ６回以 ４回以上６回 ４回未 発行数：６回 Ａ
ズレター」 上 未満 満
発行回数
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(1)-2 収蔵品等の美術作品その他関連する資 収蔵品の情報デジタル 法人による自己点検評の結 ホームページの活用 映画に関わる文化について国民の理

料の情報について、長く後世に記録を残す 化及びその活用状況 果を踏まえつつ、各委員の協 ホームページではフィルムセンターの概要、企画上映を含む活動一般などの情報の公開に努めるほか、職員募集などの事務 解促進を図るため、概要、企画上映等Ａ
ために、デジタル化を推進する。 議により、評定を決定する。 的な活動にも積極的に活用して広く公衆への普及及び広報を行った。 の活動、職員募集などホームページを

(5)-2 国内外に広く情報を提供することがで また、ホームページを新しいレイアウトにするための検討を行い，できるものから順次更新作業を行った。 利用して積極的に公開するなど中期目
きるホームページについては、教育普及な 標に向かって着実に成果を上げてい
ど多様な活用ができるようコンテンツを工 る。
夫し、中期目標の期間中毎年度平均で平成 映画のデジタル化に伴う著作権につ
１２年度のアクセス件数以上となるよう努 いて慎重に取り組むことが望ましい。
力する。 また、映像のデータベース化について

(5)-3 デジタル化した収蔵品等の情報につい は、理工系研究者等との協同研究を行
て、美術情報システム等により広く積極的 うなど積極的に取組むことが望まし
に公開するとともに、その利用方法につい い。
て検討する。 ホームペー 129,6 90,730件以上 ホームページについては、さらに内
また、デジタル情報の有料提供について ジのアクセ 14件以 129,614件未満 90,730 ホームページアクセス件数 １８９，９２４件 （本館・工芸館を含む ） Ａ 容、デザイン、外国語版など充実させ。

の方策を検討する。 件数 上 件未満 ることが望ましい。

(6)-1 ボランティア等や支援団体を育成し、 ボランティアの活用 法人による自己点検評価の 上映活動や映画の歴史等の解説について、どのような形でボランティア等と連携協力ができるかを検討中である。 ボランティアの受入れについては、

ボランティア等と連携協力して展覧会での 状況 結果を踏まえつつ、各委員の その方針をよく検討したうえで実施すＢ
解説など国立美術館が提供するサービスの 協議により 評定を決定する る必要がある。、 。
充実を図る。

(6)-2 企業との連携等、国立美術館の業務が 渉外活動の状況 法人による自己点検評価の 実績なし 平成１３年度は、実績がないため評

より充実するよう今後の渉外活動の方針に 結果を踏まえつつ、各委員の 企業との連携等については、平成１４年度に開室予定である展示室に対する協力等を検討中である。 定しない。なお、フィルムセンター－
ついて検討を行う。 協議により 評定を決定する の業務の充実を図るため渉外活動に、 。

。ついて積極的に検討する必要がある

５ 新たな美術館施設の円滑な運営について

(1) 東京国立近代美術館本館については、平 開館への準備状況 法人による自己点検評価の 東京国立近代美術館及び国立国際美術館で実施。 （東京国立近代美術館本館及び国立国－
成１４年の開館に向けて、体制整備、展示 結果を踏まえつつ、各委員の 際美術館で評定 ）。

、 。等の実施準備を進め、開館後は円滑な事業 協議により 評定を決定する
実施に努める。特に、展示面積の増加を機
に展示内容の一層の充実を図る。

(2) 国立国際美術館新館については、平成１
６年の移転に向けて、体制整備、展示等の
実施準備を進め、開館後は円滑な事業実施
に努める。具体的な管理運営のあり方等に
ついては開館までに検討を進める。

６ 新国立美術展示施設（ナショナル・ギャ

法人による自己点検評価の 平成１４年度から実施。 （平成１４年度から評定する ）ラリー （仮称）の開設に向けた準備につい） － 。
結果を踏まえつつ、各委員のて

、 。文化庁が平成１８年を目途に開設を予定し 協議により 評定を決定する
ている新国立美術展示施設（ナショナル・ギ
ャラリー （仮称）について、文化庁と連携）

、 、・協力し その円滑な開設に向けた体制整備
展示事業等の準備を推進する。

７ 入館者に対するサービスの向上を図その他の入館者サービス

(1)-1 高齢者、身体障害者等の利用にも配慮 その他の入館者サービ 法人による自己点検評価の 大ホールの客席への入場開始は、開映時間の４５分前としているが、人気の高い作品の場合は早くからエントランスホール るため高齢者、身体障害者のためのトＡ
、 、した快適な観覧環 境を提供するため、各 ス 結果を踏まえつつ、各委員の に並ぶ場合がある。このため、２階エレベータホール前に１８席の椅子及び上映会場入口へ通じる階段の踊り場に椅子を設置 イレやエレベータ等の設置 日曜開館

館の方針に従って展示方法、表示、動線、 協議により 評定を決定する し、入場者のサービスに努めた。 上映時間の変更を実施するなど中期目、 。
施設設備の工夫、整備に努める。 車椅子で利用できるエレベーターの設置等により高齢者・身体障害者等に対するバリアフリーに配慮し、次のような施設設 標に向かって着実に成果を上げてい

(1)-2 入館者サービスの充実を図るため、観 備の充実がなされている。 る。
覧環境の整備プログラム等を策定し、計画 ①外部との出入り口を自動ドア化。 今後も、アンケート結果の分析やモ
的な整備を行う。 ②車椅子対応エレベーターの設置。 ニター制度を検討するなど的確に入館

(1)-3 一般入館者を対象とする満足度調査及 ③車椅子で利用できる多目的トイレの設置。④手すり付き小便器を設置。 者のニーズを把握し、きめ細かなサー
び専門家からの批評聴取等を定期的に実施 レストランを１階部分に設置し、火曜日から金曜日は午前１０時３０分から午後８時３０分、土曜日及び日曜日は午前１ ビスを提供することが望ましい。
し、調査結果を展示等に反映させるととも ０時３０分から午後６時まで営業し、入館者へのサービスを行っている。
に、必要なサービスの向上に努める。 ミュージアムショップについては、施設規模の面から設置されていないが、会場入口の受付において、出版物等の販売を行

(1)-4 展示解説の内容を充実させるととも っている。
に、見やすさにも配慮する。また、音声ガ また、平成１３年度から日曜日も開館したが、平日の２回目の上映開始時間に関して、仕事を持っている人を中心に、も
イド等を活用した情報提供を積極的に推進 う少し来館しやすい時間帯での開始を望む声が多数あったため、試行的に平成１４年度から平日２回目の上映開始時間を３
し 入館者に対するサービスの向上を図る ０分繰り下げて実施することとした。、 。

(2)入館者のニーズを把握、分析し、夜間開 また、これまで当センター７階展示室を利用して行われていた写真・デザイン部門による展覧会事業は、東京国立近代美
館の実施等開館時間の弾力化や小中学生の 館本館の開館により新美術館での実施とし、平成１４年度から映画部門の専有化を図った。このことは、これまでの上映・
入場料の低廉化など、入館者へのサービス 書閲覧事業に新たな公開事業が加わることで、当センターの映画に関する博物館としての位置付けを明確にする一つの核と
を心がけた柔軟な美術館展示活動等を行 なり、一般の人に映画文化に関する理解と興味を広げる一助にしたいと考えている。
い、気軽に利用でき、親しまれる美術館と
なるよう努力する。

(3)ミュージアムショップやレストラン等の 映画部門の展示による公開事業を実施するために、映画関連資料の展示に関する整備構想委員会を設置し、当センターが
施設を充実させるなど、入館者にとって快 所蔵する映画関連資料の公開を含め７階展示室の活用方法の検討を開始した。
適な空間となるよう館内環境を工夫する。
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◎項目別評価（京都国立近代美術館）

Ⅰ 業務運営の効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置

評定基準 評 定
中 期 計 画 指標又は 指標又は評価項目に係る実績

段階的 定性的評定評価項目 Ａ Ｂ Ｃ
評定

１ 職員の意識改革を図るとともに、収蔵品 効率化の状況 法人による自己点検評価の結 独立行政法人国立美術館は、法令及び業務方法書の定めるところに従い、適正かつ確実な運営を行い、貴重な国民的財産 業務運営の効率化を図るため給与計算

、 、の安全性の確保及び入館者へのサービスの 果を踏まえつつ、各委員の協議 である国内外の美術品を良好な状態で後世に伝えるとともに、広く国民に紹介し、文化の向上・発展に努めるとともに、国 事務 共済組合事務などの事務の一元化Ｂ
向上を考慮しつつ、運営費交付金を充当し により、評定を決定する。 際文化交流を推進すること及び国内外の美術館活動の充実へ寄与することをその基本方針としている。この基本方針の基に 水道量の節約、ゴミの分別等によるリサ
て行う事業については、国において実施さ 京都国立近代美術館が果たすべき役割を十分認識し、収集・保管・展示・調査研究及び教育普及などの事業運営に当たるも イクル、ＯＡ化によるペーパーレス化及
れている行政コストの効率化を踏まえ、業 のとした。また、独立行政法人化を踏まえ、収蔵品の安全性の確保及び入館者へのサービスの向上を考慮しながらも通常業 び清掃業務の一般競争入札等を等を実施
務の効率化を進め、中期目標の期間中、毎 務経費の１％効率化を目標に以下のとおり事業運営の効率化に取り組んだ。 し、法人全体の運営費交付金の１．３７
事業年度につき新規に追加される業務、拡 ％の効率化に積極的に貢献するなど、中
充業務分等を除き１％の業務の効率化を図 (1)共通的な事務の一元化による業務の効率化 期目標に向かって概ね成果を上げてい
る。 ①人事，給与及び共済事務の各館から本部への事務一元化を実施するため，専用ソフトを法人本部へ導入し，事務の効 る。
具体的には、下記の措置を講ずる。 率化を推進した。 しかし、まだ改善可能な点があると思
(1) 各美術館の共通的な事務の一元化によ ② われるので、美術館本来の業務に支障の給与簿の作成、給与明細書の作成、職員別給与簿の作成、年末調整の作成等定員内職員に係る事務を本部へ一元化。ま
る業務効率化 ない程度に一般競争入札や外部委託を実た、共済組合事務について、従来行っていた標準報酬の決定事務、転入、転出事務を本部へ一元化し、業務の効率化が図ら

施するなど、引き続き積極的に取組む必れた。
(2) 省エネルギー、廃棄物減量化、リサイ (2)省エネルギー、廃棄物減量化、リサイクルの推進、ペーパーレス化の推進 要がある。
クルの推進、ペーパーレス化の推進 ・管理部門を中心とした基幹的維持経費の削減に努めたが、１％以上の効率化を図ることができなかった。その要因は

以下のとおりである。
光熱水費の対前年度比：電気経費 １０４％ （参考値）使用量の対前年度比：電気使用量 １０８％①

ガス経費 １０６％ ガス使用量 ９９％
水道経費 １０４％ 水道使用量 ９７％

対前年度比：一般廃棄物 ８３％②廃棄物量の
産業廃棄物 ０％

③リサイクル：ゴミの分別収集、コピー用紙・トナーカートリッジ・トイレットペーパー等の再生紙使用
④ペーパーレス化：館内ＬＡＮ使用による通知文書・連絡案内の情報化
１）電気使用量の増、使用料の増加及び理由について
ａ 今年度の当館単独主催展覧会は、ミニマル・マキシマル、京都の工芸、オーストリアの現代デザイン、シエ
ナ美術展、長谷川潔展と昨年度より開催回数も１回多く実施しているため、使用量・料金とも増加した。

ｂ 昨年度と比較して、月平均１ＫＷｈ当たり０．１３円の値上げとなり負担増となった。
ｃ 親しみやすい開かれた美術館としての環境づくりのひとつとして平成１２年８月からオープンギャラリーと

、 。して エントランスホール等の開放を行ったことによる来館者増加にともなう設備使用量増による要因もある
展覧会観覧者については、昨年度と比較すると４５％増の約５．７万人多くなっている。
（１２７，８２３人→ ８５，６０３人）1

ｄ 節電を図るため、各係へ省エネの通知文書を配布し、使用箇所には節電ステッカーを貼付するなど意識の高
揚に努めてきた。

、 。ｅ 夜間における本館建物周辺の外灯照明時間を 防犯効果に配慮しながら照明時間の短縮を図り節電を行った
（１１月から実施し、１４年１月からさらに時間短縮）

２）ガス使用量の減及び使用料の増について
ａ ガスの使用量については、昨年度に比べ約９００ｍ 減量し、効率よい運用を行った。３

ｂ 昨年度と比べ年間１ｍ 当たり平均３．７０円の値上げとなり、減量となっているものの、料金では負担増と
3

なった。
３）水道使用量の減及び使用料の増
ａ 水道使用量については、昨年度と比較すれば、オープンギャラリーとしてエントランスホールを解放したこ
と、及び入場観覧者数が約４５％増の中で、若干の減少の状況にあり、節水努力の成果が出た。

ｂ 使用料金においては、下水道料金が４月から使用数量段階別使用単価が平均２８．６円・上水道料金におい
ても、１０月から平均１０円の値上げが実施され、使用料金については若干の減量はあるものの負担増となっ
た。

ｃ 節水を図るため洗面所等には、節水ステッカーを貼付し、協力を呼びかけた。
４）用紙類関係の減量化推進
ａ ＯＡ用紙については、Ａ３を除き軒並み昨年度に比べ減量になっている。これらは、会議用資料等の両面コ
ピーの活用によるもの、また、館内ＬＡＮを使用することにおいて、従来の簡易な通知文書をメール発信で処
理する等ペーパーレス化を図ったことによる。

ｂ コピー用紙については、古紙配合率１００％・白色度７０％の古紙を購入使用、さらに古紙の使用後の再利
用を図るため、分別収集を実施した。

ｃ 昨年度に比べ用紙の減量を行ったことにより、廃棄物の減量も図られた。
(3) 講堂・セミナー室等を積極的に活用す ( )施設の有効利用の推進3
るなど施設の有効利用の推進 ①展覧会事業に関連した講演会・シンポジウム・レクチャーなどに利用し、施設の有効な活用を図った。

１）講演会：１０回（延べ７５３名参加 （当館施設内で実施した講演会：９回（延べ６３７名参加 ）） ）
２）シンポジウム：１回（６２名参加）
３）音楽会：２回（延べ２３１名参加）
４）レクチャー：２２回（延べ約８５０名参加）

②施設の有効利用を図るため、施設管理規程を整備し、外部の団体等が当館の会議室・講堂を一時使用できる環境にし
た。
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(4) 外部委託の推進 ( )外部委託の推進4
・管理業務の外部委託

①従来からの設備管理業務、清掃業務の外部委託について、継続して実施するとともに日々の入場料収入金及び両
替金などの取引銀行への集配金業務を防犯上安全確実な警備会社に委託した。

(5) 事務のＯＡ化の推進 ( )事務のＯＡ化の推進・館内ＬＡＮを活用した事務情報処理体制を構築し、事務の省力化・迅速化・効率化を図った。5
①ファームバンキングの導入：観覧料等の収入金及び支出金の会計伝票処理については、取引銀行との電話回線に
よる情報オンラインを敷設し、事務の省力化・迅速化・効率化を推進するとともに、安全性の向上を図った。

②新会計情報システム導入
１）当館における財産管理（土地・建物・工作物・備品・美術作品）について、従来は発生の都度帳簿に手書き
で記入していたが、本システムを導入することにより、情報を一括管理・利用することができ、事務作業の効
率化を図ることができた。

２）原則として帳簿ペーパーとしての管理がなくなり、保管スペースの有効利用を図ることができた。
(6) 連絡システムの構築等による事務の効 ( )連絡システムの構築等による事務の効率化6
率化 ①日常業務のうち、行事予定・文書通知・事務連絡等の事務を汎用ソフトにより情報化した。

(7) 積極的な一般競争入札を導入 ( )積極的な一般競争入札を導入7
・広く競争に参加する機会を設けることにより、機会均等・公平な相手方の選定が図れ、経済性においても経費の軽減
に反映されるため、従来の単独契約の内容を見直し、可能なものから一般競争契約の導入を推進した。
①清掃請負：一般競争入札を導入することにおいて、昨年度の随意契約価格から９４０千円の安価となった。

２ 外部有識者も含めた事業評価の在り方に ２ 外部有識者による評価、及び職員の意識改善
、 、ついて適宜、検討を行いつつ、年１回程度 ( )京都国立近代美術館では適正な事業運営を行うため外部有識者による評議員会を設け 業務の実績に関する評価を行い1

事業評価を実施し、その結果は組織事務、 意見を聴取するとともに、館内での意見交換を活発に行い、その結果を組織、事務、事業等の改善に反映させるよう努
事業等の改善に反映させる。また、研修等 めた。
を通じて職員の理解促進、意識や取り組み ①評議員会を開催
の改善を図っていく。 京都国立近代美術館の管理運営に関する重要事項を館長の諮問に応じて審議，館長に助言する委員会として平成１３

年６月２０日から国立美術館組織規程及び京都国立近代美術館評議員会に関する規程に基づき委員を委嘱，設置。第１
回を平成１４年２月２５日に開催した （会長に梅原猛国際日本文化研究センター顧問・哲学者，委員総数１５名）。

②定例会議を開催
当館では毎月ほぼ２回の割合で定例会議を開催し、活発な意見交換を行い、この会議を通じて事業の改善や職員の意

識改革に努めた。
( )聴取した意見の業務への反映2
・評議員から独法化後の事業運営について、現在の美術館を取り巻く厳しい経営環境の中では、観覧者の減少傾向に歯
止めをかけ入場者数を増やし、収入増を図らねばならないが、採算性にのみに走るのではなく、芸術的に非常に質の高
い展覧会と観覧者増が見込めるものとをうまく組み合わせながら、全体としてバランスのとれた事業運営をしていく必
要があるとの意見が出された。このほか、美術館と大学などの研究機関とが協力してワークショップなどの事業を展
開できるのではないかといった意見も出された。

、 、 。また 定例会議ではアンケート等による入館者の意見等を随時報告し 事業改善等の対応に意見を出し合い検討した
・業務改善の取り組み
１）今後の展覧会計画において収入増を図りながら、高い芸術性のある展覧会を計画実施していく。
２）京都市の主催する「京都シティハーフマラソン」事業や京都着物卸売商業協同組合の「京都着物パスポート」事
業と提携した観覧者誘致の取組みなど地域の各種団体の事業に協力し、柔軟な事業運営への取り組みを行った。

３）当館では、以前から「常設展示目録」を常設展の観覧者のために作成し、無料配布してきたが、本年度から「常
設展示目録英語版」を作成・無料配布した。また、自主企画展である「銅版画の巨匠 長谷川潔展」でも日本語版
と英語版の２つの「展示目録」を無料で配布した。

４）説明文パネルやキャプションなどの会場内表示物の文字を読みやすく大きくすることを順次実施していくことと
なった。

( )会計・人事等の研修を通じて職員の意識改革と資質の向上を図り、併せて組織の活性化を図る。3
これまでの官庁会計と異なる独立行政法人会計の基準を基とした会計システム研修，決算実務の研修を公認会計士等

専門家の指導のもとに実施した。
また、以下のとおり職員研修を実施するとともに他の機関が実施する研修へ職員を派遣した。
○接遇研修 １回実施
○研修への派遣
・人事院研修への派遣 ８回 延べ８名派遣
・文部科学省学芸員等在外派遣研究員として派遣 １回 １名派遣
・文部科学省研修への派遣 ３回 延べ３名派遣
・他の法人等が実施する研修への派遣 ３回 延べ６名派遣

※別紙「実績報告書５３～５４頁参照」

％ ％以上 ％ 平成１３年度は，独立行政法人国立美術館全体で１．３７％の効率化を達成した。 Ｂ1.5 1.0 1.0
平成１３年度予算－運営費交付債務繰越額＝平成１３年度執行予算額 （平成１３年度執行予算額－決算額）／決算額＝効率化率効率化の達成率 以上 ％未満 未満1.5

千円－ 千円＝ 千円 千円－ 千円／ 千円＝０．０１３７７4,726,536 74,848 4,651,688 4,651,688 4,588,482 4,588,482
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Ⅱ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

評定基準 評 定
中 期 計 画 指標又は 指標又は評価項目に係る実績

段階的 定性的評定評価項目 Ａ Ｂ Ｃ
評定

京都国立近代美術館の収集方針に基１ 収集・保管

美術作品の収集（購入 法人による自己点検評価の づき、鈴木治作「雪の中の馬」など質( ) 体系的・通史的にバランスのとれた収 １）美術作品等の収集1 -1 （
・寄贈・寄託）の状況 結果を踏まえつつ、各委員の の高い美術作品を３５点購入し、新た蔵品の蓄積を図る観点から、次に掲げる各 京都国立近代美術館 Ａ

協議により 評定を決定する に寄贈４２０点、寄託２６点を受入れ館の収集方針に沿って、外部有識者の意見 特筆すべき成果としては，鈴木治の代表作《雪の中の馬》及び八木一夫の《白化粧 鉄象嵌花生》等を購入するとともに、、 。
るなど中期目標に向かって着実に成果等を踏まえ 適時適切な購入を図る また １９６０年代から１９８０年代にかけての木村盛伸，柳原睦夫，松風栄一，深見陶治ら京都の陶芸家の作品，及び《色絵染付、 。 、
を上げている。また、登録美術作品制そのための情報収集を行う。 並用村落遠望陶額》など富本憲吉作品の寄贈を受け，バーナード・リーチ《生命の樹 ，板谷波山《白磁八つ手彫大花瓶》な》

、 「 」（東京国立近代美術館） ども購入して陶芸部門が充実した。また，染織部門においても佐野猛夫《波の詩》の購入とともに，森口華弘の《友禅訪問着 度を活用し ルドン作 若き日の仏陀
を公開した。近・現代の絵画・水彩・素描 版画 彫刻 「双華文 》ほか３領をはじめ，久保田繁雄，黒田暢，中野光雄，福本潮子らの作品の寄贈を受け，ガラス部門においても岩、 、 、 」
今後も 「京都派」に限定すること写真等の作品、工芸作品、デザイン作品、映 田藤七，久利父子の作品各５点の寄贈を受けて充実することとなった。 、

なく、幅広く質の高い美術作品を収集画フィルム等を収集する。 このほか，所在が不明であった都路華香の第１０回文展特選作《埴輪》や，鏑木清方の第 回七絃会展出品作《たけくら11
することが望ましい。美術・工芸に関してはコレクションにより べの美登利》が見いだされ，入江波光《南欧の冬 ，冨田渓仙《清水秋酣図》ほか２点等とともに購入し、明治末の日本画革》
寄附・寄贈は有効な収集方法の１つ近代美術全般の歴史的な常設展示が可能とな 新運動をリードした千種掃雲の遺作１０点，また戦後パンリアル美術協会によって革新運動を展開した大野俶嵩，野村耕らの

であるため、文化庁と連携協力し税制るように、歴史的価値を有する作品・資料を 作品をはじめ，異色の水墨画家山口八九子の遺作１６点の寄贈を受けるなど，日本画部門も充実することとなった。
問題を含めたその推進方策を検討する収集する。 また，油彩画部門においてもオノサト・トシノブの第７回日本国際美術展最優秀賞の《相似》のほか，靉光《壺に入った花
ことが望ましい。また、映画フィルム等については、残存す 岸田劉生《窓外風景 ，安井曾太郎《少女像》を購入することで欠を補うことができた。さらに，村井正誠《Ｃｉｔｅ》ほか》

、るフィルムを可能な限り収集するとともに積 ４点の油彩画及び５点の版画の寄贈を受けて一気に村井作品の充実をみることとなった。さらに比田井南谷の《作品６１－７ 美術作品の散逸や海外流出について
文化庁、国立博物館等との連携を図り極的に復元を図る。 ほか３点の購入 《作品９「電第２ 》ほか１点の寄贈により，当館が収集に努めている前衛書の欠を補うことができた。また， 」
情報収集など迅速に対応することが望（京都国立近代美術館） 都路華香，千種掃雲，猪原大華ら京都の日本画家の，それぞれの制作過程をさぐることができる下図や素描等あわせて約２２
ましい。近代美術史における重要な作品など、近・ ０点の寄贈を受け素描部門が充実するとともに，これらの画家達の基礎的研究の資とすることができた。

現代の美術・工芸・写真・デザイン作品等を これら購入及び寄贈による作品を活用することにより，常設展示も少しずつ充実に向かっている。
収集する。その際、京都を中心とする関西な 購入・寄贈以外に、寄託によって展示作品の欠を補い、また研究資料の充実をはかってきたが、陶芸部門では初期のバーナ
いし西日本に重点を置き、地域性に立脚した ード・リーチの作風をよく示す《失透釉貼付文注瓶》はこの部門を充実させることができた。日本画部門では小倉遊亀《苺》
収蔵品の充実にも配慮する。 《虫籠》など初期の貴重な作品の寄託を受け、わずか１点だけの所蔵品の欠を補うことができた。油彩部門については小出楢

重《卓上草花 、坂本繁次郎《松間馬 《砥石》などそれぞれの画家の代表作、また三尾公三《ヴェネツィアの女 《北白川幻（国立西洋美術館） 》 》 》
中世末期から２０世紀初頭に至る西洋美術 想》などの日本の作家のほか、ルドン《イエスとソマリア人》などの海外作家の優作の寄託を受け、常設展示の充実を図るこ

の流れの概観が可能となるように、松方コレ とができた。
クションを中心とした近代フランス美術の充 なおまた、登録美術品制度の実施に伴い、ルドン《若き日の仏陀》が登録され当館で公開に至っている。

※別紙「実績報告書３０～３１頁参照」実、近世ヨーロッパ絵画の充実及びヨーロッ
パ版画の系統的収集を行う。

○購入及び寄贈作品（国立国際美術館）
①購入作品 ３５点 ②寄贈作品 ４２０点 ③分類換 １点 合計 ４５６点日本美術の発展と世界の美術との関連を明
前年度までの収蔵作品数 ６，６３２点らかにするために、主に１９４５年以降の日
平成１３年度末収蔵作品数 ７，０８８点本及び欧米の現代美術並びに国際的に注目さ
※別紙「実績報告書３０頁参照」れる国内外の同時代の美術を系統的に収集す

る。
○寄託作品の受入 ２６点 平成１３年度末寄託作品数 ７３７点( ) 収蔵品の体系的・通史的なバランスの1 -2
※別紙「実績報告書３１頁参照」観点から欠けている部分を中心に、寄贈・

寄託品の受け入れを推進するとともに、そ
の積極的活用を図る。

保管の状況 法人による自己点検評価の 会場内では、作品を安全に展示するために年間を通じて館内１０数箇所の温度・湿度、空気汚染、照明、防災対策、保安対 収蔵品の保存及び管理環境の維持充( ) 国民共有の貴重な財産である美術作品2 -1
結果を踏まえつつ、各委員の 策などの調査を継続的に実施し、必要に応じた改善の実施を行っている。 実を図るため美術作品の種類、保管場を永く後世へ伝えるとともに、展示等の美 Ａ
協議により 評定を決定する また、収蔵庫においては、収蔵作品に応じて各室毎に温度・湿度を変え、温度・湿度のデータの管理により、作品への影響 所等の違いにより、温湿度や照明等を術館活動の充実を図る観点から、収蔵品を 、 。

を最低限とするよう空調設備の運転を行っている。展示場、収蔵庫の管理状況は以下のとおりである。 適正に管理するなど中期目標に向かっ適切な環境で管理・保存する。また、保存
て着実に成果を上げている。体制の整備・充実を図る。

温度 湿度 今後も、年間を通して適正な温湿度( ) 環境整備及び管理技術の向上に努める2 -2
展示場 ： 夏場 ２５℃ ５５％ の管理をすることが望ましい。とともに、展示作品の防災対策の推進・充

： 冬場 ２０℃ ５５％ また、保存カルテを作成するととも実を図る。
収蔵庫： ２０℃ ６０％（日本画、染織、漆芸） に、長期的に保存環境を整備すること

５０－５５％（その他の作品） が望ましい。

修理の状況 法人による自己点検評価の 緊急に修復を必要とする収蔵品のうち、緊急性の高いものから各分野ごとに計画的に修復を行った。 傷みの著しい日本画、コラージュ、( ) 修理、保存処理を要する収蔵品等につ3 -1
結果を踏まえつつ、各委員の 次の作品について修理を実施。 素描等１４点を修理するなど中期目標いては 保存科学の専門家等との連携の下、 、 Ａ
協議により 評定を決定する ○日本画１１点 に向かって着実に成果を上げている。修理、保存処理計画をたて、各館の修理施 、 。

「八丈島 「池の面 「秋郊 （以上 千種掃雲 作） 修理報告書を作成しデータベース化設等において以下のとおり実施する。 」、 」、 」
「春の信濃路 「南海の図 （以上 不染 鉄 作） することは、美術作品を再修理する際① 緊急に修理を必要とする収蔵品のうち、 」、 」
「舞妓林泉図（下図 （土田麦 作） の貴重な記録となるため、積極的に取緊急性の高いものから各分野ごとに計画的 ）」 僊
「双鳩図 （小茂田青樹 作） 組むことが望ましい。に修理を実施。 」
「夏座敷 （磯田又一郎 作） また、多くの美術作品が修理を必要② 伝統的な修理技術とともに科学的な保存 」
「埴輪 （都路華香 作） とする中で、中・長期的な修理計画を技術を取り入れて実施。 」
「竹取物語 （小林古径 作） 立てることが望ましい。( ) 国内外の美術館等の修理、保存処理の3 -2 」
「緑陰 （小松均 作）充実に寄 与する。 」
○コラージュ ２点 「日本の夏 「小さい傘 （以上 ハンナ・ヘッヒ 作）」、 」、
○素描 １点 「怪奇的なカットＡ－Ｓ （谷中安規 作）」
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２ 公衆への観覧
展覧会の状況 法人による自己点検評価の 京都国立近代美術館では、公衆への観覧を事業を重視し、 広く国民に優れた美術作品を観覧する( ) 国民のニーズ 学術的動向等を踏まえ 国民のニーズ、学術的動向等を踏まえ、魅力ある質の高い常設展1 -1 、 、

結果を踏まえつつ、各委員の 実施するため、最新の研究成果を基に当館の 機会を与えるため、国民の関心に応え各館において魅力ある質の高い常設展・企 ・企画展を 特色を十分に発揮することを念頭に展示事業を展開した。 Ａ
協議により 評定を決定する それぞれの展覧会については、以下のとおり。 たものや学術的意義の高いものなどバ画展や企画上映を実施する。 、 。

ランスに配慮しながら常設展、企画展( ) 常設展においては、国立美術館の各館1 -2
企画展等の開催回数 ８回（前年度から継続の「ルネ・ラリック 」展及び追加実施した「銅版画の巨匠 長谷川 ８回、地方巡回展２回を開催し、目標の特色を十分に発揮したものとするととも 1860-1945

する 潔展」を含む） 入館者数以上の実績を上げるなど、中に、最新の研究結果を基に、美術に関
理解の促進に寄与する展示を実施する。 期目標に向かって着実に成果を上げて

( ) 企画展等においては、積年の研究成果 いる。1 -3
の発表や 時機に合わせた展示を企画し、 入館者に対するアンケート調査の結
学術水準の向上に寄与するとともに、国民 果では、概ね８割の肯定的な回答を得
のニーズに対応した展示を実施する。企画 ており、展覧会に対する満足度は非常
展等の開催回数は概ね以下のとおりとす に高かった。
る。 なお、広報活動については、さらに
なお、実施にあたっては、国内外の美術 充実を図ることが望ましい。

館及びその他の関連施設と連携を図るとと

もに、国際文化交流の推進に配慮する。 法人による自己点検評価の 京都国立近代美術館では、４階展示常設展「近代の ４階展示場約 ㎡を所蔵品及び寄託品による、いわゆる常設展示場にあてており、年間約 回の展示替を行いながら1,200 10
結果を踏まえつつ、各委員の 場において常設展を実施し、年間を通美術・工芸・写 所蔵作品等の各分野－工芸、日本画、油彩画、水彩画、素描、版画、彫刻、写真－にわたって紹介している。 Ａ
協議により 評定を決定する して１０回の陳列替えをしながら、工真」 基本方針としては、近代日本の美術、工芸、写真について、系統的に展示することにしているが、未だコレクションが十全、 。

芸、日本画、油彩画、水彩画、素描、ではないことと、会場が決して広くはないために、十分な紹介は困難な状態にある。この欠を補うための収集活動（購入、寄
版画、彫刻、写真を公開した。（東京国立近代美術館） 贈、寄託）は積極的に行っているが、これは長い時間をかけるべき課題といえる。

本 館 年３～５回程度 また、企画展と関連させたものや日このような状況を踏まえた上で、当館のコレクションの特徴となっている長谷川潔（版画 、河井寛次郎（陶芸 、世界の写） ）
工芸館 年２～３回程度 頃の調査研究を活かしたテーマ展示を真は常に作品を入れ替えつつ、特設コーナーにおいて常時鑑賞できるよう努めているが、一方、常設展示に魅力を与えるべく
フィルムセンター 年５～６番組程度 行うなど、魅力ある常設展とするため小テーマを設定したテーマ展示も行っている。テーマの設定には３階の企画展との関連で決定するものと、全く単独で決める

積極的に取組んだ。ものの２種類に大別でき、主な内容は次のとおりである。
（京都国立近代美術館）

ア ３階の企画展と関連するもの年６～７回程度
・現代の生活デザイン（ルネ・ラリック展）
・アメリカの現代陶芸（ミニマル マキシマル展）（国立西洋美術館）
・日本画家とルネサンス美術（シエナ美術展）年３回程度
・洋画家たちの滞欧作（長谷川潔展）
・浜田知明の銅版画（長谷川潔展）（国立国際美術館）

年５～６回程度
イ 単独で企画したテーマ展示( ) 展覧会を開催するにあたっては、開催1 -4

学術的意義を明確に ・富本憲吉の陶芸目的、期待する成果、
し、専門家等からの意見を聞くとともに、 ・アンセル・アダムスの写真
入館者に対するアンケート調査を実施、そ ・マルセル・デュシャンと森村泰昌
のニーズや満足度を分析し、それらを展覧 ・京都の洋画家
会に反映させることにより、常に魅力ある ・ユージン・スミスの写真
ものとなるよう努力する。 ・北大路魯山人の陶芸
( ) 各館の連携による共同企画展、巡回展 ・日本の現代陶芸1 -5
等の実施について検討し推進する。 ・谷中安規の版画
( ) 収蔵品の効果的活用、地方における鑑 ・川西英の版画1 -6
賞機会の充実を図る観点から、全国の公私 ・近代の漆芸
立美術館等と連携協力して、地方巡回展を ・近代の水墨表現
実施する。 ・民芸派の工芸
なお、中期目標の期間中毎年度平均で平

成１２年度の実績以上の入館者数となるよ このようなテーマ展示は毎回好評であるが、終了後に、知らなかったために見られなかったとの声もあり、周知広報につい
う努める。 ての課題が残る。

なお、アンケート調査では、常設展について７７％の肯定的意見があった。また、公立文化施設等と連携協力して、
※別紙「実績報告書３７頁参照」収蔵映画による優秀映画鑑賞会を実施する。

( ) 入館者数については、各館で行う展覧会3
ごとに、その開催目的、想定する対象層、

入場者数 人以 １３３，２５４人（１日平均４３４人 （目標入場者数：１２０，０００人） Ａ実施内容、学術的意義、良好な観覧環境、 120 ,000 84,000 84,000 ）
人以上 上 人未満広報活動、過去の入館者数の状況等を踏ま 120,000

人未満えて目標を設定し、その達成に努める。

「ルネ・ラリッ 法人による自己点検評価の 日本においてラリックの名は、主にガラス工芸作品、特に優美な香水瓶の制作と結びついて知られている。しかし彼は、 ガラス工芸に対する国民の関心に応19
ク 」 結果を踏まえつつ、各委員の 世紀末のいわゆるアール・ヌーヴォーの時代に、従来の因襲にとらわれない素材とモティーフの扱いで一世を風靡した宝飾デ えた充実した内容の展覧会であった。1860-1945 Ａ

協議により 評定を決定する ザイナーでもあった。本展は、一点ものである宝飾作品から大量生産が可能なガラス作品の制作へと移行する過程で、両分野 また、効果的な展示手法を実施する、 。
に稀有な足跡を残すとともに、常に芸術と産業の融合という近代デザイン最大のテーマと取り組み続けたラリックの偉業を総 など意欲的な試みがなされた。
覧するために企画された。出品作品として、ジュエリー、ガラス作品そしてデザイン画など約 点がリスボンのグルベンキ400
アン美術館やオルセー美術館、パリ装飾美術館など国内外から集められ、ラリック展としては過去最大規模の展覧会となった
また、小さなジュエリー作品や繊細なガラス作品を効果的に展示するため、陳列ケースを含めた展示設計を岡部憲明アーキ

テクチャーネットワークが担当し、展覧会コンセプトを的確に伝えつつも、暗闇に光りを帯びて幻想的に作品が浮かび上がる
会場空間が大きな話題となった。
なお、アンケート調査では、本展について９２％の肯定的意見があった。
※別紙「実績報告書３２～３３頁参照」

入場者数 人 人以 ３０，８１８人（１日平均２，３７１人 （目標入場者数：１９，０００人 ） Ａ19,000 13,300 13,300 ） ）
以上 上 人 人未満 （１２年度～１３年度：６８，９５８人（１日平均１，２３１人 ）19,000 ）

未満
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「前田青邨展」 法人による自己点検評価の 前田青邨（ － ）は岐阜県中津川市に生まれ、 歳の時画家を志して上京、梶田半古塾に入門する。大正 年に 京都において東京の院展作家の作品を1885 1977 16 3 は

結果を踏まえつつ、各委員の 紹介した、意義のあるものであり、内日本美術院の再興に参加して、大和絵の伝統を軸に古今東西の美術を統合した明快でスケールの大きい歴史画や花鳥画を発表 Ａ
協議により 評定を決定する 容も充実して見ごたえのある展覧会で、 。し、昭和 年には文化勲章を受章するなど、近代日本画壇を代表する画家として活躍した。本展は、画壇に登場した年に描30

あった。今後も、引き続き作家の回顧かれたと推定される《巴》から最晩年作《天正貴婦人像》までの代表作 点に、本画とは別趣の魅力を持つ下絵やスケッチ86
展を開催することが望ましい。点をあわせてほぼ年代順に展示し、青邨芸術の全貌を回顧した。なお、本展は当館が中心となって企画実施し、愛媛県美術館
広報活動については、よく検討した笠岡市立竹喬美術館の両館に巡回した。

。京都や関西にゆかりのある作家の展覧会を主に開催してきた当館としては、東京の院展作家の個展を開催することは珍しい 上で積極的に実施することが望ましい
ことであり、京都における前田青邨の回顧展は、昭和 年以来のことであった。青邨の作品を直に見る機会が少ない関西の54
鑑賞者のために、過去の青邨展にも殆ど出品されなかった大倉集古館の《洞窟の頼朝》を展示するなど、実作品が持つ魅力に
少しでも多くふれてもらえるよう努力した。例えば、青邨作品の特徴の一つである画巻形式の作品は、全巻見ることができる
よう長めの展示ケースを用意して頻繁に巻替えを行い、図録には全図を掲載した。また、ヴァチカンに寄贈された《天正貴婦
人像》が青邨展としては久し振りに里帰りしたことも話題を呼んだ。
企画者としては、一般に青邨の知名度は高いと考えて目標入場者数を予測したが、実際には（京都という地域性もある）知

らない人が多く、目標に及ばなかった。今後は、美術史上では非常によく知られた作家であっても、広報に力を入れなくては
ならないことを強く感じるとともに、若い世代の鑑賞者を近代日本画の展覧会に呼ぶ方策を考える必要があると感じた。
なお、アンケート調査では、本展について９１％の肯定的意見があった。
※別紙「実績報告書３３頁参照」

入場者数 人 人以 ２７，４７３人（１日平均７４３人 （目標入場者数：３０，０００人） Ｂ30,000 21,000 21,000 ）
以上 上 人 人未満30,000

未満

「ミニマル マ 法人による自己点検評価の ミニマル・アートは 世紀後半における最重要の美術動向の一つであり、その後の美術に決定的な影響を与えた。 年 １９６０年代の重要な美術傾向を紹20 1960
キシマル－ミニ 結果を踏まえつつ、各委員の 代にニューヨークに登場したミニマル・アートは美術が成立する最小限の条件を探求し、無機的で無表情、作家の個性や手わ 介した意義のある展覧会であり、内容Ａ
マル・ア－トと 協議により 評定を決定する ざの跡の感じられない金属の箱や格子、角材や鉄板を作品として提示した。一見何の面白みのないこれらの作品はその単純さ 的にも充実したものであった。特に若、 。
その展開」 にもかかわらず、豊かな視覚体験をもたらし、作品と観者の関係、作品が置かれた場といった多様な問題へと道を開いた。 い世代の関心を集めた。

ミニマル・アートの展覧会としては日本でほぼ 年ぶりに開かれた本展は、ドイツ、ブレーメンのウエザーブルグ現代美 入館者の年齢など展覧会の実績を分10
術館によって企画された国際巡回展であり、 年代のミニマル・アートを代表する作家たちと、その影響のもとに独自の表 析し、今後の企画に役立てることが望60
を展開した若い世代の作家たちの作品を共に展示することによって、ミニマル・アートの特質と影響力を浮き彫りにした。 ましい。
日本では見ることのまれなミニマル・アートの代表的な作品とその影響のもとに制作された若手の意欲的な作品によって構

成された本展は現代美術に関心をもつ多くの若い人々を引きつけたようである。ノートを片手に熱心に作品を見る多くの来場
者が見受けられた。いささか難解な作品を理解してもらうために展覧会企画者、出品作家、担当学芸員によって開かれた三回
にわたる連続講演会にも熱心な聴衆がつめかけ、啓蒙的な意味をもつ展覧会になったように思われる。
なお、アンケート調査では、本展について８５％の肯定的意見があった。
※別紙「実績報告書３３～３４頁参照」

入場者数 人 人以 １６，５９５人（１日平均３４６人 （目標入場者数：１０，０００人） Ａ10,000 7,000 7 , 0 0 0 ）
以上 上 人 人未満10,000

未満

「京都の工芸－ 法人による自己点検評価の 当館では、美術のみならず工芸の歴史や新しい動向にも絶えず注目し、数多くの展覧会を開催してきた。この展覧会は平成 目標入館者数には届かなかったが、

結果を踏まえつつ、各委員の 京都国立近代美術館の方針に基づいた1945 2000～ 」 １３年度当館の特別展として開催し、その後、東京国立近代美術館工芸館に巡回した。 Ｂ
協議により 評定を決定する 企画であり、内容的にも優れた展覧会、 。 本展は、 年に近代京都の工芸の黎明期から揺籃期を展観した「京都の工芸 」展に続き、美術工芸が大きく展1998 1910-1940

であった。開、発展した第２次世界大戦終結後から 年までの約 年間を前回同様、陶芸、染織、漆芸の３分野に着目し検証した。2000 50
また、展覧会の実績を分析し、入館陶芸では戦後間もない 年に宇野三吾や林康夫らを中心に結成された四耕会や、中島清、八木一夫、鈴木治、山田光ら1947

。が結成した青年作陶家集団、さらに 年、青年作陶家集団の発展的解消として結成された走泥社など、それまでの壺や花1948 者数を増やすよう検討する必要がある
瓶とはまったく異なるオブジェ作品が発表された。また、用も意識に入れた新しい意匠の工芸を目指し、 年に富本憲吉を1946
中心に結成された新匠美術工芸会（後に新匠会）も戦後早くから活動を繰り広げた。さらに抽象主義美術の団体であったモダ
ンアート協会に、 年、生活美術部が設立され陶芸に限らず工芸家たちが前衛的な作品を発表していたことも見逃せない事1954
実であった。
染織では、先にも述べた新匠美術工芸会、モダンアート協会生活美術部などが戦後直ぐには大きな意味を持ち、 年、京1963

都市立芸術大学を卒業した麻田脩二、志村光広、田島征彦ら若い染色家たちによって既成の団体展に出品しないことを合い言
葉に無限大という創造性に力点をおいたグループが結成された。また、 年代に京都からも多くの作家が出品するようにな1970
ったスイス、ローザンヌの国際タペストリー・ビエンナーレはファイバーワークと呼ばれる新しいジャンルを確立した。
このような状況のなかで徐々に工芸と美術との境界が曖昧になっていき旧来の工芸概念ではとらえられないような新しい造

形が生まれてきた。
漆芸では戦前から活躍していた作家達によって、 年に番浦省吾を中心に創人社が結成され、若手の作家が増えるととも1945

に朱玄会と改名しましたが、さらに伊藤裕司、鈴木雅也、服部峻昇ら若手の作家により旧来の漆の概念では捉えられない形や
手法で前衛的な作品に取り組むグループであるフォルメという会が結成されるに至った。しかしこの会は 年間の活動後に10
解散し、用の美の見直しのなかであらたに京都漆芸家協会が組織された。

19本展は、以上のような京都の戦後の工芸の動向を明らかにし、これらの活動に、戦前から巨大全国組織であった日展や、
年に文化財保護法が制定公布されて保護の対象となった伝統の技に根ざした伝統工芸の動き、また、手仕事に根ざしながらも
優れたデザインによる日用品の制作と普及につとめたクラフトの動きなどにも注目しながら、２０世紀後半の京都の工芸の多
様な展開を検証する展覧会であった。
この展覧会の開催で、今まで埋もれていた資料が発掘され、戦後５５年の京都の工芸の歩みを研究する上で貴重な資料が多

数見つかり意義のある展覧会であった。また、展覧会終了後、出品作品の中から寄贈作品も数点あり、本来なら購入して集め
なければならない作品を所蔵できたことも成果の一つである。
なお、アンケート調査では、本展について８３％の肯定的意見があった。
※別紙「実績報告書３４～３５頁参照」

入場者数 人 人以 １０，７９７人（１日平均２２５人 （目標入場者数：２０，０００人） Ｃ20,000 14,000 14,000 ）
以上 上 人 人未満20,000

未満
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法人による自己点検評価の 内容は難解だが、斬新で意欲的な企画「オーストリア 年代末から 年代初頭に建築家ハンス・ホラインやデザイン理論家ヴィクトール・パパネックらを排出し、世界の建1960 70
結果を踏まえつつ、各委員の であった。今後、美術作品の理解促進・デザインの現 築・デザイン界に大きな影響を与えたオーストリアの建築・デザインの現状を紹介するもので、ホラインやパパネックが拓い Ｂ
協議により 評定を決定する に対する工夫や積極的な広報活動に取在－拡がるデザ た理論的地平が、現在のオーストリアでどのように継承・展開されているかを知る興味深い展覧会となった。ともすれば「物、 。

組む必要がある。インの世界」 の形」として理解されがちな「デザイン」という営みを、音楽や生活システム、環境保全や文化保護まで含めた広範な概念と
してとらえ、現実の生活の中に実践しようとしている現代オーストリアの試みは、専門家たちにとって極めて刺激的なもので
あり、当館が過去に開催してきた建築・デザインの展覧会との一貫性も鮮明に示すことができた。一方で、この展覧会の背景
を理解するためにはある程度の建築・デザイン史の知識が要求され、一部の観客から「抽象的すぎて分かりにくい」との指摘
があったことも事実である。反省点として、展示作品だけではなく関連資料などを用いて、一般観衆の理解を深める努力をよ
り徹底する必要があげられる。この意味で、京都大学工学部建築学科と協力して展覧会初日に開催したシンポジウム「オース
トリア・デザイン：パパネックの遺産と現在」は、本展の歴史的・思想的背景を周知させる上で大きな成果があった。
なお、アンケート調査では、本展について８１％の肯定的意見があった。

※別紙「実績報告書３５頁参照」

入場者数 人 人以上 ４，６６０人（１日平均１５５人 （目標入場者数：５，０００人） Ｂ5,000 3,500 3 , 5 0 0 ）
以上 人未満 人未満5,000

「小松均展」 法人による自己点検評価の 小松均（ － ）は山形県に生まれ、大正 年上京して川端画学校で日本画を学ぶが、大正 年第 回国画創作 目標入館者数には届かなかったが、1902 1989 9 13 4 協会

結果を踏まえつつ、各委員の 共催の美術館の学芸員と協力し、見応展に入選すると、翌年京都に移り土田麦僊に師事する。昭和 年の同協会解散後は院展に出品、以後数少ない京都の院展画家3 Ｂ
協議により 評定を決定する えのある優れた展覧会を実施した。今、 。の一人として活躍し、昭和 年には文化功労者として顕彰されている。本展は、均の生誕百年を記念し、京都をはじめとす61

後も、他の美術館等と連携協力を図るゆかりの地を巡回する没後初の大規模な回顧展として企画した展覧会である 「最上川 「富士山 「大原」の連作に見られる。 」 」
ことが望ましい。うな均独自の水墨によるパノラマ式の屏風作品など、大自然を野趣あふれる個性的な画風で表現した小松均の生涯の代表作 60
また、展覧会の実績を分析し、入館点をほぼ時代順に展示し、その全画業を紹介した。特に「大原 「富士山 「最上川」の連作はそれぞれまとめて展示し、簡単」 」

。な解説パネルをつけて理解を促した。 者数を増やすよう検討する必要がある
戦後の代表作はほぼ行方が判明しているが、戦前の作品は行方不明のものが多く、探索につとめたが出品できなかったのは

残念であった。そこで、今後の調査活動に期待して、図版が残っている行方不明作品については可能な限り図録に掲載した。
その過程で現存作品の多くが後年加筆されていたことが分かったのは、思わぬ収穫であった。
本展は当館が中心となり企画実施し、宮城県美術館、山形美術館、富山県水墨美術館に巡回したもので、各館担当学芸員が

互いに連絡を取り合って準備につとめた。宮城県美術館の担当者は院展の資料をはじめ、過去の美術雑誌等資料に精通してお
り、文献収集に役立った。山形美術館は均の故郷にあるため、親類縁者の持つ資料や、地元の新聞に載った均関係の記事収集
に役立った。また、富山県には均のパトロンが多くおり、均自身戦前から何度も訪れた地であり、作品をはじめ多くの足跡が
残っている。今回それらを富山県水墨美術館の担当学芸員が追跡し、不明だった均の北陸滞在中の動向が明らかになるととも
に、何点かの行方不明作品の情報が得られた。それぞれの館が単独で企画したのでは、このようなことはあり得なかったであ
ろう。今回は 館で展覧会を開催したことが非常に良い結果を生んだ。時間がなかったために、それらの情報、資料に関する4

。研究は十分に行えなかったが、年譜や参考文献目録として発表しているので、今後の研究の一助にはなったはずである
なお、アンケート調査では、本展について９５％の肯定的意見があった。

※別紙「実績報告書３５～３６頁参照」

入場者数 人 人以 １６，９３７人（１日平均４７０人 （目標入場者数：３０，０００人） Ｃ30,000 21,000 21,000 ）
以上 上 人 人未満30,000

未満

法人による自己点検評価の 目標入館者数には届かなかったが、「シエナ美術展 本展覧会は「日本におけるイタリア２００１」年の記念事業のひとつとして企画され、その関西地区における巡回館として

結果を踏まえつつ、各委員の 日本で馴染みの薄いシエナ美術館を紹－絵画・彫刻・ 担当開催したものである。イタリア中部・トスカーナ地方の中心に位置する古都シエナの、初期ルネサンスから１９世紀にわ Ｂ
協議により 評定を決定する 介する意義のある展覧会であった。工芸の精華－」 たる美術の展開を絵画・彫刻・陶器などの作品１０１点によって紹介したが、これまで同時代のイタリア美術といえば、わが、 。

また、展覧会の実績を分析し、入館国ではレオナルド・ダ・ヴィンチやミケランジェロを代表とするいわゆるフィレンツェ・ルネサンスの成果を中心に語られて
。きた感が強い。そうした状況を反省する意味で、本展は、フィレンツェと並んで大きな勢力を有し、イタリアさらにはヨーロ 者数を増やすよう検討する必要がある

ッパ美術を導いたシエナの、優雅で繊細な表現を代表する作品群をわが国ではじめて公開し、改めてイタリア美術再考の機会
を提供することを意図した。
さらに本展覧会では、出品作品すべてが、本国イタリアでも常時公開されてはいないモンテ・デイ・パスキ・ディ・シエナ

銀行というイタリア屈指の名門銀行のコレクションから構成されていた点も貴重であった。そして美術館ではなく、一銀行が
所蔵する作品によって、シエナのほぼ５００年の美術の歴史が展望され得るという事実が提示されたことは、文化国家イタリ
アの底辺の広さを再認識できる好機となったと思われる。
なお、当館では、東京ステーションギャラリーに続く第２会場として開催したが、事前にイタリア側とも、とりわけ会場構

成については綿密な連絡をとりあい、約２０点の板絵作品の保全処置や、展示台の作成さらには展示室の動線や照明効果など
を含めて、イタリア側にも満足のゆくものとなり、後に続く開催館（群馬県立近代美術館、山口県立美術館）における展示の
規範となった。また当館では、シエナ美術を代表するピエトロ・ロレンツェッティの小型祭壇画が特別出品された。しかしな
がら、反省点としては、作品の解説パネルについての苦情が、来館者アンケートに数多くみられたことがあげられよう。これ
については、シエナ美術が大多数の一般の鑑賞者にとってはじめて目に触れるものであったことから、図録の学術的な視点と
は異なった角度で、たとえば作品のモチーフの初歩的な説明や図像の解説など、パネルの規格や文字の大きさ、文字情報の量
なども含めて、今後配慮検討されるべき課題として残った。
なお、アンケート調査では、本展について９２％の肯定的意見があった。

※別紙「実績報告書３６頁参照」

入場者数 人 人以 ２７，７４９人（１日平均７３０人 （目標入場者数：４０，０００人） Ｃ40,000 28,000 28,000 ）
以上 上 人 人未満40,000

未満
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法人による自己点検評価の 京都国立近代美術館がこれまで収集し「銅版画の巨匠 第１次世界大戦終結後フランスに渡り、８９歳で没するまで６０年間、故国の地を踏む事なくパリに客死した長谷川潔

結果を踏まえつつ、各委員の た美術作品の成果を発表したものとし長谷川潔展」 （ ）の回顧展である。長谷川は早くから創作版画の草分けとして知られたが、渡仏後銅版画に専念し、ビュラン、ア1891-1980 Ａ
、 。 、 。（追加実施） 協議により 評定を決定する て 意義のある充実した内容であったクアタント、ポアント・セーシュなどのあらゆる技法において優れた作品を残した。とりわけ、すでに忘れられていたマニエ

ール・ノワールを近代版画の技法として復活させたことで世界的に高い評価を受けている。また長谷川はすぐれた油彩画家と
しても知られ、サロン・ドートンヌの会員にも挙げられている。
本展では、当館の約 点に及ぶ長谷川作品の自選コレクションの全貌を 年ぶりに紹介した。190 10
本展は当館における大規模な回顧展の 回目となる。第１回展（ ）は長谷川生前の最初で最後となったもので、この3 1980

展覧会により、日本では未紹介であった長谷川の画業の全貌が初めて知らされる契機となり、没後 年を記念した第 回展10 2
（ ）は長谷川ファンをより多くする機会となったが、今回はそれからさらに 年を経てその全貌を改めて見たいという1991 10
多くの鑑賞者の要望に応えるものであった。会場はシンプルな構成の中に作品を浮かび上らせ、要処要処に作家の言葉をパネ
ルとして掲示し、静謐な雰囲気の中で作品の中に流れる長谷川の自然観、世界観を感じ取れるよう考慮した。この点について
は来館者から好評であったが、本展が追加実施した展覧会である関係上、新聞社等の共催メディアがなかったため周知広報が
十分であったとは言えず、当初の予想に比して入場者が少なかったことは反省を要する。ただ、入場者の ％の人がカタロ13
グに代わる『京都国立近代美術館所蔵品目録Ⅲ長谷川潔』を購入、愛好者層の広がりを実感した。また、すべての人に所蔵作
品の全貌がわかるよう作品リストを無料で配布するとともに、美術館ニュース『視る』に特集を組み、魚津章夫「長谷川潔の
芸術 永遠の美を探る 、猿渡紀代子「長谷川潔作品とリズム」の二本の論文を掲載して無料配布し、好評であった。また、」
講演会を開催し、版画技法についての解説に聴衆は関心を持ったようで、この方面の教育普及のさらなる必要性を感じた。
なお、アンケート調査では、本展について８９％の肯定的意見があった。
※別紙「実績報告書３６～３７頁参照」

入場者数 人 人以上 ６，７３７人（１日平均１９８人 （目標入場者数：８，０００人） Ｂ8,000 5,600 5 , 6 0 0 ）
以上 人未満 人未満 （平成１３年度～平成１４年度：８，８０７人（１日平均 ２２０人）8,000

法人による自己点検評価の 公立博物館等と連携協力を図り、地国立博物館・美 平成 年度から、国立博物館並びに国立美術館が独立行政法人としてスタートしたのにともなって、平成６年度から文化13
結果を踏まえつつ、各委員の 方において優れた美術作品を観覧する術館巡回展「か 庁と国立博物館・国立美術館及び各開催館との共催で開いてきた「国立博物館・美術館巡回展」も、独立行政法人国立博物館 Ａ

、 。 。 、ざりとかたち」 ・国立美術館と各開催館との共同事業として生まれかわることとなったが、本展覧会「かざりとかたち」はそのはじめての企協議により 評定を決定する 機会を提供するものであった 今後も
開催館の要望にできるだけ応え、外部画として、独立行政法人国立博物館京都国立博物館とともに展示構成・内容を担当し、鹿児島県歴史資料センター黎明館及び
研究者と協力して学術的意義のある質沖縄県立博物館の２会場で開催したものである。
の高い展覧会を開催することが望ましこれまでの「国立博物館・美術館巡回展」は「日本の美」や「絵画への招待」といった、どちらかといえば名品主義の作品
い。編成によって、国宝や重要文化財などの国有品の紹介といった視点に比重がおかれてきたようだ。もちろん、東京や京都から
また、国立博物館と共催することの遠く離れて暮らす人々にとっては、日頃目にする機会の少ない作品に触れることで、それはそれで意義はあるのだが、しかし

意義について、今後、検討する必要がいつまでもこうした観点からだけで「巡回展」が開催され続けたとするなら、決して開催館との共同事業だという意識が芽生
ある。えることはなかったろう。しかし今回 「巡回展」が文化庁の手を離れ、作品を所蔵するいわゆる現場サイドにその内容の全、

てが任されることとなったのをむしろ好機と捉え、明確にテーマを設定し、担当館同士の協議を密にして、加えて開催館にも
それぞれの館を代表する所蔵品の出品展示を依頼して積極的な共同事業としての体制がとれたことは意義深い。
具体的には、今回京都に位置する博物館と美術館との企画という性格から、日本美術においてもっとも特色のある現象の一

つである「装飾性＝かざり」の問題をテーマとし、しかも開催２会場が、鹿児島と沖縄というその個性的な風土性をも考慮
16して、両県ゆかりの作品によって構成された「南海のかたち」という章も加え、考古遺物から現代の美術作品に至るまで計

点の出品作品によって、展覧会を組み立てた。
当初は考古遺物から刀剣、鎧、着物などの染織品、蒔絵や陶器などの工芸品、さらには屏風、襖そして近代の日本画や洋画

など、いずれもわが国の「装飾性」の概念を説明するには不可欠のものとは思われていても、展示スペースに比して、あまり
にもジャンルが多岐にわたりすぎることも懸念されたが、むしろ時代を超えて異なる多様なジャンルの作品が一堂に会する「
覧会」そのものの醍醐味に、博物館と美術館とが共同して一つのテーマをつくりあげるという新たな可能性を見いだす思いが
した。また、意外にもこれまで、時代を超えてわが国の「装飾性」の問題を検討する展覧会が開催された例も少なく、その意
味でも今回の展覧会は貴重な場となっていただろう。実はそれというのも、ここにこそ国宝や重要文化財を数多く所蔵する国
立館の力が発揮されているといえるからで、たとえばある地方の公立館でこうしたテーマの企画を設定したとしても、出品作
品には自ずと限界が生じてくるだろう。ましてや今回のように開催会場が鹿児島と沖縄という地域で、国宝３点、重要文化財
１４点、重要美術品２点、さらには両県の県指定有形文化財６点も含まれたこのような大型の展覧会が開催されたのも、きわ
めて意義深いことだといわなければならない。
さらに本展覧会の図録も、これまでの「巡回展」の内容を超える充実したものとなったこと、そして「南海のかたち」の章

に加えた、当館所蔵の河井寛次郎の「扁壺」や濱田庄司の琉球ゆかりの工芸品などにも、大きな関心が寄せられたことを最後
にぜひつけ加えておきたい。

※別紙「実績報告書３７頁参照」

人 人以上 鹿児島県歴史資料センター黎明館 ５，７２５人（１日平均１７９人） Ｂ13,688 9,581 9 , 5 8 1
入館者数 以上 人未 人未満 沖縄県立博物館 ６，９２７人（１日平均２５７人）13,688

満 計 ２，６５２人1

貸与の状況 法人による自己点検評価の 美術作品の効果的活用を図るととも( ) 収蔵品については、その保存状況を勘案 収蔵品については、外部からの出品依頼が多く、その貸し出し手続きや作業はかなりの時間と労力を要するが、常設展示室2
、 、しつつ、国内外の美術館・博物館その他こ が決して広くなく、当館において十分に所蔵品を紹介できないことをも考慮し、作品の保存に支障がない範囲でできる限り出結果を踏まえつつ、各委員の に 他館との相互活用を促進するためＡ

対し、 協議により 評定を決定する 美術作品６３２点を貸与するなど中期れに類する施設に 貸与等を積極的に 品に応じた。、 。
目標に向かって着実に成果を上げてい推進する。 また、河井寛次郎展の巡回については後援という立場で積極的に貸与活動を行って来ているし、平成 年度からは日本画の15
る。巡回展を行うべく現在その準備にかかっている。
今後も、貸与等の要望が増えると思これらは収蔵品の有効活用を意図したものであると同時に、公私立美術館の活動を積極的に支援しようとするものであり、

、 、各館から好意的に受けとめられた。 われるが 収蔵品の保存状態に留意し
展覧会の趣旨を考慮しながら、幅広く

○貸与件数 ６３２点 ９８件（国内 ６２１点 ９４件、 海外 １１点 ４件） その要望に答えることが望ましい。
○［平成１３年度展覧会協力等］
「河井寛次郎の世界ー熱情の陶匠」
会期：平成１４年１月２６日（土）～３月１０日（日 （３８日間））
会場：茨城県陶芸美術館
主催：茨城県陶芸美術館
後援：京都国立近代美術館、ＮＨＫ水戸放送局
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収集・保管、公衆への観覧、教育普３ 調査研究

調査研究の実施状況 法人による自己点検評価の 及の事業など美術館活動の推進を図る( ) 調査研究が 収集・保管・修理・展示 中期計画に基づいて調査研究をすすめたが、これらの中には①本年度のみの調査研究と数年にわたるもので本年度を最終年1 -1 、 、 Ａ
結果を踏まえつつ、各委員の ため、近代京都の工芸に関する調査研教育普及その他の美術館活動の推進に寄与 度とする調査研究、②さらに次年度以降に継続する調査研究が含まれる。

、 。 、 、するものであることを踏まえ、国内外の美 ①については「前田青邨展 「京都の工芸ー１９４５－２０００」展 「小松均展」の図録への研究成果の執筆及び関連書誌協議により 評定を決定する 究 ドイツ工作連盟に関する調査研究」、 、
アメリカの現代陶芸に関する調査研究術館・博物館その他これに類する施設及び への執筆として発表した ポーラ美術振興財団からの助成により追加実施した ミニマル・アートについての調査研究 も ミ。 「 」 「
等を実施するなど中期目標に向かって研究機関とも連携等を図りつつ、次に掲げ ニマル マキシマル－ミニマル・アートとその展開」展の図録にその成果を発表した。これらのうち「前田青邨展」１０．７
着実に成果を上げている。る調査研究を積極的に実施する。 ８％ 「小松均展」９．５６％と入場者の約１０％の人が図録を購入し、特に「ミニマル・マキシマル」展については予想以、
調査研究については、外部資金の獲① 収蔵品に関する調査研究 上の１２．０９％という高い数値となった。しかし 「京都の工芸」展の図録は５．４６％と低く、近年の現代美術への関心、

得に努め、幅広く外部研究者との交流② 美術作品に関する調査研究 の高さと工芸への関心の薄さを感じさせた。ただ、これらの数値が単純に図録の質的内容と直接結び付くものとは思えないし
を促進するなど積極的に取り組むこと③ 収集・保管・展示に関する調査研究 当館として必要な調査研究は今後も積極的に取り組んで行きたいと考える。
が望ましい。④ 美術史、美術動向、作者に関する調査 ②の「ドイツ工作連盟に関する研究 「神坂雪佳の総合的研究 「アメリカ現代陶芸に関する研究 「海外所在の近代日本美」、 」、 」、
なお、研究成果については、図録等研究 術品についての所蔵美術館との調査研究」については、平成１４年度以降に開催する展覧会に関連する研究であり、継続して

の刊行物のみならず、学会等において⑤ 世界の映画作品や映画史に関する調査 調査研究をすすめていく予定である。
も幅広く積極的に発表することが望ま研究等 これらの調査研究は当館において開催する展覧会に直接関わるものであるが、このようなかたちの他に、展覧会とは直接関
しい。( ) 国内外の美術館・博物館その他これに わらないが基礎的な調査研究として不可欠のものもあり、将来的には積極的に他機関の研究助成を受けてすすめて行きたい。1 -2

類する施設の職員を、客員研究員等の制度
※別紙「実績報告書４０～４１頁参照」を活用し招聘し、研究交流を積極的に推進

する。
( ) 調査研究の成果については、展覧会、美2
術作品の収集等の美術館業務に確実に反映
させるとともに、研究紀要、学術雑誌、学
会及びインターネットを活用して広く情報
を発信し、美術館に関連する研究の振興に
供する。
また、各種セミナー・シンポジウムを開

催する。 客員研究員 平成１３年度は東京国立近代美術館フィルムセンター、国立西洋美術館で実施。 －
招聘人数

当館は以前から国内の美術館、大学、関係研究機関との資料交換に力を注いでおり、当館で開催した展覧会図録及び年報を 国内外の美術館、大学、関係研究機４ 教育普及

( ) 美術史その他の関連諸学に関する基礎 資料の収集及び公開 法人による自己点検評価の 送付し、先方からも展覧会図録、年報、研究紀要等の資料を受領している（年間約 件 。海外の美術館とは、ロンドンの 関と積極的に資料交換に取り組み約４1 -1 350 ） Ｂ
資料及び国内外の美術館・博物館に関する （閲覧）の状況 結果を踏まえつつ、各委員の テート・ギャラリー、サンフランシスコ近代美術館、ロサンゼルス現代美術館、スウェーデン国立美術館、サン・エチェンヌ ００冊を収集し、新たに４階フリース
情報及び資料について広く収集し、蓄積を 協議により 評定を決定する 近代美術館、フィラデルフィアのムーア大学図書館、スペインのアトランティック近代美術センターと毎年各館が開催した主 ペースにおいて展覧会・所蔵品図録等、 。
図るとともに、レファレンス機能の充実を 要な展覧会図録の相互送付を継続している（年間約５０冊を受領 ） のコーナーを設置するなど中期目標に。
図る。 また、当館では美術図書閲覧室を新設する空間的余裕はない。従って美術資料、特に収蔵作品のデータベース化は、一般利 向かって概ね成果を上げている。

用者の興味に対応できるきわめて有効な手段であると思われる。館内への情報端末の設置も完了した現在、所蔵作品のデータ 今後も、４館の資料を登録及び検索
( ) 国内外の美術館等との連携を強化する ベース化の完成は急務である。入力作業は ％程度まで進んだが、専従職員がいない状況を改善するために、この分野での できる現代的システムの開発や広報の1 -3 50
とともに、資料室等の整備・充実を図る。 経験を積んだボランティア・スタッフの活用も研究課題である。より専門的な問い合わせについては学芸スタッフが対応し、 強化を図り、より一層、資料を活用す

図書資料を公開し個別に研究・調査の指導にあたっているが、より能率的な体制の整備が今後の課題である。内外の美術館や る必要がある。
作家に関する問い合わせに対応するため、いままで研究員が個別に蓄積してきた情報を集積し、公開できないかを検討してい
る。
※別紙「実績報告書４１～４２頁参照」

児童生徒を対象とした 法人による自己点検評価の 当館では美術館に対する社会的要請の変化を考慮し、 年頃から美術館における教育普及活動の研究・試行を続けてき 教育普及の取組みの充実や学校教育( ) 新学習指導要領、完全学校週５日制の実2 1998
講座等の実施状況 結果を踏まえつつ、各委員の た。特に中学生を対象としたワークショップ、教育現場との協同研究では、関係方面から一応の評価を得る実績を積み重ねて における美術館の活用の推進を図るた施等を踏まえ、学校、社会教育関係団体と Ｂ

協議により 評定を決定する いる。 年に中学生を対象とした２週間にわたるワークショップの経験を踏まえ、京都市教育委員会と協力し、美術教育 め、限られた人員と予算で積極的にワ連携協力しながら、児童生徒を対象とした 、 。 1998
の現場教師に美術館の創造的利用を促す研究会、ワークショップを継続してきた。平成 年度も教師側が発想し運営したワ ークショップを実施し、平成１２年度美術品解説資料等の刊行物の作成、講座、 13
ークショップ（抽象絵画を題材に小学生と教師が対話し、相互の対話能力を高めようとする試み 、中学校の新たな事業であ 以上の実績を上げるなど中期目標に向ワークショップ等を実施することにより、 ）
る「生き方探求・チャレンジ体験」の一環として中学生に３日間の美術館業務を体験させる試みなどのプログラムが実現され かって概ね成果を上げている。美術作品等への理解の促進、学習意欲の向
た。こうした教育現場からの要望によるプログラムの実施件数はまだ少ないが、これは教育現場が外部機関との協力について上等を促し、心の教育に寄与するような教
未成熟であることが理由の一つと考えられる。週休２日制が完全実施された今年度からは美術館への協力依頼が増加すると予育普及事業を推進する。
想される。当館は教育現場の人々に美術館の多様な利用を促していきたい。今後も美術教育に携わる教師を対象に教育普及にまた、児童生徒を対象とした事業につい
関する研究セミナーを実施し、美術館の創造的利用を喚起する予定である。て、中期目標の期間中毎年度平均で平成１

２年度の実績以上の参加者数の確保に努め
○子供のためのワークショップの実施る。
京都市立小学校教諭グループと協力し小学１年生から６年生を対象とするワークショップを実施
(平成１４年２月９日(日）参加者４７名（保護者１７名 児童３０名 。））

○「生き方探求・チャレンジ体験」事業の実施
上記計画に掲げたワークショップ以外に，京都市教育委員会，京都市立中学校と連携し，中学生を受入れ，美術館業務を
体験させることにより，美術への関心を深め，社会の主体としての自覚を育成することとして事業「生き方探求・チャレ
ンジ体験」を実施。
（平成１４年１月２９日（火）～３１日（木 ，安祥寺中学校２年生 ３名）
平成１４年２月２６日（火）～２８日（木 ，神川中学校２年生 ４名））

子供のため １回以 ０回 １回実施 (平成１４年２月９日(日 ） Ａ）
のワークシ 上 －
ョップの開
催件数

子供のため ８人以 ６人以上 ６人未 参加者４７名 （保護者１７名 児童３０名） Ａ
のワークシ 上 ８人未満 満
ョップの参
加者数
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講演会等の実施状況 法人による自己点検評価の 当館では展覧会開催ごとに 回程度、一般入場者を対象とした内容の講演会や音楽会を開催する一方で、専門的知識を求 美術作品等の理解促進を図るため、( ) 美術作品に関し、その理解を深めるよう3 1,2
、な講演会、講座、スライドトーク及びギャ 結果を踏まえつつ、各委員の められる講演会、シンポジウムを、大学関係者と協力して年間１回開催した。各講演会やシンポジウムはおおむね好評であり 限られた人員と予算で積極的に講演会Ａ

協議により 評定を決定する 今後も継続し充実させていく。 音楽会、シンポジウムを実施し、平成ラリートーク等を実施する等、生涯学習の 、 。
１２年度以上の実績を上げるなど中期推進に寄与する事業を行う。
目標に向かって着実に成果を上げていそれらの事業について、中期目標の期間

※別紙「実績報告書４２～４４頁参照」 る。中毎年度平均で平成１２年度の実績以上の
また、講座等については、年齢・性参加者数の確保に努める。

別・学歴を問わず、幅広い国民各層をまた、その参加者に対しアンケートを行
対象とするよう配慮し、その他の業務い、回答数の８０％以上から、その事業が
に支障を来たさない程度に充実させる有意義であったと回答されるよう内容につ
ことが望ましい。いて検討し、さらに充実を図る。

講演会等の Ａ
開催件数
①講演会等 ２回以上 １回 ０回 講演会等 １２回

②シンポジ １回以上 ー ０回 シンポジウム １回 Ａ
ウム

講演会等の 人以 人以上 人 参加者 ９８４人 Ａ766 536 536
参加者数 上 人未満 未満766

シンポジウ 人以 人以上 人 参加者 ６２人 Ａ58 41 41
ムの参加者 上 人未満 未満58
数

講演会等に 以 以上 有意義である旨の回答数 各講演会平均 ８６％ Ａ80% 56% 56%
対するアン 上 未満 以上80%
ケート結果

研修等の取組み状況 法人による自己点検評価の ( )公私立美術館の展覧会の充実、調査研究活動の援助のため展示指導や調査研究資料の提供などを積極的に行うとともに、 美術館関係者等の人材育成及び人的( ) 美術館・博物館関係者等を対象とした4 -1 1
結果を踏まえつつ、各委員の 公私立美術館学芸担当職員の資質の向上に貢献するため、上級キューレーター実務研修を実施した。 ネットワークの形成を図るため、公私研修プログラムについて検討、実施する。 Ｂ
協議により 評定を決定する また、学芸員等の人材育成に貢献するため、大学生の学芸員資格取得のための博物館実習を実施した。各大学からの要請 立博物館等の学芸担当職員及び博物館( ) 全国の公私立美術館等の学芸担当職員4 -2 、 。

に応え、積極的に実習生の受入を行った。 実習生等２３名を受入れ、美術館の職（キューレーター）の資質を向上し、専門性
場を体験する機会を提供するなど中期を高めるための研修を実施し、人材養成を

。推進する。 ○上級キューレーター研修を実施し、公立美術館関係者２名を受け入れた。 目標に向かって概ね成果を上げている
ア．氏名 廣田いずみ 学芸担当職員については、今後も、( ) 公私立美術館・博物館等の展覧会の企4 -3

所属 小松市立宮本三郎美術館 受入可能な人数の範囲内で積極的に取画に対する援助・助言を推進する。
職名 学芸員 組む必要がある。ただし、博物館実習( ) 公私立美術館・博物館等が実施する研4 -4
期間 平成１３年１１月１日～平成１３年１２月２８日 生については、美術館側の負担になら修会への協力・支援を行うとともに、情報

イ．氏名 小川知子 ないよう、受入れ状況を常に見直すこ交換、人的ネットワークの形成に努める。
所属 大阪市立近代美術館建設準備室 とが望ましい。
職名 学芸員 なお、外国美術館の学芸員との交換
期間 平成１４年 １月４日～平成１４年 ２月２８日 研修なども検討する必要がある。

○大学生の学芸員資格取得のための博物館実習への協力
大学生を対象に学芸員資格取得のためにの「博物館実習」に係る学生を受入れ実習を行った。

【第Ⅰ期】平成１３年８月２０日（月）～８月２４日（金） ５日間
計 １０大学 １５名

【第Ⅱ期】平成１３年８月２７日（月）～８月３１日（金） ５日間
計 ２大学 ４名

【二期間】平成１３年８月２０日（月）～８月２４日（金）１０日間
計 ４大学 ４名
合計１５大学 ２３名

※別紙「実績報告書４５～４６頁参照」

( )公私立美術館・博物館等の開催する多くの展覧会に対して積極的に協力したが、特に当館所蔵品を多く貸与した「河井寛2
次郎の世界－熱情の陶匠 （茨城県陶芸美術館主催）では、後援という立場で作品の選定から展示に至るまで全面的に協力」
・支援を行った。
※別紙「実績報告書４０～４１頁「⑧他の美術館等における調査・研究に対する協力」欄参照」

広報活動の状況 法人による自己点検評価の 国立美術館の行っている事業への理解の促進を図るため、利用者をはじめ広く国民に対し情報を提供することとし、当館で 文化、美術作品及び国立美術館につ( ) 収集、保管、修理、展示、教育普及、5 -1
結果を踏まえつつ、各委員の 施している様々な事業を紹介する各種の刊行物、ホームページなどを利用した広報活動を行った。 いて国民の理解促進を図るため、展覧調査研究その他の事業について、要覧、年 Ａ
協議により 評定を決定する 「年報 「京都国立近代美術館概要」など当館の事業を紹介するものの発行をはじめ 「展覧会カレンダー 「京都国立近 会図録、年報、展覧会カレンダー、リ報、展覧会図録、研究論文、調査報告書等 、 。 」、 、 」、

美術館案内リーフレット」といった一般利用者向けのもの、美術館ニュース「視る 、各展覧会の図録、収蔵品目録『京都 ーフレット、美術館ニュース「視る 、の刊行物、ホームページ、またはマスメデ 」 」
立近代美術館所蔵名品集［日本画 』などの調査研究、収集活動の成果をまとめたものなど、多くの刊行物を発行するとと 収蔵品目録「京都国立近代美術館収蔵ィアを利用して広く国民に積極的に広報活 ］
に 「年報」は逐次ホームページに掲載し、広く研究分野への資料の提供に努めた。 品名品集［日本画 」等を発行するな動を展開するとともに、国立美術館への理 、 ］
また 「国立美術館 ど中期目標に向かって着実に成果を上解の促進を図る。 パンフレット」を発行したほか 「国立美術館ホームページ」を開設し、４館共同による広報体制の強化、 、

げている。また、その内容について充実を図るよう 努めた。
より一層、国民に美術館活動が理解努力する とともに、４館共同による広報

※別紙「実績報告書４６～５１頁参照」 されるよう内容を工夫し、今後も積極体制の在り方について検討を行う。
的に実施することが望ましい。
また、インターネットを積極的に活用
した広報について検討することが望ま
しい。
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出版件数
①美術館ニ ６回以上 ４回以上６ ４回 美術館ニュース「視る」 ６回発行（第３９４号～第３９９号） Ａ
ュース 回未満 満
「視る」

②収蔵品目 １回以上 － ０回 収蔵品目録 １回発行『京都国立近代美術館所蔵名品集［日本画 』 Ａ］
録

①展覧会カ ３回以上 ２回 １回 展覧会カレンダー ３回（種）発行 Ａ
レンダー

収蔵品の情報デジタル 法人による自己点検評価の １３年度当初における所蔵品約６，６００点のうちこれまでに約３，０００点の文字データ及び約２，８５０点の画像デー 文化、美術作品及び国立美術館につ( ) 収蔵品等の美術作品その他関連する資1 -2
化及びその活用状況 結果を踏まえつつ、各委員の のデータベース化を実施した。ただし、著作権の存続している作品が多数を占めるため外部への公開については、適切に対 いて国民の理解促進を図るため、平成料の情報について、長く後世に記録を残す Ａ

協議により 評定を決定する していく。 １３年度末までに、収蔵品約６，６０ために、デジタル化を推進する。 、 。
０点のうち、文字データ約３，０００( ) 国内外に広く情報を提供することがで5 -2

独立行政法人国立美術館のインターネットホームページを開設、中期目標、中期計画、年度計画、業務方法書等を公表した 点、画像情報約２，８５０点のデジタきるホームページについては、教育普及な
当館のホームページ（平成８年度開設）においては、館の概要、展覧会情報、常設展示目録、年報、ミュージアムショップ ル化を終了し、美術館情報についてホど多様な活用ができるようコンテンツを工
喫茶室の情報などを広く館外へ発信した。 ームページで公開するなど中期目標に夫し、中期目標の期間中毎年度平均で平成

向かって着実に成果を上げている。１２年度のアクセス件数以上となるよう努
また、美術作品に関する情報のデー力する。

タベース化にあたっては、標準化を検( ) デジタル化した収蔵品等の情報につい5 -3
討するなど国民が簡便な方法でアクセて、美術情報システム等により広く積極的
ス出来るシステムの開発を常に心懸けに公開するとともに、その利用方法につい
ることが望ましい。て検討する。
美術作品がコンテンツの素材としてまた、デジタル情報の有料提供について

注目される中で、著作権について慎重の方策を検討する。
に取り組むことが望ましい。
ホームページについては、さらに内

ホームペー 件 件以 約１２０，０００件 Ａ 容、デザイン、外国語版など充実させ88,000 61,600 61,60
ジのアクセ 以上 上 件 件未 ることが望ましい。88,000
件数 未満

ボランティアの活用 法人による自己点検評価の 「京都市博物館ふれあいボランティア養成講座」を主催する京都市教育委員会等と連携し、ボランティア受入れについて、 ボランティアの受入れについては、( ) ボランティア等や支援団体を育成し、6 -1
状況 結果を踏まえつつ、各委員の 討をはじめた。 その方針をよく検討したうえで実施すボランティア等と連携協力して展覧会での Ｂ

協議により 評定を決定する る必要がある。解説など国立美術館が提供するサービスの 、 。
充実を図る。

渉外活動の状況 法人による自己点検評価の 美術館事業を充実させるためには、企業、財団等からの研究・展覧会等への助成、後援、協力を得るなど積極的な企業等と 国立美術館の業務の充実を図るため( ) 企業との連携等、国立美術館の業務が6 -2
結果を踏まえつつ、各委員の 連携を図ることが必要である。そのため広く企業等に対する美術館事業への理解の促進を図り、有効な事業展開、支援を得 鉄道・バス・ホテル・観光案内所等とより充実するよう今後の渉外活動の方針に Ｂ
協議により 評定を決定する れるよう渉外活動に努めた。 広報関係の連携協力し、旅行代理店とついて検討を行う。 、 。

のタイアップするなど、中期目標に向
○展覧会広報に関する渉外活動 かって概ね成果を上げている。

京阪電鉄大阪主要駅に広報板を設置 今後も、引き続き検討する必要があ
鉄道、バス、地下鉄等との連携によるポスターの掲出・チラシの配布 る。
市内各ホテル、観光案内所、生涯学習センターなどでのポスターの掲出・チラシの配布
各種事業所等での展覧会ポスター・チラシの配布協力の確保

○京都国立近代美術館支援財団「堂本印象記念近代美術振興財団」との連携
○旅行代理店とのタイアップ

５ 新たな美術館施設の円滑な運営について
( ) 東京国立近代美術館本館については、平 開館への準備状況 法人による自己点検評価の 東京国立近代美術館及び国立国際美術館で実施。 （東京国立近代美術館本館及び国立国1 ―
成１４年の開館に向けて、体制整備、展示 結果を踏まえつつ、各委員の 際美術館で評定 ）。

、 。等の実施準備を進め、開館後は円滑な事業 協議により 評定を決定する
実施に努める。特に、展示面積の増加を機
に展示内容の一層の充実を図る。

( )国立国際美術館新館については、平成１2
６年の移転に向けて、体制整備、展示等の
実施準備を進め、開館後は円滑な事業実施
に努める。具体的な管理運営のあり方等に
ついては開館までに検討を進める。

６ 新国立美術展示施設（ナショナル・ギャ
法人による自己点検評価の 平成１４年度から実施。 ― （平成１４年度から評定する ）ラリー （仮称）の開設に向けた準備につい） 。

結果を踏まえつつ、各委員のて
、 。文化庁が平成１８年を目途に開設を予定し 協議により 評定を決定する

ている新国立美術展示施設（ナショナル・ギ
ャラリー （仮称）について、文化庁と連携）

、 、・協力し その円滑な開設に向けた体制整備
展示事業等の準備を推進する。
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入館者に対するサービスの向上を図７ その他の入館者サービス

その他の入館者サービ 法人による自己点検評価の 入館者サービスは観覧者の満足度を高める重要な要素の一つであるとともに、美術館におけるリピーターの増加といった面 るため、高齢者、身体障害者のための( ) 高齢者、身体障害者等の利用にも配慮1 -1 Ａ
ス 結果を踏まえつつ、各委員の か トイレ、エレベータ及びスロープ等のした快適な観覧環境を提供するため、各館 らも重要な課題と言える。

協議により 評定を決定する 設置、床のバリアフリー化、盲導犬・の方針に従って展示方法、表示、動線、施 高齢者・身体障害者等への配慮、建物のバリアフリー化については１９８６年の新館建設時に配慮されているが、建築後、 。
介助犬に対する配慮、展示解説・キャ設設備の工夫、整備に努める。 １５年目を迎えた一昨年に展示場の床の改修時に更にバリアフリー化を進めるために常設展会場の床をカーペットからゴムタ
プションの見直し、音声ガイド、小中( ) 入館者サービスの充実を図るため、観 イルに変更し、車椅子によるスムーズな鑑賞を行えるように改善をした。また、盲導犬、介助犬による鑑賞ができるようにし1 -2
学生の常設展の無料化、夜間開館、一覧環境の整備プログラム等を策定し、計画 た。

こ 階のエントランスホール等のフリーゾ的な整備を行う。 れにより、高齢者・身体障害者等にやさしい美術館として一歩前進したものと考える。
ーン化など中期目標に向かって着実に( ) 一般入館者を対象とする満足度調査及 案内情報の充実、車椅子の提供等では、２０００年８月から１階のエントランスホール、ロビー、喫茶、ショップ及び４階1 -3

の 成果を上げている。び専門家からの批評聴取等を定期的に実施 展望ロビーをフリーゾーンとしたことにともない、フリーゾーンだけの利用者数が総入館者数の約２０％あり、このシス
、 、し、調査結果を展示等に反映させるととも テムの利用者が相当数あることが分かる。そこで、観覧者だけでなくフリーゾーンの利用者に対しても各種の案内が必要であ 特に 小中学生の常設展の無料化は

今後の教育普及事業との相乗効果を期に、必要なサービスの向上に努める。 り１階のエントランスホールにインフォメーションを設置している。ここでは美術館内の案内だけでなく他の美術館の展覧会
待する。( ) 展示解説の内容を充実させるとともに 情報や周辺の観光情報の提供も行っているが、更に充実した機能性を持たせるよう順次取り組んでゆく必要があるものと考え1 -4 、
今後も、アンケート結果の分析やモ見やすさにも配慮する。また、音声ガイド る。また、高齢者、障害者等の社会参加を促進するとともに、人にやさしいまちづくりを進めるために「京都府福祉のまちづ

ニター制度を検討するなど的確に入館等を活用した情報提供を積極的に推進し、 くり推進協議会」が取り組んでいるホームページに当館の施設利用案内を掲載した。これによって、事前に目的地の施設内容
周 者のニーズを把握し、きめ細かなサー入館者に対するサービスの向上を図る。 及び 辺情報（車椅子専用駐車場、スロープ、トイレ、利用料金の減免等）を知ることができ、安心して出かけることができ

ビスを提供することが望ましい。( )入館者のニーズを把握、分析し、夜間開 るよ になった。2
館の実施等開館時間の弾力化や小中学生の 展示説明の見直しなど、鑑賞環境の充実等について、当館では作品展示に際して、許す限り結界を設置しないで間近で鑑
入場料の低廉化など、入館者へのサービス 賞ができるようにしており、鑑賞者からは好評を得ている。展示照明用スポットは当館の展示場にあわせた独自の器具を使用
を心がけた柔軟な美術館展示活動等を行い しており、むらの少ない均質な照明を可能にしている。音声ガイドについては館独自のものはないが、共催展では業者とのタ、
気軽に利用でき、親しまれる美術館となる イアップで実施している。また、アンケートの状況を踏まえて、キャプション等の文字表示を大きくするなど適切な改善を今
よう努力する。 後行うこととし、加えて作品リストを無料配布することにより鑑賞者の手元に展覧会資料が残るようにする （作品リストの。
( )ミュージアムショップやレストラン等の 無料配布については常設展（日本語・英語版 、企画展（長谷川潔展（日本語・英語版 ）ですでに実施 ）3 ） ） 。
施設を充実させるなど、入館者にとって快 小中学生の常設展入場料の無料化、観覧時間の拡充については、本年２月２１日より常設展観覧料を無料とし、同日から開

催された「長谷川潔展 （当館単独主催）についても同様に無料の措置をした。これによって、子供の頃から美術館に親しむ」
適な空間となるよう館内環境を工夫する。 境づくりに貢献できるものと考える。今後においても常設展に限らず当館単独主催の企画展についても同様の措置が行え環

るよう努力する。また、１４年度以降に予定されている新聞社等との共催展においても小中学生の無料化が実現できるよう各
新聞社等に理解を求めていくことも重要な課題であると考える。開館時間については、午前９時３０分から午後５時までであ
るが １９８８年より概ね４月から１０月の毎週金曜日を夜間開館日として午後８時まで時間延長している。これについては
観覧者からは好評を得ているが、展覧会によっては極端に利用者が少ない場合もあり、経費等の面からも効率的な運営を考慮
しながら今後も継続して実施する。なお、夜間開館の時期、曜日、時間帯については、来館者のニーズに応えられるようアン
ケート調査等を注視して今後も引き続き検討課題とする。
フリーゾーンの活用、レストラン及びミュージアムショップの充実については、２０００年８月より１階エントランスホー
ル 、展示ロビー、４階展望ロビーをフリーゾーンとして観覧券を購入しなくてもロビーでくつろいだり、喫茶やショップな
どを利用できるようにシステムを改善している。１階エントランスホールでは１００インチのマルチビジョンを使用して展覧

。 、会に関連したビデオ放映を行い展覧会の概要が分かるような情報を機会あるごとに提供している ミュージアムショップでは
覧会関連グッズのほか最近一般書店ではあまり扱われなくなってきた美術関係書籍を充実させており、これは来館者の好展

評を得ている。
※別紙「実績報告書５１～５３頁参照」
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◎項目別評価（国立西洋美術館）

Ⅰ 業務運営の効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置

評定基準 評 定

定 性 的 評 定中 期 計 画 指標又は 指標又は評価項目に係る実績 段階的

評定評価項目 Ａ Ｂ Ｃ

１ 職員の意識改革を図るとともに、収蔵品 効率化の状況 法人による自己点検評価の結 ・人事記録、給与計算等の人事事務、収入、支出、保険契約等の会計事務及び保険請求事務等共済事務で各館で行っていた 業務運営の効率化を図るため給与計

の安全性の確保及び入館者へのサービスの 果を踏まえつつ、各委員の協議 もののうち、共通的な事務を本部へ一元化し、業務の効率化を図った。 算事務、共済組合事務などの事務の一Ｂ
向上を考慮しつつ、運営費交付金を充当し により、評定を決定する。 国立西洋美術館では、この効率化による事務量減分の活用と従来業務の見直しを図り、鑑賞者へのサービス向上、広報・ 元化、水道等の節約、ゴミの分別等に

て行う事業については、国において実施さ 資金調達の強化、適切な情報公開などに対処できる新たなセクション（事業推進官の振替新設及び事業・企画係の新設）を よるリサイクル、ＯＡ化によるペーパ

れている行政コストの効率化を踏まえ、業 設けた。また、従前の経理係と用度係を統合し会計係を新設、事務機能の効率化を図った。 ーレス化及び清掃業務の一般競争入札

務の効率化を進め、中期目標の期間中、毎 等を実施し、法人全体の運営費交付金

事業年度につき新規に追加される業務、 ・節水、節電による省エネルギーの推進、両面コピーによる廃棄物の減量化推進、古紙の再利用によるリサイクル、ＯＡ機 の１．３７％の効率化に積極的に貢献

拡充業務分等を除き１％の業務の効率化を 等のトナーカートリッジリサイクルによる再生使用及びＬＡＮの活用によるペーパーレス化を図った。 するなど、中期目標に向かって概ね成

図る。 果を上げている。

具体的には、下記の措置を講ずる。 ・講堂等の積極的な利用を推進し、展覧会に関する講演会、レクチャーの他、外部団体の見学会、研修会、会議等への有効 しかし、まだ改善可能な点があると

(1) 各美術館の共通的な事務の一元化によ 利用を図った。 思われるので、美術館本来の業務に支

る業務の効率化 (例） 障のない程度に一般競争入札や外部委

(2) 省エネルギー、廃棄物減量化、リサイ ・経団連クラブ見学会 １６０名 託を実施するなど、引き続き積極的に

クルの推進、ペーパーレス化の推進 ・IPＢA（環太平洋法曹協会）2001大会 ２５９名 取組む必要がある。

(3) 講堂・セミナー室等を積極的に活用す ・平成１３年度博物館職員講習 ２０名

るなど施設の有効利用の推進 ・平成１３年度美術館等運営研究協議会 １５１名

(4) 外部委託の推進 ・全国美術館会議教育普及ワーキンググループ会合 ３０名

(5) 事務のＯＡ化の推進 ・美術史学会例会 １００名

(6) 連絡システムの構築等による事務の効

率化 ・会場管理業務、設備管理業務、清掃業務等の業務内容の見直しを行い、外部委託を積極的に推進し、業務の効率化を図っ

(7) 積極的な一般競争入札を導入 た。

２ 外部有識者も含めた事業評価の在り方に

ついて適宜、検討を行いつつ、年１回程度 ・収入、支出、財産管理等企業会計を効率的に処理するための新会計情報システムを導入し、各種伝票作成時において帳簿

事業評価を実施し、その結果は組織事務、 類への自動記帳反映がされることにより、事務処理の正確・迅速化及び、省力化が成されるよう図った。

事業等の改善に反映させる。また、研修等

を通じて職員の理解促進、意識や取り組み ・館内ＬＡＮの活用による職員への連絡業務の効率化、ペーパーレス化を推進し、共通情報の各種ファイルを共有化するこ

の改善を図っていく。 とによって事務の省力化を図った。

・事業、契約の内容について見直しを行い、可能な事業については積極的に一般競争入札を導入し、コストに対する意識を

高め、経費の削減を図った。

・評議員会を設置し、業務の実績に関する評価を行い、その結果を組織、事務、事業等の改善に反映させるよう努めた。ま

た、外部の研修等に積極的に職員を派遣し、資質の向上を図った。

効率化の達成率 1.5％ 1.0％以上 1.0％ 平成１３年度は，独立行政法人国立美術館全体で１．３７％の効率化を達成した。 Ｂ

平成１３年度予算－運営費交付債務繰越額＝平成１３年度執行予算額 （平成１３年度執行予算額－決算額）／決算額＝効率化率以上 未満

4,726,536千円－74,848千円＝4,651,688千円 4,651,688千円－4,588,482千円／4,588,482千円＝０．０１３７７



- 34 -

Ⅱ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

評定基準 評 定

中 期 計 画 指標又は 指標又は評価項目に係る実績

定 性 的 評 定評価項目 Ａ Ｂ Ｃ 段階的

評定

国立西洋美術館の収集方針に基づ１ 収集・保管

(1)-1 体系的・通史的にバランスのとれた収 美術作品の収集（購入 法人による自己点検評価の結 １９５９年の開館以来、当館は中世末期から２０世紀初頭に至る西洋美術の流れを概観できるようなコレクションの収集、 き、グイド・レーニ作「ルクレティＡ
蔵品の蓄積を図る観点から、次に掲げる各 ・寄贈・寄託）の状況 果を踏まえつつ、各委員の協議 また、その保管に努めてきた。とはいえ、近世・近代のヨーロッパ美術という大枠はあるものの、各時代、各地域にまたが ア」など質の高い美術作品を２７点

館の収集方針に沿って、外部有識者の意見 により、評定を決定する。 る広い範囲を対象とする作品収集は決して容易な作業ではない。当館の出発点となった松方コレクションが１９世紀フラン 購入し、新たに寄贈１６点を受入れ

等を踏まえ 適時適切な購入を図る また ス美術を中心とするものであったこともあり （１）松方コレクションの補充 （２）松方に欠けていたいわゆるオ－ルドマ るなど中期目標に向かって着実に成、 。 、 、 、

そのための情報収集を行う。 スターの収集 （３）版画収集の３点を、緩やかではあるが、当館の収集の指針として挙げることができるものである。 果を上げている。、

絵画の分野における松方の補充とオールドマスターの収集は、両者のバランスをとりながら適宜交互に実施しているが、 特に、旧松方コレクションである（東京国立近代美術館）

近・現代の絵画・水彩・素描 版画 彫刻 今年度は近代の分野にいい候補作品がなかったこともあり、最終的に１７世紀ボローニャの画家グイド・レーニの《ルクレ ビストロフィーの彫刻とタぺストリ、 、 、

写真等の作品、工芸作品、デザイン作品、 ティア》を購入した。カラヴァッジオなどごく一部を除けば、１７世紀イタリア絵画は日本ではまだまだ未知の領域である ーの寄贈を受けることができたこと

映画フィルム等を収集する。 が、当館では１９９８年にすでにグエルチーノの作品を購入している。その意味でも、レーニの作品の購入は意義深いもの は、大変意義のある成果であった。

美術・工芸に関してはコレクションにより と言えるだろう。また、同作品が当館のオールドマスターには欠けていた女性裸体像であることも、当館のコレクションに 寄附・寄贈は有効な収集方法の１

近代美術全般の歴史的な常設展示が可能と 一層の幅を与えるものである。 つであるため、文化庁と連携協力し

なるように、歴史的価値を有する作品・資 版画に関しては、毎年少しずつでも購入していくことが将来の充実につながるということから、例年、１０から２０点程 税制問題を含めたその推進方策を検

料を収集する。 度（金額にして約２０００万円程度）の版画を購入している。今年度も版画黎明期である１５世紀ドイツのファン・メッケ 討することが望ましい。

また、映画フィルム等については、残存す ネムに始まり、デューラーの２点のエングレーヴィング、さらにはピカソの代表的版画《貧しき食事》まで１０点の版画を 美術作品の散逸や海外流出につい

るフィルムを可能な限り収集するとともに 購入することができた。 て、文化庁、国立博物館等との連携

積極的に復元を図る。 今年度の寄贈は、旧松方コレクションの８点のビストルフィーの彫刻と、６点のタピストリーを受け入れた。 を図り情報収集など迅速に対応する

美術作品購入選考委員会及び評価員による審議のもと、美術作品２７点を２９７，５３１，１８３円で購入し、コレクシ ことが望ましい。（京都国立近代美術館）

近代美術史における重要な作品など、近・ ョンの強化を図った。

現代の美術・工芸・写真・デザイン作品等 ・収集した美術作品の件数・名称

を収集する。その際、京都を中心とする関 別紙「実績報告書５６ページ参照」

西ないし西日本に重点を置き、地域性に立 ・年代別所蔵作品（絵画）※総収蔵作品数4,201点（彫刻・版画等を含む）

脚した収蔵品の充実にも配慮する。 （ ）内数は、今年度収集した作品

イタリア オランダ・ ドイツ フランス スペイン イギリス アメリカ その他 合計（国立西洋美術館）

中世末期から２０世紀初頭に至る西洋美術 フランドル

の流れの概観が可能となるように、松方コ 14・15・16世紀

レクションを中心とした近代フランス美術 （後期ゴシック、

の充実、近世ヨーロッパ絵画の充実及びヨ ルネサンス、 14 8 1 0 0 0 0 1 24

ーロッパ版画の系統的収集を行う。 マニエリスム）

１７世紀 （１）（国立国際美術館）

日本美術の発展と世界の美術との関連を明 （バロック等） 4 22 0 2 3 0 0 0 31

らかにするために、主に１９４５年以降の １８世紀 （１）

日本及び欧米の現代美術並びに国際的に注 （ロココ等） 5 1 0 11 0 2 0 1 20

目される国内外の同時代の美術を系統的に １９・２０世紀 （１）

収集する。 （第２次大戦前） 1 6 1 233 1 5 1 2 250

(1)-2 収蔵品の体系的・通史的なバランスの ２０世紀

観点から欠けている部分を中心に、寄贈・ （第２次大戦後） 0 0 0 8 4 0 5 8 25

寄託品の受け入れを推進するとともに、そ

の積極的活用を図る。 合 計 24 37 2 254 8 7 6 12 350

(2)-1 国民共有の貴重な財産である美術作品 保管の状況 法人による自己点検評価の結 当館では、会場内、収蔵庫ともに２４時間空調を実施している。 収蔵品の保存及び管理環境の維持

を永く後世へ伝えるとともに、展示等の美 果を踏まえつつ、各委員の協議 会場内では作品を良好な状態で展示するため、館内数十個所の温度・湿度、空気汚染、照明、防災対策、保安対策などの 充実を図るため美術作品の種類、保Ａ
術館活動の充実を図る観点から、収蔵品を により、評定を決定する。 調査を継続的に実施、必要に応じた改善を行っている。また、収蔵庫の温度・湿度のデータ管理により、作品への影響を最 管場所等の違いにより、温湿度や照

適切な環境で管理・保存する。また、保存 低限とするよう空調設備の運転を行っている。 明等を適正に管理するなど中期目標

。体制の整備・充実を図る。 今年度、本館展示室入口、同２階階段周りに風除扉を設置した。これにより本館空調の安定と、空調機器の負荷を下げる に向かって着実に成果を上げている

(2)-2 環境整備及び管理技術の向上に努める 点で大きな効果を得ることができた。なお、この新設工事に伴う空気汚染調査も併せて実施した。 特に、専任の研究員を配置してい

とともに、展示作品の防災対策の推進・充 ・美術品の保護環境 るため、行き届いた保管がされてい

実を図る。 温度２２℃、湿度５５±５％ＲＨ（２４時間空調） る。

・環境モニター調査結果

「国立西洋美術館における室内空気汚染調査・対策の事例」

（ 国立西洋美術館研究紀要』no.6）『
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(3)-1 修理、保存処理を要する収蔵品等につ 修理の状況 法人による自己点検評価の結 当館では保存修復室及び保存科学室を設置している。このスタッフを中心として外部技術者を活用し、収蔵作品の適切な 傷みの著しい版画、額縁、素描、

いては 保存科学の専門家等との連携の下 果を踏まえつつ、各委員の協議 保存、調査及び、計画的修復を行っている。また、他機関との情報交換の円滑化、当館に寄せられる修復・保存上への協力 彫刻等６４点を修理するとともに、、 、 Ａ
修理、保存処理計画をたて、各館の修理施 により、評定を決定する。 要請への対応等、美術館等への修復保存に関する寄与を図った。 計画的修理を実施するために修理計

設等において以下のとおり実施する。 ・緊急性の高いものを優先して美術作品の保存修復処置及び、修復処置に伴う作品に用いられた材料の科学分析を行ってい 画を作成するなど中期目標に向かっ

① 緊急に修理を必要とする収蔵品のうち る。また、収蔵品の計画的修復実施に向けて、修復計画作成、点検調書ファイル更新、保存修復設備等の整備を図った。 て着実に成果を上げている。、

緊急性の高いものから各分野ごとに計 ・平成１３年９月から１１月まで、当館の主任研究官を欧米の美術館等研究機関に派遣し、最新の保存修復技術及び、保存 特に、専任の研究員を配置し、計

画的に修理を実施。 修復技術者研修制度と養成科目等についての調査を行った。 画的に修理を実施している。

② 伝統的な修理技術とともに科学的な保 ・平成１４年２月全国美術館会議学芸員研修会「鋳造彫刻作品の収蔵・展示と鋳造管理の望ましい在り方について （愛知 今後も、国内外の保存修理関係者」

。存技術を取り入れて実施。 県美術館）へ研究員２名を派遣した。 と積極的に交流することが望ましい

(3)-2 国内外の美術館等の修理、保存処理の ・平成１３年７月に、長崎県教育委員会の「美術作品の保存修復を通して美術の真髄に触れ、文化財保護を学ぶ」というテ

充実に寄与する。 ーマによる指導力向上のための派遣研修に協力し、長崎県立高校の美術教諭１名に対して１０日間の研修を行った。

・平成１４年３月に、イタリア学術会議電磁波研究所から外国人研究員２名を招聘して「光ファイバーを用いた反射スペク

トルとImaging Spectroscopyによる非破壊調査法」講演会を開催し、関係者による研究交流並びに、情報交換を図った。

修理作品の件数・名称・修理内容

・クリベッリ作品額縁修復 １件

処置内容：歪みの矯正、補強、欠損部の充填、箔押し

・版画作品修復処置 ジョヴァンニ・バッティスタ・ピラネージ作「ティヴォリの通称トッセ神殿」他５件

処置内容：ドライクリーニング、ヒンジ片の除去、洗浄及び脱酸処置、部分漂白処置、フラットニング、ヒンジ付きマット

収納

・版画作品修復処置 ジョヴァンニ・バッティスタ・ピラネージ作「牢獄」シリーズ８件

処置内容：ドライクリーニング、ヒンジ片の除去、洗浄及び脱酸処置、フラットニング、ヒンジ付きマット収納

・版画作品修復処置 漆原木虫作「木版画十選」 １０件

処置内容：版画図版１０点の版画集からの取り外し、マット挿入・調整

・版画作品保存処置 ルカス・ファン・レイデン作「幼子イエスを抱く聖母マリアと二天使」他２６件

処置内容：ヒンジ付け及び、ブックマウント収納

・新収蔵版画素描作品保存処置 ハインリヒ・アルデグレーファー作「レア・シルウィア」他１１件

処置内容：ヒンジの取り外し、マット挿入・調整

・前庭展示彫刻保存処置 オーギュスト・ロダン作「地獄の門 「カレーの市民 「考える人」 ３件」、 」、

処置内容：洗浄及びワックス塗布

広く国民に優れた美術作品を観覧２ 公衆への観覧

(1)-1 国民のニーズ 学術的動向等を踏まえ 展覧会の状況 法人による自己点検評価の結 常設展の他、新聞社と共催の展覧会を２回、特別展を１回及び、企画展を１回開催した。また、共同企画展、巡回展等は する機会を与えるため、国民の関心、 、 Ａ
各館において魅力ある質の高い常設展・企 果を踏まえつつ、各委員の協議 東京国立近代美術館、京都国立近代美術館、国立国際美術館で実施した。 に応えたものや学術的意義の高いも

画展や企画上映を実施する。 により、評定を決定する。 のなどバランスに配慮しながら常設

展、企画展３回を開催し、目標入館

(1)-2 常設展においては、国立美術館の各館 者数以上の実績を上げるなど、中期

の特色を十分に発揮したものとするととも 目標に向かって着実に成果を上げて

に、最新の研究結果を基に、美術に関する いる。

理解の促進に寄与する展示を実施する。 入館者に対するアンケート調査の

(1)-3 企画展等においては、積年の研究成果 結果では、概ね９割の肯定的な回答

の発表や時機に合わせた展示を企画し、学 を得ており、展覧会に対する満足度

術水準の向上に寄与するとともに、国民の は非常に高かった。

ニーズに対応した展示を実施する。企画展 なお、広報活動については、さら

等の開催回数は概ね以下のとおりとする。 に充実を図ることが望ましい。

なお、実施にあたっては、国内外の美術 海外交流展については、中期的な

館及びその他の関連施設と連携を図るとと 展望のもと企画・実施することが望

もに、国際文化交流の推進に配慮する。 ましい。

常設展（東京国立近代美術館）

本 館 年３～５回程度 ・ 中世末期から 法人による自己点検評価の結 来館者が常設展示の質の高い所蔵作品がいつでも鑑賞できるようにという方針のもと、当館の代表的な所蔵作品は年間を いつでも質の高い美術作品を鑑賞「 Ａ
工芸館 年２～３回程度 ２０世紀初頭にか 果を踏まえつつ、各委員の協議 通じて展示され、展示替えは特別な場合を除いて行われていない （貸出中の作品の代替として、普段は収蔵庫にしまわれ できるよう展示に配慮しており、ま。

フィルムセンター 年５～６番組程度 けての西洋絵画と により、評定を決定する。 ている作品を展示することはある ）なお、１２年度末に設置された版画素描展示室において、テーマをもうけて版画・素 た、版画素描コレクションや「子供。

フランス近代彫刻 描コレクションの展示（各３ヶ月程度）を年２回開催した。 から楽しめる美術展～水の誘い」を（京都国立近代美術館） 」

年６～７回程度 ・ 国立西洋美術 また、今年度は、主として常設展示を利用した教育プログラム「子供から楽しめる美術展～水の誘い」を開催した。 開催するなど、魅力ある常設展とす「

館所蔵フランス素 るため積極的に取組んだ。（国立西洋美術館）

年３回程度 描名作展」 ・開催期間・陳列総件数

・子供教育プログ 別紙「実績報告書６３ページ参照」（国立国際美術館）

年５～６回程度 ラム「水、みず、

ミズ」は、４教育

普及で記述
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(1)-4 展覧会を開催するにあたっては、開催 入場者数 250,000 175,000人以上 175,000 入場者数 259,917人（１日平均912人） Ａ

目的、期待する成果、学術的意義を明確に 人以上 250,000人未満 人未満

し、専門家等からの意見を聞くとともに、

入館者に対するアンケート調査を実施、そ

「 」のニーズや満足度を分析し、それらを展覧 共催展「日伊二国 法人による自己点検評価の結 この展覧会は、１９９５年秋から翌９６年にかけてイタリアで催された「イタリアにおける日本年」の返礼として２００ 日本におけるイタリア２００１Ａ
会に反映させることにより、常に魅力ある 間交流展 イタリ 果を踏まえつつ、各委員の協議 年に企画された「日本におけるイタリア年２００１」の中心的催しとして、国立西洋美術館とフィレンツェ、ピストイア の事業としてイタリア・ルネサンス

ものとなるよう努力する。 ア・ルネサンス宮 により、評定を決定する。 プラート美術監督局が共同で企画し、イタリアの各都市から優れた作品を集めて行われたイタリアの「ルネサンス文化」 文化の全容を紹介した、企画・内容

(1)-5 各館の連携による共同企画展、巡回展 廷と都市文化展」 展覧会であった。その趣旨は、単にイタリアの「ルネサンス美術」を主眼においたものではなく、イタリア・ルネサンス ともに充実した展覧会であった。

等の実施について検討し推進する。 「文化」そのものを日本に紹介し、理解を深めてもらうというのがねらいであった。この展覧会を実現するに当たっては

(1)-6 収蔵品の効果的活用、地方における鑑 イタリア政府の全面的な支援が得られ、出品作品は絵画８４点、彫刻３２点、素描４点、彩飾写本１５点、タペストリー

賞機会の充実を図る観点から、全国の公私 点、陶器１５点、宝飾工芸品２５点、武具１３点、科学観測機器８点、総計１９６点にも上った。

立美術館等と連携協力して、地方巡回展を なお、本展は下記に記すとおり、多くの入館者を得ることができた。

実施する。 ・共催者・開催期間・陳列総件数 別紙「実績報告書５９～６０ページ参照」

なお、中期目標の期間中毎年度平均で平 ・社会的反響 別紙「実績報告書５９～６０ページ参照」

成１２年度の実績以上の入館者数となるよ ・アンケート結果 展覧会について９割を越える肯定的意見があった （詳細は別紙のとおり）。

う努める。

また、公立文化施設等と連携協力して、 入場者数 360,000 252,000人以上 252,000 入場者数 375,643人（１日平均4,368人 （３月２０日からの総入館者数422,721人） Ａ）

収蔵映画による優秀映画鑑賞会を実施す 人以上 360,000人未満 人未満

る。

(3) 入館者数については、各館で行う展覧 特別展「日米二国 法人による自己点検評価の結 同時開催されたこの二つの展覧会は 1995年1月11日に行われた日米首脳会談 村山元首相 クリントン前大統領 の際に アメリカ美術を紹介したものとし、 （ 、 ） 、

会ごとに その開催目的 想定する対象層 間交流展 アメリ 果を踏まえつつ、各委員の協議 日本側にアメリカ側より提案された「アメリカ秀作美術展」の開催が出発点となったものである。 て、その歴史や社会を浮き彫りにし、 、 、 Ａ
実施内容、学術的意義、良好な観覧環境、 カが創った英雄た により、評定を決定する。 当初は「アメリカン・ヒロイズム」というコンセプトのもとで一つの展覧会を組織する予定であったが、このテーマにあ た、従来ない興味深い展覧会であっ

広報活動、過去の入館者数の状況等を踏ま ち－肖像が語るア った「アメリカ美術の秀作」を多数借用することが困難であったため、在日アメリカ大使館の協力によってワシントンのナ た。

えて 目標を設定し、その達成に努める。 メリカ史／アメリ ショナル・ポートレート・ギャラリーの所蔵品の国際巡回展 “Ａ Ｂrush with History” を当館でも開催することにし、 また、日米首脳会談の合意に基づ

カン・ヒロイズム また当初の予定の半分の規模の「アメリカン・ヒロイズム｣展を同時に開催することとなった。これにより、絵画１１８点に き開催したものであり、２国間の文」

も上る作品の出品が可能となった （肖像が語るアメリカ史展７５点、アメリカン・ヒロイズム展４３点） 化交流にも一役買った。。

当初の目標からは大きくそれたものの 同時にまたそれが新たな試みとしての面白みを生み出してもくれた 基本的に 美、 。 「

術館」としてよりも「歴史博物館」としての性格が強いナショナル・ポートレート・ギャラリーとの共同作業によって、展

覧会は、歴史や社会と美術との密接な結びつきを強調していくものとなり、それが「アメリカン・ヒロイズム」のほうにも

大きく影響し 「秀作主義」に捉われない視点による企画を実現させることとなった。そのためもあって、この企画は、美、

術関係者や愛好家よりも、アメリカ学の研究者や学生、アメリカの歴史や文化に興味のある方々に関心をもたれ、通常とは

異なる層の来館者があった。

・共催者・開催期間・陳列総件数

別紙「実績報告書６０～６１ページ参照」

・社会的反響

別紙「実績報告書６１ページ参照」

・アンケート結果

展覧会について９割を越える肯定的意見があった （詳細は別紙のとおり）。

入場者数 40,000 28,000人以上4 28,000 入場者数 44,020人（１日平均734人） Ａ

人以上 0,000人未満 人未満

共催展「プラド美 法人による自己点検評価の結 世界屈指の美術館であるスペインの国立プラド美術館の絵画コレクションを、日本において初めて大規模に紹介する展覧 平成１４年６月１６日まで開催

術館－スペイン王 果を踏まえつつ、各委員の協議 会である。 する展覧会であり、平成１３年度末－

室コレクションの により、評定を決定する。 プラド美術館は、スペイン美術の比類ないコレクションを誇るとともに、１６、１７世紀を中心とするフランドルとヴ の時点では実績が十分に把握できな

美と栄光展」 ネツィア絵画の重要な収集によってもその名を知られている。プラド美術館の収集のこのような広がりは、美術館の前身 いため平成１４年度に評定する。

ひとつで、収蔵品の核となっているスペイン王室コレクションの歴史と趣味を反映している。ハプスブルクとブルボンの

つのスペイン王朝の宮廷は、ヨーロッパ各地の優れた画家たちに活躍の場を与え、さらに作品収集活動に情熱を注いだ。

本展は、これら”プラドの華”ともいうべき作品群の中から５点のベラスケス、６点のゴヤをはじめとする代表的作品

７点（絵画７６点、彫刻１点）を選りすぐり、現在に継承されるその美の真髄を伝え、スペイン美術の流れを、王室コレ

ションとの関わりを通じて辿ってみたものである。

なお、本展についても多数の入館者を得ることができた。

※本展覧会は平成１３年３月５日（平成１３年度）から平成１４年６月１６日（平成１４年度）まで開催

・共催者・開催期間・陳列総件数

別紙「実績報告書６２～６３ページ参照」

・社会的反響

別紙「実績報告書６２～６３ページ参照」

・アンケート結果

平成１３年度末現在において開催中の展覧会であり、引き続き平成１４年度も調査を実施
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入場者数 70,000 49,000人以上 49,000 入場者数 120,749人（１日平均5,032人 （３月５日から３月３１日までの入館者数） Ａ）

人以上 70,000人未満 人未満

企画展「デジタル 法人による自己点検評価の結 本来、ミュージアムは作品や標本などのオリジナルを収集・整理し、研究・保存し、展示する機関であり 「電子博物館」 美術館においてデジタル技術を活、 Ａ
技術とミュージア 果を踏まえつつ、各委員の協議 といった館種を越えた情報利用が進展しつつある。そこにはデジタル時代ならではの大きな可能性が含まれている。本企画 用する可能性を探るものとして注目

ム－情報・機器展 により、評定を決定する。 では、当館におけるデジタル技術の利用の試みを含む国内外の２０余のシステムやプロジェクトを集め、主として画像のデ すべき試みであり、内容的にも充実

示、セミナーによ ジタル化、蓄積、表示技術を中心として、その多様性の一端を各種ディスプレーやパネル、また関連機器、大型印刷物等で していた。

る公開プログラム 紹介した。また、それらが「複製」の歴史のなかでどういう位置を占め、ミュージアムの将来にどのような影響を及ぼして 美術作品はコンテンツの素材とし」

いくのかについてのシンポジウムやセミナーを行った。 て注目されており、民間企業の技術

本展の企画実施は、客員研究員をはじめとする外部関係者を含む実行委員会を設置し、外部の力を導入し、資金面でも特 的協力を仰ぎ、デジタル技術の有効

別協力企業の資金協力を得ることにより実現可能となった。 活用について継続して検討すること

また、これら企業の協力により入場料を無料にすることができ、実質１８日間で8,000名を越える入場者があり、予想以上 が望ましい。

の成果であった。オリジナル作品展示とデジタル画像の応用は二律背反ではなく、前者の制約を開放し、新たな可能性を探

ることこそが重要であるという認識がプログラムを通じて確認されたと考える。また、フランス美術館修復研究センター関

係者はもとより、コンピューター画家アーロンの生みの親、ハロルド・コーエン氏、オーストリア（アルス・エレクトロニ

カ・センター 、韓国（アート・センター・ナビ）の関係者など海外との交流ができた。）

※本展覧会は常設展示と併設

・共催者・開催期間・陳列総件数

別紙「実績報告書６２ページ参照」

・社会的反響

別紙「実績報告書６２ページ参照」

・アンケート結果

展覧会について９割を越える肯定的意見があった （詳細は別紙のとおり）。

(2) 収蔵品については、その保存状況を勘 貸与の状況 法人による自己点検評価の結 所蔵品の有効な活用をめざし、保存状況を勘案しつつ、国内外施設機関への積極的な貸出に努めている。 美術作品の効果的活用を図るとと

案しつつ、国内外の美術館・博物館その他 果を踏まえつつ、各委員の協議 貸出点数 もに、他館との相互活用を促進するＢ
これに類する施設に対し、貸与等を積極的 により、評定を決定する。 ２２点（絵画８点、彫刻５点、版画８点、書籍１点） ため、美術作品２２点を貸与するな

に推進する。 貸 出 先 ど中期目標に向かって概ね成果を上

（国内）東京国立近代美術館、名古屋市美術館、静岡県立美術館、愛知県美術館、奈良県立美術館、府中市美術館、岐阜県 げている。

美術館、兵庫県立近代美術館 ただし、貸与条件について、柔軟

） ） 。（海外）メトロポリタン美術館（アメリカ 、グラン・パレ（フランス 、ゴッホ美術館（オランダ） な対応を検討し改善する必要がある

収集・保管、公衆への観覧、教育３ 調査研究

(1)-1 調査研究が 収集・保管・修理・展示 調査研究の実施状況 法人による自己点検評価の結 当館は、西洋美術史、情報資料、美術館教育、保存修復・保存科学に関する調査・研究を行っている。その成果は、展覧会 普及の事業など博物館活動の推進を、 、 Ａ
教育普及その他の美術館活動の推進に寄与 果を踏まえつつ、各委員の協議 カタログ、年報、紀要等の当館刊行物および学会誌や専門誌、一般刊行物等に文章として発表され、あるいは学会発表や講 図るため、松方コレクション全体に

するものであることを踏まえ、国内外の美 により、評定を決定する。 演などの口頭による発表もなされている。これらは、専門家に対してのみならず、教育普及活動や広報活動への利用を通じ 関する調査研究、中世末期から２０

術館・博物館その他これに類する施設及び て一般の方々の西洋美術や美術館についての理解にも貢献することを目的としている 「実績報告書」に詳細が記されてい 世紀初頭の西洋美術に関する調査研。

研究機関とも連携等を図りつつ、次に掲げ るとおり、平成13年度においても充分な成果の発表がなされた。 究及び西洋美術作品の保存修復に関

る調査研究を積極的に実施する。 する調査研究等を実施するなど中期

① 収蔵品に関する調査研究 ・客員研究員１１名との調査研究・研究交流を実施。 目標に向かって着実に成果を上げて

② 美術作品に関する調査研究 ・外国人研究員５名を招聘し、積極的な研究交流を推進した。 いる。

③ 収集・保管・展示に関する調査研究 ・国内外の美術館等研究機関との連携を行った （３回） 調査研究については、外部資金の。

④ 美術史、美術動向、作者に関する調査 ・研究の件数・テーマ 獲得に努め、幅広く外部研究者との

研究 別紙「実績報告書６５～７１ページ参照」 交流を促進するなど積極的に取り組

⑤ 世界の映画作品や映画史に関する調査 ・他の博物館等との連携等件数・内容・機関名 むことが望ましい。

研究等 別紙「実績報告書７２ページ参照」 なお、研究成果については、図録

(1)-2 国内外の美術館・博物館その他これに ・招聘者の名前・所属機関名・受入期間・研究内容・成果 等の刊行物のみならず、学会等にお

類する施設の職員を、客員研究員等の制度 別紙「実績報告書７２ページ参照」 いても幅広く積極的に発表すること

を活用し招聘し、研究交流を積極的に推進 ・公開している刊行物名・印刷部数・配布先 が望ましい。

する。 当館刊行物は本館フリーゾーンに設置する美術情報エリアで公開している他、国内外の美術館等機関にも配布し、広く情報

(2) 調査研究の成果については、展覧会、美 発信を行っている。

術作品の収集等の美術館業務に確実に反映 平成１３年度刊行物名：別紙「実績報告書８０ページ～８６ページ参照」

させるとともに、研究紀要、学術雑誌、学 発行部数： 国立西洋美術館年報 （発行800部 『国立西洋美術館研究紀要 （発行800部 『国立西洋美術館ニュース （発『 』 ）、 』 ）、 』

会及びインターネットを活用して広く情報 行2,500部 『展示予定 （発行100,000部、入館者へ無料配布））、 』

を発信し、美術館に関連する研究の振興に ・学会発表件数・研究テーマ（講演１３件、研究発表３件）

供する。 別紙「実績報告書６５～７１ページ参照」

また、各種セミナー・シンポジウムを開 ・シンポジウム等の回数・内容（シンポジウム１回、セミナー３回）

催する。 別紙「実績報告書７６～７８ページ参照」
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客員研究員招 ６人以 ４人以上６人 ４人未 客員研究員招聘人数 １１名 Ａ

聘人数 上 未満 満

新たに美術作品に関する図書2,913４ 教育普及

(1)-1 美術史その他の関連諸学に関する基礎 資料の収集及び公開 法人による自己点検評価の結 国内外の美術館等との交換図書等による資料の積極的収集を図った。また、美術情報エリア及び、研究資料センターにおい 冊を収集し、美術情報エリアや研究Ａ
、資料及び国内外の美術館・博物館に関する （閲覧）の状況 果を踏まえつつ、各委員の協議 てレファレンス機能の充実を図っている。 資料センターにおいて公開するなど

情報及び資料について広く収集し、蓄積を により、評定を決定する。 中期目標に向かって着実に成果を上

図るとともに、レファレンス機能の充実を ・交換件数468件（国内219件、海外249件） げている。

図る。 研究者や専門家を対象とした活動 として 過去４０年以上にわたって収集してきた西洋美術史研究のための文献資料 約 研究資料センターを研究者等に対「 」 、 （

(1)-3 国内外の美術館等との連携を強化する 24,000冊）やマイクロフィッシュ（約37,000枚）を、広く外部の専門家や研究者に公開し、西洋美術史研究および美術館活 する西洋美術研究の中心的な資料室

とともに、資料室等の整備・充実を図る。 動の振興に資することを目的として、３月に研究資料センターを開設した。 として整備することが望ましい。

・収集した資料の件数・内容 今後も、４館の資料を登録及び検

美術館における研究を推進するための図書資料、写真資料等の収集蓄積を図った。 索できる現代的システムの開発や広

図書資料2,913冊（データ入力済冊数 、マイクロフィッシュ190枚、写真原板43枚、マイクロフィルム22本 報の強化を図り、より一層、資料を）

活用することが望ましい。

(2) 新学習指導要領、完全学校週５日制の実 児童生徒を対象とした 法人による自己点検評価の結 「子どもを対象とした活動」としては 「子どもから楽しめる美術展－水の誘い」を実施した。所蔵作品を中心とするプ 教育普及の取組みの充実や学校教、

施等を踏まえ、学校、社会教育関係団体と 講座等の実施状況 果を踏まえつつ、各委員の協議 ログラムで、本年度は美術・工芸作品に表現された”水”に注目し、芸術表現の多様性に目を向けてもらうことを目的とし 育における美術館の活用の推進を図Ａ
連携協力しながら、児童生徒を対象とした により、評定を決定する。 て、他館からも幾つかの作品を借用してより幅広い表現を紹介した。さらに、展覧会の会場（新館２階版画素描室）以外の るため、限られた人員と予算で積極

美術品解説資料等の刊行物の作成、講座、 常設展示室に展示されている作品についても、水の表現に注意を促すためのガイダンスと、２点の作品の横に無料の解説カ 的に「子どもから楽しめる美術展～

ワークショップ等を実施することにより、 ードを設置した。さらに、このテーマに興味を持った子どもや大人が、より深い体験や知識を得られるように多くの関連プ 水の誘い」を実施し、平成１２年度

美術作品等への理解の促進、学習意欲の向 ログラムを実施した。特に、音楽というジャンルからの水の表現へのアプローチとなるコンサートは、今回初の試みであっ 以上の実績を上げるなど中期目標に

上等を促し、心の教育に寄与するような教 た。展覧会期間中の平日には、学校の団体に対してギャラリートークも実施した。 向かって着実に成果を上げている。

育普及事業を推進する。 また、美術館という施設とそこで働く人々や仕事への関心から、毎年多くの中学校では、修学旅行時に社会見学として、

また、児童生徒を対象とした事業につい 様々な職場を訪問し、インタビューを行っている。当館でも春と秋にこうした要請に対応し、美術館の機能について紹介を

て、中期目標の期間中毎年度平均で平成１ 行った。

２年度の実績以上の参加者数の確保に努め 「教員を対象とした活動」として、企画展開催時に１回ずつ、教員を対象とする観賞プログラムを試行した。日頃、多忙

る。 な教員に、展覧会を楽しんでもらうことが目的のこの試みは、まず近隣地区の小・中・高等学校を対象にして実施した。

・児童生徒を対象とした講座等の実施回数・内容

別紙「実績報告書７３～７４ページ参照」

・先生（小・中学校教員）のための鑑賞プログラム実施回数・内容

別紙「実績報告書７４～７５ページ参照」

・ 子どもから楽しめる美術展－水の誘い」アンケート結果「

展覧会について９割を越える肯定的意見があった （詳細は別紙のとおり)。

３回以 ２回 ２回未 子どものための美術展（創作体験プログラム ）件数 ４回 Ａこどものための美術

上 満 子どものための美術展（コンサート ） 件数 １回（創作体験プログラ

ム）件数

4 0人以 28人以上40人 2 8人未 子どものための美術展（創作体験プログラム ）参加者数 ５１人 Ａこどものための美術

上 未満 満 子どものための美術展（コンサート ） 参加者数 １５０人(創作体験プログ

ラム)参加者数

２回以 １回 ０回 先生（小・中学校教員）のための鑑賞プログラム開催件数 ２回 Ａ先生(小・中学校教

上員)のためのプログ

ラムの開催件数

140人以 98人以上140人 9 8人未 先生（小・中学校教員）のための鑑賞プログラム参加者数 １４８人 Ａ先生(小・中学校教

上 未満 満員)のためのプログ

ラム の参加者数
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、(3) 美術作品に関し、その理解を深めるよう 講演会等の実施状況 法人による自己点検評価の結 「一般を対象とした活動」としては、企画展開催時に講演会、スライドトーク、ギャラリートークなどを実施し、オーディ 美術作品等の理解促進を図るため

な講演会、講座、スライドトーク及びギャ 果を踏まえつつ、各委員の協議 オガイドや無料の簡易なブリーフガイドを用意した。 限られた人員と予算で積極的に講演Ａ
ラリートーク等を実施する等、生涯学習の により、評定を決定する。 会、スライドトーク、ギャラリート

推進に寄与する事業を行う。 ・講演会等の件数・名称・開催期間・内容 ークを実施し、平成１２年度以上の

それらの事業について、中期目標の期間 別紙「実績報告書７５～８０ページ参照」 実績を上げるなど中期目標に向かっ

中毎年度平均で平成１２年度の実績以上の ・イヤホンガイドの実施（３展覧会で実施） て着実に成果を上げている。

参加者数の確保に努める。 「イタリア・ルネサンス宮廷と都市文化展 「アメリカが創った英雄たち－肖像が語るアメリカ史／アメリカン・ヒロイズ また、講座等については、年齢・」、

また、その参加者に対しアンケートを行 ム展 （自主企画展 「プラド美術館－スペイン王室コレクションの美と栄光展」において、イヤホンガイドを実施した。 性別・学歴を問わず、幅広い国民各」 ）、

い、回答数の８０％以上から、その事業が なお、自主企画展でのイヤホンガイド制作は初の試みである。 層を対象とするよう配慮し、その他

有意義であったと回答されるよう内容につ の業務に支障を来たさない程度に充

いて検討し、さらに充実を図る。 実させることが望ましい。

企画展における ３回以 ２回 １回 企画展における講演会等の開催件数 １７回 Ａ

講演会等の開催 上

件数

企画展における 770人以 539人以上770 539人未 企画展における講演会等の参加者数 ２，８６０人 Ａ

講演会等の参加 上 人未満 満 (「プラド美術館展」小中学生無料化広報周知のための特別講演会 1,522人含む）

者数

スライドトーク ５回以 ４回 ４回未 スライドトーク等の実施件数 １７回（スライドトーク６回、ギャラリートーク１１回） Ａ

等の実施件数 上 満

スライドトーク 700人以 490人以上700 490人未 スライドトーク等の参加者数 １，０６５人（スライドトーク７６８人、ギャラリートーク２９７人） Ａ

等の参加者数 上 人未満 満

講演会等に対す 80％以 56％以上80％ 5 6％未 すべての講演会等に対するアンケートの結果については、概ね９０％以上が肯定的回答であった Ａ

るアンケート結 上 未満 満 （詳細は別紙のとおり）

果

(4)-1 美術館・博物館関係者等を対象とした 研修等の取組み状況 法人による自己点検評価の結 美術館関係者等の資質 専門性を高めるため 文化庁と協力 あるいは大学との連携等による研修・教育事業を実施した 美術館関係者等の人材育成及び人、 、 、 。

研修プログラムについて検討、実施する。 果を踏まえつつ、各委員の協議 的ネットワークの形成を図るため、Ｂ
、(4)-2 全国の公私立美術館等の学芸担当職員 により、評定を決定する。 別紙「実績報告書８０ページ参照」 他の機関が実施する研修等へ協力し

（キューレーター）の資質を向上し、専門 ・他の機関が実施する研修・教育へ協力。 東京大学大学院人文社会系研究科文

性を高めるための研修を実施し、人材養成 別紙「実績報告書８０ページ参照」 化資源学研究専攻と連携・協力に関

を推進する。 ・東京大学大学院人文社会系研究科文化資源学研究専攻の教育・研究における連携・協力に関して協定を締結した。 する協定を結ぶなど中期目標に向か

(4)-3 公私立美術館・博物館等の展覧会の企 別紙「実績報告書８０ページ参照」 って概ね成果を上げている。

画に対する援助・助言を推進する。 ・西洋美術史及び美術館活動に関して、大学等において非常勤講師等として教育を行った。 今後も、受入可能な人数の範囲内

(4)-4 公私立美術館・博物館等が実施する研 別紙「実績報告書８０ページ参照」 で積極的に取組む必要がある。

修会への協力・支援を行うとともに、情報 ・インターンシップ制度の実施(平成14年度）に向けて諸制度の整備を行い、平成14年2月より募集を行った。

交換、人的ネットワークの形成に努める。

(5)-1 収集、保管、修理、展示、教育普及、 広報活動の状況 法人による自己点検評価の結 西洋美術史、情報資料、美術館教育、保存修復・保存科学に関する調査・研究を行い、その成果は、展覧会カタログ 『国 文化、美術作品及び国立美術館に、

調査研究その他の事業について、要覧、年 果を踏まえつつ、各委員の協議 立西洋美術館年報 発行800部 国立西洋美術館研究紀要 発行800部 国立西洋美術館ニュース 発行2,500部 展 ついて国民の理解促進を図るため、』（ ）、『 』（ ）、『 』（ ）、『 Ａ
報、展覧会図録、研究論文、調査報告書等 により、評定を決定する。 示予定 発行100,000部 入館者へ無料配布 等の当館刊行物及び 学会誌や専門誌 一般刊行物等に文章として発表され 研究紀要、展覧会図録、シンポジウ』（ 、 ） 、 、 、

の刊行物、ホームページ、またはマスメデ あるいは学会発表や講演などの口頭による発表もなされている。これらは、専門家に対してのみならず、教育普及活動や広 ム報告書、国立西洋美術館ニュース

ィアを利用して広く国民に積極的に広報活 報活動への利用を通じて一般の方々の西洋美術や美術館についての理解にも貢献することを目的としている。なお、当館刊 等を発行するなど中期目標に向かっ

動を展開するとともに、国立美術館への理 物は本館フリーゾーンに設置する美術情報エリアで公開している他、国内外の美術館等機関にも配布し、広く情報発信を行 て着実に成果を上げている。

解の促進を図る。 ている。 より一層、国民に美術館活動が理

また、その内容について充実を図るよう 解されるよう内容を工夫し、今後も

努力するとともに、４館共同による広報体 ・刊行物の名称 積極的に実施することが望ましい。

制の在り方について検討を行う。 別紙「実績報告書８０～８６ページ参照」 また、インターネットを積極的に

活用した広報について検討すること

①「国立西洋 ２回以 １回 ０回 『国立西洋美術館ニュース』出版件数 １回 Ｂ が望ましい。

美術館ニュー 上

ス」出版件数

②展示予定表 ２回以 １回 ０回 『展示予定』出版件数 １回 Ｂ

出版件数 上
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(1)-2 収蔵品等の美術作品その他関連する資 収蔵品の情報デジタル 法人による自己点検評価の結 美術館活動を積極的に広報し、より多くの人々が美術館を利用しやすくすることを目的として、また、美術館の情報の改善 文化、美術作品及び国立美術館に

料の情報について、長く後世に記録を残す 化及びその活用状況 果を踏まえつつ、各委員の協議 を図るためホームページの改訂を行った。ホームページでは、日本語及び英語により、コレクション、展覧会情報、講演会 ついて国民の理解促進を図るため、Ａ
ために、デジタル化を推進する。 により、評定を決定する。 ・スライドトーク等のイベント、交通・利用案内、館内施設案内などを常時掲載し、適時更新を行っている。 平成１３年度末までに、２０４点の

(5)-2 国内外に広く情報を提供することがで 当館が収蔵している作品のデータ・画像入力を行い、データベース化を推進している。デジタルギャラリーでは、今年度 デジタル化を実施し、美術館情報に

きるホームページについては、教育普及な ２２点の追加により２０４点の公開を行っている。 ついてホームページで公開するなど

ど多様な活用ができるようコンテンツを工 ・デジタル化件数 中期目標に向かって着実に成果を上

夫し、中期目標の期間中毎年度平均で平成 絵画１５５点、素描２４点、版画１０点、彫刻１５点 合計２０４点 げている。

１２年度のアクセス件数以上となるよう努 また、美術作品に関する情報のデ

力する。 ータベース化にあたっては、標準化

(5)-3 デジタル化した収蔵品等の情報につい を検討するなど国民が簡便な方法で

て、美術情報システム等により広く積極的 アクセス出来るシステムの開発を常

に公開するとともに、その利用方法につい に心懸けることが望ましい。

て検討する。 美術作品がコンテンツの素材とし

また、デジタル情報の有料提供について て注目される中で、著作権について

の方策を検討する。 慎重に取り組むことが望ましい。

ホームページ 275,000 192,500件以上 192,500 トップページアクセス件数 ４４７，６０７件（日本語版401,012件、英語版46,595件） Ａ ホームページについては、さらに内

のアクセス件 件以上 275,000件未満 件未満 容、外国語版など充実させることが

数 （ホームページ総アクセス件数 ３，１０１，３５７件） 望ましい。

(6)-1 ボランティア等や支援団体を育成し、 ボランティアの活用 法人による自己点検評価の結 ボランティアについては、その導入のあり方について検討を行っている。 「子供から楽しめる美術展－水の

ボランティア等と連携協力して展覧会での 状況 果を踏まえつつ、各委員の協議 ・今年度は「子供から楽しめる美術展－水の誘い」を実施するにあたり、大学生等ボランティアの参加を得た。 誘い」において、ボランティアの受Ｂ
解説など国立美術館が提供するサービスの により、評定を決定する。 入れを試みており、今後も、更にボ

充実を図る。 ランティアの導入の可能性を広く検

討する必要がある。

(6)-2 企業との連携等、国立美術館の業務が 渉外活動の状況 法人による自己点検評価の結 展覧会を開催するに当たり、新聞社、企業、メセナ財団より企画等の協力及び、財政支援を得て、企画運営、渉外、利用者 国立美術館の業務の充実を図るた

より充実するよう今後の渉外活動の方針に 果を踏まえつつ、各委員の協議 サービス等の充実を図ることができた。 め新聞社等より企画・運営・広報・Ｂ
ついて検討を行う。 により、評定を決定する。 また、展覧会への支援協力を得た企業等に対し、特別鑑賞会を開催した。 輸送等の協力を得るなど中期目標に

・企業との連携 向かって概ね成果を上げている。

今後も、引き続き検討する必要が

別紙「実績報告書８６～８７ページ参照」 ある。

５ 新たな美術館施設の円滑な運営について

(1) 東京国立近代美術館本館については、平 開館への準備状況 法人による自己点検評価の結 東京国立近代美術館及び国立国際美術館で実施。 (東京国立近代美術館本館及び国立国－
成１４年の開館に向けて、体制整備、展示 果を踏まえつつ、各委員の協議 際美術館で評定 ）。

等の実施準備を進め、開館後は円滑な事業 により、評定を決定する。

実施に努める。特に、展示面積の増加を機

に展示内容の一層の充実を図る。

(2)国立国際美術館新館については、平成１

６年の移転に向けて、体制整備、展示等の

実施準備を進め、開館後は円滑な事業実施

に努める。具体的な管理運営のあり方等に

ついては開館までに検討を進める。

法人による自己点検評価の結 平成１４年度から実施。６ 新国立美術展示施設（ナショナル・ギャ

果を踏まえつつ、各委員の協議 （平成１４年度から評定する ）ラリー （仮称）の開設に向けた準備につい） － 。

により、評定を決定する。て

文化庁が平成１８年を目途に開設を予定し

ている新国立美術展示施設（ナショナル・ギ

ャラリー （仮称）について、文化庁と連携）

、 、・協力し その円滑な開設に向けた体制整備

展示事業等の準備を推進する。
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入館者に対するサービスの向上を

７ その他の入館者サービ 法人による自己点検評価の結 入館者サービスの充実を図るため エントランスロビーには英語対応も可能な案内カウンターを設置し 来館者への案内 図るため高齢者、身体障害者のためその他の入館者サービス 、 、 、 Ａ
(1)-1 高齢者、身体障害者等の利用にも配慮 ス 果を踏まえつつ、各委員の協議 質問への対応 情報の提供等を行っている また サイン 休憩室の整備 会場内各所への休憩用椅子の配置 美術館情報 のトイレやエレベータ等の設置、小、 。 、 、 、 、 、

した快適な観覧環境を提供するため、各館 により、評定を決定する。 広報印刷物等の無料配布を実施し、特に高齢者・身体障害者等の利用については、車椅子や杖の貸出サービスを行うととも 中学生の常設展の無料化、休憩室の

の方針に従って展示方法、表示、動線、施 に 整備、広報物の無料配布、音声ガイ

設設備の工夫、整備に努める。 今年度は本館地下（トイレ・休憩室）階段のノンスリップ化及び手すりを増設する改修工事を施工した。 ド、夜間開館、無料観覧日、柔軟な

(1)-2 入館者サービスの充実を図るため、観 展示については、展示説明・構成・動線等を適宜見直し、音声ガイドの実施（３展覧会においてイヤホンガイド実施）及 開館時間の変更、前庭のフリーゾー

覧環境の整備プログラム等を策定し、計画 び、国立西洋美術館ガイド、展覧会案内チラシ、展示予定パンフレット並びに、展示作品リストの無料配布を実施している ン化など中期目標に向かって着実に

的な整備を行う。 また、従来より毎週金曜日夜間開館（２０時まで）及び、常設展については毎月第２・第４土曜日と文化の日に無料観覧 成果を上げている。

(1)-3 一般入館者を対象とする満足度調査及 を実施している。 特に、小中学生の常設展の無料化

び専門家からの批評聴取等を定期的に実施 来館者の声を聞くために館内に意見箱を設置し、また、展覧会ではその都度来館者調査を実施し、今後の事業運営並びに は、今後の教育普及事業との相乗効

し、調査結果を展示等に反映させるととも より良いサービスの提供についての資料としている。 果を期待する。

に、必要なサービスの向上に努める。 当館は施設・景観を共同で構成する上野文化ゾーンのなかにあって、それにふさわしい開かれた空間を提供することとし 今後も、アンケート結果の分析や

(1)-4 展示解説の内容を充実させるととも ロダンの彫刻を配する前庭及び本館１階部分のレストラン、ミュージアムショップ、情報エリアなどを上野公園来園者、来 モニター制度を検討するなど的確に

に、見やすさにも配慮する。また、音声ガ 者にフリーゾーンとして広く開放し好評を得ている。 入館者のニーズを把握し、きめ細か

イド等を活用した情報提供を積極的に推進 今年度、新たな試みとして、常設展および共催者の協力が得られた場合には、企画展についても小中学生の観覧料を無料 なサービスを提供することが望まし

し 入館者に対するサービスの向上を図る し、ゴールデンウィーク期間中は無休とした。また、展覧会の混雑緩和策として、状況に応じて閉館時間の延長、開館時間 い。、 。

(2)入館者のニーズを把握、分析し、夜間開 早める措置を講じている。

館の実施等開館時間の弾力化や小中学生の

入場料の低廉化など、入館者へのサービス ・入館者サービス

を心がけた柔軟な美術館展示活動等を行 別紙「実績報告書８７～８８ページ参照」

い、気軽に利用でき、親しまれる美術館と ・金曜日夜間開館（２０時まで 、無料観覧日（毎月第２・第４土曜日及び、文化の日）実施）

なるよう努力する。 実施日数 利用者数

(3)ミュージアムショップやレストラン等の 夜間開館日 47日 25,172人

施設を充実させるな ど、入館者にとって 無料観覧日 24日 12,309人

快適な空間となるよう館内環境を工夫す (常設展のみ）

る。
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◎項目別評価（国立国際美術館）

Ⅰ 業務運営の効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置

評定基準 評 定
中 期 計 画 指標又は 指標又は評価項目に係る実績

段階的 定性的評定評価項目 Ａ Ｂ Ｃ
評定

１ 職員の意識改革を図るとともに、収蔵品 効率化の状況 法人による自己点検評価の結 １ 業務運営の効率化を図るため給与計

の安全性の確保及 び入館者へのサービスの 果を踏まえつつ、各委員の協議 （１）平成１３年度独立行政法人移行時において、本部組織を構築し会計関係の概算要求関係、職員給与、共済組合関係な 算事務、共済組合事務などの事務の一Ｂ
、 、 、向上を考慮しつつ、運営費交付金を 充当し により、評定を決定する。 どの一元化を行い効率化を図った。 元化 室温の管理 廊下・会談の消灯

て行う事業については、国において実施され （２ ・省エネルギー ゴミの分別等によるリサイクル、ＯＡ）
ている行 政コストの効率化を踏まえ、業務 管理部門の室温を年間常温（夏季２７度・冬季２５度）とし、また廊下、階段などは消灯することにより、電力量 化によるペーパーレス化及び看視業務

の効率化を進め、中期目標 の期間中、毎事 の省エネルギー対策を講じている。 の外部委託等を実施し、法人全体の運

業年度につき新規に追加される業務、拡充業 ・廃棄物減量化 営費交付金の１．３７％の効率化に積

務分等を除き１％の業務の効率化を図る。 ゴミの分別収集を行い、用紙・新聞は売り払いをすることにより、廃棄物減量化を行っている。 極的に貢献するなど、中期目標に向か

具体的には、下記の措置を講ずる。 ・リサイクルの推進 って概ね成果を上げている。
(1) 各美術館の共通的な事務の一元化によ グリーン購入法に基づく商品を購入し、不用となった折りには、廃品回収業者に引き渡すことにより、リサイクル しかし、まだ改善可能な点があると

る業務の効率化 の推進を図る。 思われるので、美術館本来の業務に支

(2) 省エネルギー、廃棄物減量化、リサイ ・ペーパレス化の推進 障のない程度に一般競争入札や外部委

クルの推進、ペーパーレス化の推進 管理部門の通知文書などはグループウエアで行うことにより、ペーパレス化の推進を図っている。 託を実施するなど、引き続き積極的に

(3) 講堂・セミナー室等を積極的に活用す （３）施設として講堂があり、講演会、ワークショップ、各種委員会の利用に供している。 取組む必要がある。

るなど施設の有効利用の推進 （４）外部委託業務については、平成１４年度より看士委託業務を新たに導入する。

(4) 外部委託の推進 （５）Ｗｅｂベースのグループウエア（サイボーズoffice４）を導入し、情報の共有による業務の効率化を図っている。
(5) 事務のＯＡ化の推進 （６）メールアドレスをグルーピングすることにより、外部からの通知などの連絡や担当者不在時の対応などが速やかに

(6) 連絡システムの構築等による事務の効 行え、事務の効率化を図っている。
率化 （７）独立行政法人国立美術館会計規程第２３条のより、随意契約を行っている。ただし、複数業者に仕様説明を行い、

(7) 積極的な一般競争入札を導入 見積書を徴収することにより、経費の軽減を図っている。

２
２ 外部有識者も含めた事業評価の在り方に 外部委員による評議員会を年１回開催し、予算、事業、組織などの前年度報告及び次年度計画の承認を行っている。評議

ついて適宜、検討を行いつつ、年１回程度事 員会で聴取した意見は、館運営に反映させることとしている。
業評価を実施し、その結果は組織事務、事業 平成１３年度は各館において勉強会の実施を行ったが、平成１４年度においてはそれに加え、公認会計士やシステムエン
等の改善に反映させる。また、研修等を通じ ジニアによる講演会、講習会を実施し、より一層の職員の理解促進、意識や取り組みの改善を図る。
て職員の理解促進、意識や取り組みの改善を
図っていく。 効率化の達成率 1. 5％ 1.0％以上 1.0％未 平成１３年度は，独立行政法人国立美術館全体で１．３７％の効率化を達成した。 Ｂ

平成１３年度予算－運営費交付繰越額＝平成１３年度純予算額 （平成１３年度純予算額－決算額）／決算額＝効率化率以上 1.5％未満 満
4,726,536千円－74,848千円＝4,651,688千円 4,651,688千円－4,588,482千円／4,588,482千円＝０．０１３７７

Ⅱ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

評定基準 評 定
中 期 計 画 指標又は 指標又は評価項目に係る実績

段階的 定性的評定評価項目 Ａ Ｂ Ｃ
評定

国立国際美術館の収集方針に基づ１ 収集・保管

(1)-1 体系的・通史的にバランスのとれた収 美術作品の収集（購入 法人による自己点検評価の結 特筆すべき成果としては、洋画においては、菅井汲の初期の代表作《侍 （1960年）及び中西夏之の70年代初頭の貴重な作 き、菅井汲作「侍」など質の高い美術》 Ａ
蔵品の蓄積を図る観点から、次に掲げる各館 ・寄贈・寄託）の状況 果を踏まえつつ、各委員の協議 品である《山頂の石蹴りNo.7 （1970年）等を購入し、戦後日本の絵画作品が充実するところとなった。 作品を１６７点購入し、新たに寄贈１》
の収集方針に沿って、外部有識者の意見等を により、評定を決定する。 また版画においては、泉茂《深夜のセロ弾き （1954年）他8点や駒井哲郎《海底の祭（1951年 》他12点など1950年代の現 ０点、寄託２５点を受入れるなど中期》 ）
踏まえ、適時適切な購入を図る。また、その 代版画の代表作を多数購入するとともに、阿部芳文と瀧口修造による《妖精の距離 （1937年）をはじめとする詩画集の収集 目標に向かって着実に成果を上げてい》
ための情報収集を行う。 にも力を注いだ。日本の戦後美術に多大な影響を与えた詩人・美術評論家であった瀧口修造関連の作品は、これまでも継続的 る。

に収集を行っており、今年度も先の《妖精の距離》以外にも《デカルコマニー （1963年）及び《漂流物・標本函 （1974年） 寄附・寄贈は有効な収集方法の１つ（東京国立近代美術館） 》 》
近・現代の絵画・水彩・素描 版画 彫刻 を購入し、収集の欠を補うことができた。 であるため、文化庁と連携協力し税制、 、 、

写真等の作品、工芸作品、デザイン作品、映 彫刻の代表的な収集品としては、三木富雄の代表作であり、強化プラスチックに銅メッキを施した堂々たる作品である《E 問題を含めたその推進方策を検討する
画フィルム等を収集する。 ＡR （1967年頃）を購入するとともに、他の同時期の作品３点も併せて購入し、三木の「耳」作品の体系的な収集ができた。 ことが望ましい。》
美術・工芸に関してはコレクションにより 工芸においては、当館がすでに所蔵している《岩の聖書 （1993年）以前の荒木高子の仕事を押さえる意味で《黒い聖書》》

近代美術全般の歴史的な常設展示が可能とな （1980年）を購入するとともに、関西在住で現代陶芸の先駆者である林康夫による近年の陶芸作品3点を購入し、工芸作品の
るように、歴史的価値を有する作品・資料を 充実を図った。
収集する。 写真においては東松照明の50年代から近年の作品まで14点をまとめて購入する機会に恵まれた。
また、映画フィルム等については、残存す また、当館で開催した展覧会の出品作家たちの作品を購入し、展覧会と連動する形で同時代の美術作品に努めている。今年

るフィルムを可能な限り収集するとともに積 度は、それぞれ個展形式で展覧会を開催した田中信太郎及び宮﨑豊治の彫刻作品、ローリー・トビー・エディソンの写真作品
極的に復元を図る。 の他 特別展 主題としての美術館 展に出品したカンディーダ・ヘーファー及びヴィック・ムニーズの写真作品 企画展 ア、 「 」 、 「

フター・イメージ」展に出品した高谷史郎の映像インスタレーション作品等を購入することができた。
＊購入作品等については、別紙実績報告書１０６の１～１０６の１３頁参照
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（京都国立近代美術館）
近代美術史における重要な作品など、近・

現代の美術・工芸・写真・デザイン作品等を
収集する。その際、京都を中心とする関西な
いし西日本に重点を置き、地域性に立脚した
収蔵品の充実にも配慮する。
（国立西洋美術館）
中世末期から２０世紀初頭に至る西洋美術

の流れの概観が可能となるように、松方コレ
クションを中心とした近代フランス美術の充
実、近世ヨーロッパ絵画の充実及びヨーロッ
パ版画の系統的収集を行う。
（国立国際美術館）
日本美術の発展と世界の美術との関連を明

らかにするために、主に１９４５年以降の日
本及び欧米の現代美術並びに国際的に注目さ
れる国内外の同時代の美術を系統的に収集す
る。
(1)-2 収蔵品の体系的・通史的なバランスの
観点から欠けている部分を中心に、寄贈・寄
託品の受け入れを推進するとともに、その積
極的活用を図る。

(2)-1 国民共有の貴重な財産である美術作品 保管の状況 法人による自己点検評価の結 展示場内では、作品を安全に展示するために展示場内数十箇所の温度・湿度、空気汚染、照明、防災対策、保安対策などの 収蔵品の保存及び管理環境の維持充

を永く後世へ伝えるとともに、展示等の美術 果を踏まえつつ、各委員の協議 調査を継続的に実施し、必要に応じた改善の実施を行っている。 実を図るため美術作品の種類、保管場Ａ
館活動の充実を図る観点から、収蔵品を適切 により、評定を決定する。 また、収蔵庫の温度・湿度のデータの管理により、作品への影響を最小限とするよう空調設備の運転を行っている。 所等の違いにより、温湿度や照明等を

な環境で管理・保存する。また、保存体制の 空調稼働時間 温度 湿度 適正に管理するなど中期目標に向かっ

整備・充実を図る。 展示場 ： 夏期 9:30～17:00 ２５℃ ５０％ て着実に成果を上げている。

(2)-2 環境整備及び管理技術の向上に努める 冬期 9:30～17:00 ２０℃ ５０％ 今後も、年間を通して適正な温湿度

とともに、展示作品の防災対策の推進・充実 収蔵庫 ： 夏期、冬期 9:30～17:00 ２２℃ ５５％ の管理をすることが望ましい。
を図る。 また、保存カルテを作成するととも

に、長期的に保存環境を整備すること
が望ましい。

(3)-1 修理、保存処理を要する収蔵品等につ 修理の状況 法人による自己点検評価の結 緊急に修復を必要とする収蔵品のうち、緊急性の高いものから計画的に修復を行った。 傷みの著しいジャン＝ピエール・レ

いては、保存科学の専門家等との連携の下、 果を踏まえつつ、各委員の協議 今年度は下記の作品の修復を実施。 イノー作「木の葉」２１点を修理するＢ
修理、保存処理計画をたて、各館の修理施設 により、評定を決定する。 ジャン＝ピエール・レイノー《木の葉 （1975年） など中期目標に向かって概ね成果を上》

等において以下のとおり実施する。 剥落した葉の接着、額装 げている。
① 緊急に修理を必要とする収蔵品のうち 修理報告書を作成しデータベース化、
緊急性の高いものから各分野ごとに計 することは、美術作品を再修理する際
画的に修理を実施。 の貴重な記録となるため、積極的に取

② 伝統的な修理技術とともに科学的な保 り組むことが望ましい。
存技術を取り入れて実施。 また、多くの美術作品が修理を必要

(3)-2 国内外の美術館等の修理、保存処理の とする中で、中・長期的な修理計画を
充実に寄与する。 立てる必要がある。

広く国民に優れた美術作品を観覧す２ 公衆への観覧

(1)-1 国民のニーズ 学術的動向等を踏まえ 展覧会の状況 法人による自己点検評価の結 平成１３年度は、現代美術を中心に、日本美術の成立と発展が世界の美術のそれと密接な関係を有することを美術作品の展覧 る機会を与えるため、国民の関心に応、 、 Ｂ
各館において魅力ある質の高い常設展・企画 果を踏まえつつ、各委員の協議 を通じ、系統的具体的に明らかにするため下記のとおり展覧会を実施した。特別展及び企画展については、８回実施した。 えたものや学術的意義の高いものなど
展や企画上映を実施する。 により、評定を決定する。 また、その他地方巡回展も実施した。 バランスに配慮しながら常設展、企画

なお、各館の連携による共同企画展等については、検討中である。 展８回、地方巡回展２回を開催し、目
標入館者数以上の実績を上げるなど、

(1)-2 常設展においては、国立美術館の各館 中期目標に向かって概ね成果を上げて
の特色を十分に発揮したものとするととも いる。
に、最新の研究結果を基に、美術に関する理 現代美術中心のため、作品が難解で
解の促進に寄与する展示を実施する。 集客に結びつけることが難しいが、よ
(1)-3 企画展等においては、積年の研究成果 り多くの人々に現代作品を紹介できる
の発表や時機に合わせた展示を企画し、学術 よう企画・内容を工夫する必要があ
水準の向上に寄与するとともに、国民のニー る。なお、広報活動については、さら
ズに対応した展示を実施する。企画展等の開 に充実を図る必要がある。
催回数は概ね以下のとおりとする。
なお、実施にあたっては、国内外の美術館 平成１３年度常設 法人による自己点検評価の結 当館の常設展示は 作品の収集方針に沿って 主として第二次世界大戦後から今日に至る世界の美術の動向を紹介している １９４５年以降の日本及び欧米の現、 、 。

及びその他の関 連施設と連携を図るととも 展示 果を踏まえつつ、各委員の協議 展示作品は 受託品を含む館蔵品から選び 年に4回の展示替えを行った 展示場所は 企画展等の使用会場との兼ね合いで 代美術等を紹介するため地下、１階及、 、 。 、 、 Ａ
に、国際文化交流の推進に配慮する。 により、評定を決定する。 地階、１階、２階を充てた。ロビー、屋外展示場など、屋内展示場以外のスペースには、主に彫刻を展示した。また、地階に び２階において常設展を実施してお

映像芸術（ヴィデオ・アート）を自由に鑑賞できるコーナーを設け、年に4回程度、展示替えを行った。 り、年間を通して４回の陳列替えを行
可能な限り多くの所蔵品を紹介すべく努力しているが、展示スペースに限界があり、残念ながら十分に紹介できる機会を持 うなど、魅力ある常設展とするため積

ち得ていないのが現状である。今後も引き続き工夫していかなければならないと痛感している。 極的に取組んだ。作品が難解なことや
立地条件等から入館者数は伸び悩んで
いるが、積極的に広報等に取組み、よ
り多くに人々に観覧してもらえるよう
努力する必要がある。なお、平成１３

入場者数 40,000 28,000人以上 28,000 入場者数 １１８，５６７人 Ａ 年度は「エジプト文明展」の影響で多
人以上 40,000人未満 人未満 くの人々が観覧した。
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展覧会の内容については申し分ない

「世界四大文明 法人による自己点検評価の結 「世界四大文明 エジプト文明展」は、NHK大阪放送局との共催展であり、平成12年の夏に東京と横浜の四つの博物館・美術 が、活動の中核に現代美術をおく国（東京国立近代美術館） Ａ
本 館 年３～５回程度 エジプト文明展」 果を踏まえつつ、各委員の協議 館で同時に開催された「世界四大文明展」の全国巡回展の一つである。 立国際美術館において、エジプト文明
工芸館 年２～３回程度 により、評定を決定する。 ナイル河の上流からもたらされる河水と肥沃な土壌により、紀元前3000年頃、エジプトでは農耕文化の開花とともに、偉大 展を開催することに違和感を感じる。
フィルムセンター 年５～６番組程度 な文明が形成された。巨大なピラミッドや壮麗な神殿が数多く造られ、それらは栄華を誇った古代エジプト文明の遺産として しかし、これを開催することにより、

今も残されている。神殿や墳墓には、色鮮やかな絵画やレリーフ、彫刻や道具などが数多く副葬された。それらから古代エジ 入館者を常設展へと導き、現代美術に
プト人の生活や精神世界を垣間見ることができる。 接する機会を与えるきっかけとなった（京都国立近代美術館）

年６～７回程度 ことに意義があった。
本展には、エジプト考古庁との交流によって実現した協力関係により、カイロ博物館から貴重な所蔵品75点が出品された。

中でも《プスセンネスI世の黄金のマスク》は第21代王朝3代目の王プスセンネスI世のミイラが被っていたもので、ツタンカ（国立西洋美術館）
年３回程度 ーメン王のマスクに次ぐものとして評価の高いものである。これら貴重な品々が出品されたことは、日本とエジプトとの国際

交流の大きな成果である。
（国立国際美術館）
年５～６回程度 古代エジプト文明は、美術あるいは文化の原点の一つであり、その精緻な技巧や独特な表現方法は近代以降の美術にも多大

、 、 。 、(1)-4 展覧会を開催するにあたっては、開催 な影響を与えていると同時に 人類の英知 文明の在り方を探るうえでも重要な研究対象でもある 21世紀を迎えるにあたり
目的 期待する成果 学術的意義を明確にし カイロ博物館の秘宝に触れ、改めて数千年にも及ぶエジプト文明の歴史を振り返ることで、人類にとって「文明 「文化」と、 、 、 」
専門家等からの意見を聞くとともに、入館に は何かを問いただす貴重な機会となった。
対するアンケート調査を実施、そのニーズや
満足度を分析し、それらを展覧会に反映させ 本展では、観覧者の理解を助けるために多種多様な解説パネルを設置するだけでなく、各コーナーごとにハイビジョン映像
ることにより、常に魅力あるものとなるよう による解説を上映した。同時に主要展示物を解説する音声ガイドも実施した。また、コンピュータ端末による展示物検索コー
努力する。 ナーを設け、観覧者のより深い理解の助けとした。これらの試みは、多彩な情報提供により、展示品の制作背景も含めてわか
(1)-5 各館の連携による共同企画展、巡回展 りやすく紹介され、深く理解ができたと大変好評であった。

、 、 。 、等の実施について検討し推進する。 また 入館者数は40万人以上にのぼり 大盛況となった 老若男女を問わず多くの来館者に貴重な機会を提供できたことは
(1)-6 収蔵品の効果的活用、地方における鑑 大阪における主要文化施設としての当館の役割を十分に果たしたと言える。
賞機会の充実を図る観点から、全国の公私立
美術館等と連携協力して、地方巡回展を実施
する。 入場者数 34,000 23,800人以上 23,800 １３年度入場者数 ８０，９６２人（平成１３年４月１日から４月８日） Ａ
なお、中期目標の期間中毎年度平均で平成 人以上 34,000人未満 人未満

１２年度の実績 以上の入館者数となるよう
努める。 企画展「ドイツに 法人による自己点検評価の結 「流れる、広がる、変化する」を意味するラテン語からの造語である＜フルクサス＞は、1960年代初頭にニューヨークで始 国際的な広がりを見せた前衛芸術の

また、公立文化施設等と連携協力して、収 おけるフルクサス 果を踏まえつつ、各委員の協議 まり、世界中に波及した前衛芸術のムーヴメントである。それは、従来の芸術観について改めて考え、芸術を定義し直そうと 運動をドイツに焦点を当てて紹介したＡ
蔵映画による優秀映画鑑賞会を実施する。 1962-1994」 により、評定を決定する。 するものだった。ジャンルの枠組を越えて、美術、音楽、舞踏、詩の境界を横断するその活動は、実験的かつ根元的であり、 ものとして、企画・内容ともに充実し
(3) 入館者数については、各館で行う展覧 フルクサスの名のもとに展覧会、コンサート、パフォーマンス、また出版活動や、作品の販売も行っている。このようにフル た展覧会であった。
会ごとに、その開催目的、想定する対象層、 クサスは、現代文化について多くの重要な問題を投げかけ、ここ40 年間の芸術の展開に大きな影響を与えてきた。とりわけ 特に、パフォーマンスは好評であっ
実施内容、学術的意義、良好な観覧環境、広 パフォーマンス・アートや、インスタレーションなどの新しい表現形式を発展させたり、ヴィデオのような新しいメディアを た。
報活動、過去の入館者数の状況等を踏まえて 使っている点で見逃せない。さらにその国際性は、我が国の芸術家をも巻き込み、多くの者の参加をうながした。
目標を設定し、その達成に努める。

本展では、国際的なフルクサスの活動の中でも、特にドイツに焦点を当てた。内容は豊富で、ドイツの諸都市での30年以上
にわたる活動を、28名のさまざまな国からの芸術家たちによる約350点の作品と、歴史的な催し物の記録をとおして振り返っ
た。
日本におけるフルクサス関連の展覧会としては最大となった本展は、ドイツにおけるその全体像を知るまたとない機会とな

った。ひいては、我が国の芸術家にも多大な影響を与えたフルクサスについて、その当時を知る人にも知らない人にも改めて
考える契機となった。また、関連行事として企画した２つのパフォーマンスは、大盛況となり、多くの方々にフルクサスの精
神を再確認していただけたものと考えられる。
アンケートを行った結果８割の肯定的意見があった。

入場者数 4,000人 2,800人以上 2,800人 入場者数 ８，８２５人 Ｂ
以上 4,000 人未満 未満

企画展「宮﨑豊治 法人による自己点検評価の結 鉄を素材に、自らの身体や身辺を題材とした特異な立体作品の制作で知られる彫刻家宮﨑豊治。この展覧会は、宮﨑の主に 最近、注目を集めている作家を取り

－眼下の庭－」 果を踏まえつつ、各委員の協議 1980年代以降の作品を紹介したものである。 上げた国立国際美術館ならではの展覧Ｂ
により、評定を決定する。 会であった。

宮﨑豊治は、1946年石川県金沢市生まれ。金沢美術工芸大学美術学部彫科を卒業後、神戸に拠点を移し、以後現在にいたる
まで関西を中心に制作、発表を続けている。1970年代の後半から「身辺モデル」と題する、鉄を素材とした彫刻作品の制作を
開始。作家自身のさまざまな身体部位のサイズを作品のサイズに組み込んだり、自らを取り巻く環境や風景など、私的な記憶
や感覚をもとにした作品で注目を集めた。

1980年代の後半からは「眼下の庭」のシリーズが開始され、主観的な時空間感覚によって変容された、より深い作品世界が
出現する。本展覧会では、これら従来の制作の延長上に位置付けられることとなる新作とドローイング作品、鉄の作品に移行
する以前の木による作品もあわせて彫刻49点とドローイング約50点を展示。宮﨑の創作活動の全体像がバランスよくまとめら
れ、わかりやすく展示されていたとして好評を得た。

また、会期中には、大阪教育大学教授の田中恒子氏を招いての対談を開催するなど、多角的な視点から作品を取り上げるこ
とで、現代彫刻に対する来館者の関心を高めることができた。
アンケートを行った結果９割の肯定的意見があった。

入場者数 2,800人 1,960人以上 1,960人 入場者数 ２，１３７人 Ｂ
以上 2,800人未満 未満
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近作展26「ローリ 法人による自己点検評価の結 ローリー・トビー・エディソンは1942年ニューヨーク生まれ、サンフランシスコ在住の写真家である。30代に入ってからフェ 馴染みの薄い作家であるが、人間の

ー・トビー・エデ 果を踏まえつつ、各委員の協議 ミニズム運動と関わりはじめ、ファット・フェミニズム（肥満受容）運動を中心に活動を展開。太った女性をモチーフにした 意識構造に鋭い批判的な目を向ける女Ａ
ィソン－からだへ により、評定を決定する。 モノクロームの彼女の写真は大きな話題を呼んだ。 性写真家を取り上げた意義のある展覧
の瞑想－」 会であった。

女性の非現実的な体型が理想として意識的、無意識的に刷り込みが繰り返されており、このため、拒食症、過食症といった また、作家が子供のためのワークシ
心の病を起こしてしまったり、という不幸な事例は後を絶たない。エディソンの写真は 「太った女性は美しい」というテー ョップに協力したことも意義があっ、
ゼを掲げながら撮影された。ゆったりとくつろぎ、堂々とした女性達の姿からは彼女たちの勇気と威厳とが感じられ、人間と た。
しての「美しさ」が発せられる。

また『親しい男性』シリーズでも、やはりメディアに流通する理想的な男性ではなく、現実の身近な男性達がヌードで登場
する 「男らしさ」という人工的な規範に縛られ、その虚構性自体に恐らく気づいていない男性たちが、職業などの社会的属。
性を示す衣服を脱いで、裸体のモデルとなった。

幼少期を第二次世界大戦後まもない時代に送ったエディソンの記憶には、戦後明らかにされ、メディアで盛んに報道された
大量虐殺による犠牲者達のうず高く積み上げられた裸の屍体が焼き付いており、裸体への彼女のこだわりは、この記憶に由来
するのかも知れない。彼女の写真は、知らず知らずのうちに固定された「見るもの－見られるもの」という支配的な関係を解
体してみせる。

本展では 『大きな女性』シリーズから19点、2001年に完結したばかりの『親しい男性』シリーズから73点、2000年から開、
始された『日本の女性』シリーズから８点、計100点を、写真モデルによるコメントと共に紹介したが、彼女の作品のイメー
ジの持つ喚起力とテキストの力強さとがあいまって、会場を訪れる多くの人々に深い感銘を与え、話題となった。
アンケートを行った結果９割の肯定的意見があった。

入場者数 2,800人 1,960人以上 1,960人 入場者数 ３，７１６人 Ａ
以上 2,800人未満 未満

企画展「田中信太 法人による自己点検評価の結 本展は、日本の現代美術界で重要な役割を担ってきた中堅の作家を紹介する展覧会であった。 １９６０年以降の日本の現代美術の

郎－饒舌と沈黙の 果を踏まえつつ、各委員の協議 戦後日本で現代美術が展開を始めた場として「読売アンデパンダン展」という無鑑査の公募展があった。特に1958年の第10 動きに寄与した田中信太朗の業績を再Ａ
カノン－」 により、評定を決定する。 回展以降、篠原有司男や工藤哲巳等の廃物や日用品を利用したような作品によって社会的な注目を集めた。東野芳明が「ガラ 確認させる地道な取り組みであった。

クタの反芸術」と名付けたその動きは、1960年に入り、篠原が中心となり赤瀬川原平や荒川修作等によって「ネオ・ダダイズ
ム・オルガナイザーズ」として結集し、展覧会の他に街頭パフォーマンスやハプニングをも行った。本展でとりあげた田中信
太郎が、美術界に登場してきたのはそのような日本の現代美術が熱を帯びた時期であった。高校を卒業して日立から東京に出
てきた田中は、その読売アンパンやネオ・ダダに参画し、東野のような美術評論家に早くから注視された。

ネオ・ダダ解散後、田中はジャンクオブジェによる作品から、1965年の初個展でミニマルな表現へと大きな変革を遂げた。
そして1968年には「点・線・面」と題された個展を開催した。点としての光源、線としてのピアノ線、面としてのガラス板に
よるその展示は、インスタレーションという用語が生まれる以前の日本で最初のインスタレーション作品であり、田中の新た
な展開の起点となる作品だった。その後、田中は、その禁欲的でミニマルな表現と、ネオ・ダダで培った過剰とも言える表現
主義的な要素の間を往還しながら、独自な展開を遂げた。

本展では、上記の《点・線・面》の再構成作品から、今年初めの「インド・トリエンナーレ」出品作品に至るまで、田中信
太郎の代表的な作品34点によって、内外のムーヴメントから隔絶し、独自な活動を続ける作家の芸術をはじめて本格的に紹介
した。

本展を通じて70年前後に胎動していた日本の現代美術の重要な作品を再検討することが可能となり、現在の田中の仕事を考
える上で重要な機会となった。
アンケートを行った結果９割の肯定的意見があった 。

入場者数 2,800人 1,960人以上 1,960人 入場者数 ２，９８２人 Ａ
以上 2,800人未満 未満

特別展「主題とし 法人による自己点検評価の結 美術展のテーマとして「美術館」を対象とすることは、日本人にとって奇異に聞こえるかもしれない。そもそも日本では、 芸術家が制度、展示空間及び展示方

ての美術館－美術 果を踏まえつつ、各委員の協議 美術館のような社会的 で公的な性格のものが芸術表現の主題になることは多くはない。しかし欧米では、遅くとも20世紀の 法など美術館に対する批判を投げかけＡ
館をめぐる現代美 により、評定を決定する。 初めから、美術館が批評の対象として取り上げられてきており、今日ではアーティストたちの主要な関心事の一つになってい たものとして、価値のある企画であっ
術－」 る。 た。

当館では2000年に当美術館の空間を活かした作品を集めた「空間体験」展を開催し、美術館空間の特性について考える機会 ただし、入館者が、作品を通じてそ
を提供した。それに対し本展では、美術館の展示方法について考えさせるもの、美術館の建築や歴史に想を得たもの、美術館 の意図を理解することができたか疑問
をめぐる人々をモチーフにしたものなど、美術館との関わりから生まれた作品をなるべく網羅的に集め、15組（17名）の作家 である。
達による作品66点を展示した。周知のように、2001年4月から国立美術館・博物館は独立行政法人化されたが、実際、日本の
美術館は変革期にある。そのような現在にあって、美術館について改めて広く考える機会を提供することが出来たものと考え
られる。
またテーマとの関係上、海外のアーティストを中心とした国際的な展覧会となったが、その多くは日本に未紹介の、しかし

海外の第一線で活躍中のアーティストたちであり、国際交流の良き舞台となった。
アンケートを行った結果８割の肯定的意見があった。

入場者数 6,000人 4,200人以上 4,200人 入場者数 ６，２４１人 Ａ
以上 6,000人未満 未満
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企画展「 現代美 法人による自己点検評価の結 本展は、現代美術をより多くの人々に触れていただくことを目的とした展覧会であった。展覧会のテーマは、現代美術にお 国立国際美術館の収蔵品を活用した《
術へのいざない》 果を踏まえつつ、各委員の協議 ける主要な関心事の一つである「イメージ」の在り方に置いた。とりわけ抽象絵画の全盛期を過ぎた1960年代以降に頻繁に現 企画展であり、現代美術を取り上げた

アフター・イメー により、評定を決定する。 れることとなる現代的な「イメージ」の特質を紹介することを主旨とした。 ものでありながら解説パネルを設けるＡ
ジ－残像－」 展示作品は当館の所蔵品を中心として構成されたが 本展覧会のテーマをより十全に鑑賞者に伝えるべく 他美術館 作家 など、その理解の促進に積極的に努力、 、 、 、

個人の所蔵家の所有する作品も数点展示した。 した。
現代美術における「イメージ」の在り方とは、近代までの「具象」の在り方とは根本的に異なっていると言える。それは知

覚し認知した対象を忠実に再現するという「再現芸術」の在り方から、そのような認知から再現表象へと至る一連のプロセス
そのものの問い直しへと力点が移行していると言い換えることができる。我々が何かを見て認識するという行為は、白紙の状

。 、 「 」 、態でなされるわけではない それは常に それまで網膜上に焼き付けられ記憶化されてきた様々な 残像 との関係において
「 （ ）」 。 、 、 、つまり蓄積された イメージに依って アフター なされているのである このような 対象と再現 作品と鑑賞者の視線

といったイメージをめぐる一連の回路の在り方は、現代美術において様々な形で問われてきた。特に1960年代以降、対象とそ
こから生まれるイメージとの関係に着目し、時間の推移による変化や、視線や記憶が介在することによって生じる「ズレ」を
明確化させる試みが多く登場するようになった。
この展覧会では、そのような「ズレ」を意識させる絵画、彫刻から映像インスタレーションまで、22名の作家による約60点

の作品を展示し、現代美術における「イメージ」の在り方を検証した。展示は「イメージ」にまつわる「時間 「記憶 「既」 」
成イメー ジ」という三つのテーマに沿って 〈軌跡を追って 〈記憶とイメージ 〈イメージ・アフター・イメージ〉のセク、 〉 〉
ションに分けて行い、それぞれのセクションには解説パネルを設けたが、上記のようなテーマを設定することで、現代美術を
鑑賞する新しい視点が提供でき、日頃現代美術に慣れ親しんでいない来館者からも、このような企画の継続を望む声が聞かれ
るなど好評を得た。
アンケートを行った結果９割の肯定的意見があった。

入場者数 2,000人 1,400人以上 1,400人 入場者数 ２，７３７人 Ａ
以上 2,000人未満 未満

近作展27 O JUN 法人による自己点検評価の結 「近作展」は、現在活躍中の中堅の美術家を紹介する個展で、毎回、新作を含む過去数年に制作された作品を中心に展示して 国立国際美術館ならではの現代作家「 」

果を踏まえつつ、各委員の協議 いる。今回は、O JUNの作品を紹介した。 を取り上げた展覧会であり、特に若いＡ
により、評定を決定する。 O JUNは、1956年東京生まれ。1982年に東京芸術大学大学院美術研究科油画専攻修士課程修了。当初、絵を描くことを無条 世代に受け入れられた。

件に習慣化してしまうことに疑問を感じ、ほとんど制作を止めた時期があった。また、1980年代後半には自作の合金ペンを使 また、入館者の年齢など展覧会の実
って実験的なパフォーマンスを試みたり、1990年から1994年まで滞在したドイツでは写真による作品を手がけた。 績を分析し、今後の企画に役立てるこ
しかし、この数年、紙にグワッシュやクレヨンあるいは鉛筆で、人物、家、痣（あざ 、校章、衣類などを簡潔かつ平板に とが望ましい。）

描く独特の作品によって注目を集めている。
また、個展のタイトルに「性的人々 「彼女の軍隊 「感情教育」といったテーマをそのつど設定すると同時に、作品制作」 」

の動機や経緯を短篇小説風の不思議な物語に仕立てて発表するなど、描くことと書くことの両面に深い関心を寄せた制作活動
を展開している。
O JUNのこうした絵と文章は、無意識のうちに容認され、慣習化される常識や図式をさりげなくしかし根源的に問いなおす

ものである。本展では、1996年以降の主な連作に最新作を加えた約100点を、自作の文章とともに紹介した。
公的な美術館での本格的な紹介は、今回が初めてで、知名度が低かったにもかかわらず、異色の画風と自作の文章が来館者

の興味を引き、若い世代を中心に反響が大きかった。
アンケートを行った結果８割の肯定的意見があった

入場者数 3,600人 2,520人以上 2,520人 入場者数 ７，２７７人 Ａ
以上 3,600人未満 未満

国際交流展「安斎 法人による自己点検評価の結 ポーランド国は経済状態の混乱期であり、先方美術館が、予算の削減をされてしまったため、海外の共催事業は次年度に延 共催者の都合により、開催が平成

、 、重男展」 果を踏まえつつ、各委員の協議 期されることになった。なお、当館長宛に開催館のブンケル・シュトゥーキ館長からの謝罪の手紙が届いている。 １４年度に延期されたため 来年度―
により、評定を決定する。 評定する。

なお、海外交流展については、共
入場者数 1,150人 1,150人以上 805人未 － － 催者との連絡調整を綿密に行い、

以上 805人未満 満 中期的な展望のもとに企画・実施
することが望ましい。

国立博物館・美術 法人による自己点検評価の結 地方巡回展の実施 公立博物館等と連携協力を図り、地

館巡回展「信仰と 果を踏まえつつ、各委員の協議 本展は、独立行政法人国立博物館奈良国立博物館と当館の共同事業として企画された展覧会で、和歌山県立博物館及び徳島 方において優れた美術作品を観覧するＢ
。 、美術」 により、評定を決定する。 県立博物館で開催された。 機会を提供するものであった 今後も

日本には原始・古代から近代に至るまで さまざまな信仰があり それらを背景に独自の文化や美術作品を生み出してきた 開催館の要望にできるだけ応え、外部、 、 。
本展はそのような「信仰と美術」を主題として 「古代の信仰と美術 「日本の仏像美術 「近代美術と信仰」の三部門で構成 研究者と協力して学術的意義のある質、 」 」
し、日本人の信仰に基づく美術の展開を紹介したものであった。 の高い展覧会を開催する必要がある。
信仰という普遍的なテーマを仲介として、古美術から現代美術までという広範な時代にわたる、国宝を含む国立博物館・国 また、国立博物館と共催することの

立美術館所蔵の重要な美術作品を、地方に在住する人々に紹介するよい機会となった。 意義について、今後、検討する必要が
ある。

入場者数 12,296 8,607人以上 8,607人 総入場者数７，９７１人 Ｃ
人以上 12,296人未満 未満

(2) 収蔵品については、その保存状況を勘 貸与の状況 法人による自己点検評価の結 国内外の美術館・博物館その他これに類する施設に対し、貸与等を積極的に実施した。 美術作品の効果的活用を図るととも

、 、案しつつ、国内外の美術館・博物館その他こ 果を踏まえつつ、各委員の協議 １３年度貸出先総数２７件 貸出作品総数１１７件 に 他館との相互活用を促進するためＡ
れに類する施設に対し、貸与等を積極的に推 により、評定を決定する。 美術作品１１７点を貸与するなど中期
進する。 目標に向かって着実に成果を上げてい

る。優れた現代美術を収蔵する国内の
美術館が限られているため、貸与等の
要望が増えると思われるが、収蔵品の
保存状態に留意し、展覧会の趣旨を考
慮しながら、幅広くその要望に答える
ことが望ましい。
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収集・保管、公衆への観覧、教育普３ 調査研究

(1)-1 調査研究が 収集・保管・修理・展示 調査研究の実施状況 法人による自己点検評価の結 当館では年度計画に基づき、6項目の調査研究を計画的に実施し、当館の展覧会図録、当館の月報、研究紀要、学会誌等を 及の事業など美術館活動の推進を図る、 、 Ａ
教育普及その他の美術館活動の推進に寄与す 果を踏まえつつ、各委員の協議 中心に研究結果として29件の論文、講演等を報告し、確実な成果を得ることができた。 ため、欧米の現代美術に関する調査研
るものであることを踏まえ、国内外の美術館 により、評定を決定する。 また、一部の研究については引き続き研究を継続している。 究、日本の現代美術に関する調査研究
・博物館その他これに類する施設及び研究機 （１）欧米の現代美術に関する調査研究 及び彫刻・インスタレーション等に関
関とも連携等を図りつつ、次に掲げる調査研 5名-12件の報告があった。当館で開催された「フルクサス」展に関する報告を中心にアメリカ、イタリアの現代美術に関す する調査研究等を実施するなど中期目
究を積極的に実施する。 る論文、講演等が発表された。 標に向かって着実に成果を上げてい
① 収蔵品に関する調査研究 ＊別紙実績報告書９８、９９頁参照 る。また、科学研究費補助金の獲得に
② 美術作品に関する調査研究 （２）日本の現代美術に関する調査研究 努め、調査研究の充実を図った。
③ 収集・保管・展示に関する調査研究 3名-8件の報告があった。当館で開催された現代美術作家、O JUN、田中信太郎、宮﨑豊治に関する論文が発表された。 調査研究については、今後も幅広く
④ 美術史、美術動向、作者に関する調査 ＊別紙実績報告書９９頁参照 外部研究者との交流を促進し、積極的
研究 （３）日本及び周辺領域の現代美術に関する調査研究 に取り組むことが望ましい。

⑤ 世界の映画作品や映画史に関する調査 2名-3件の報告があった。アートと情報、思想、自然科学との学際的な関わりについての論文が発表された。アートと情報 なお、研究成果については、図録等
研究等 の関わりに関しては継続して研究が為される予定である。 の刊行物のみならず、学会等において

(1)-2 国内外の美術館・博物館その他これに ＊別紙実績報告書９９、１００頁参照 も幅広く積極的に発表することが望ま
類する施設の職員 を、客員研究員等の制度 （４）絵画・版画等に関する調査研究 しい。
を活用し招聘し、研究交流を積極的に推進す 2名-5件の報告があった。当館館蔵品の調査研究を中心に、日本の戦後から現代にまでいたる絵画・版画作品の論文が発表
る。 された。
(2) 調査研究の成果については、展覧会、美 ＊別紙実績報告書１００頁参照
術作品の収集等の美術館業務に確実に反映さ （５）彫刻・インスタレーション等に関する調査研究
せるとともに、研究紀要、学術雑誌、学会及 3名-4件の報告があった。当館館蔵品の調査研究に基づく彫刻作品の調査研究、戦後日本の美術運動に関してその設置形態
びインターネットを活用して広く情報を発信 （インスタレーション）に関する論文が発表された。
し、美術館に関連する研究の振興に供する。 ＊別紙実績報告書１００頁参照
また、各種セミナー・シンポジウムを開催 （６）他の美術館等における調査研究に対する協力

する。 1名-1件の報告があった。千葉市美術館他で開催された『日本の版画Ⅲ』展カタログに1920年代の創作版画に関する論文が
発表され、高岡市美術館における『南桂子・宮脇愛子展』に関する作品調査協力が為された。
＊別紙実績報告書１０１頁参照

客員研究員 平成１３年度は、東京国立近代美術館フィルムセンターと国立西洋美術館において実施した －
招聘人数

新たに近現代美術に関する図書を収４ 教育普及

(1)-1 美術史その他の関連諸学に関する基礎 資料の収集及び公開 法人による自己点検評価の結 図書に関しては、近現代美術を対象とする基本書籍の収集と整理を継続して行った。当館で催す展覧会出品作品、新収蔵作 集し、情報コーナーにおいて一般に公Ｂ
資料及び国内外の美術館・博物館に関する情 （閲覧）の状況 果を踏まえつつ、各委員の協議 品の撮影、その写真の整理等も行われている。 開するなど、中期目標に向かって概ね
報及び資料について広く収集し、蓄積を図る により、評定を決定する。 なお、その蓄積データをもとに、テレフォンサービス、情報コーナーの設置により、展覧会案内、美術館情報、収蔵作品の 成果を上げている。
とともに、レファレンス機能の充実を図る。 情報等広く公開するべく検討した。 研究者等に対する現代美術研究の中
(1)-3 国内外の美術館等との連携を強化する 心的な資料室を整備する必要がある。
とともに、資料室等の整備・充実を図る。 今後も、４館の資料を登録及び検索

できる現代的システムの開発や広報の
強化を図り、より一層、資料を活用す
る必要がある。

(2) 新学習指導要領、完全学校週５日制の実 児童生徒を対象とした 法人による自己点検評価の結 「子どものためのワークショップ」は、年度計画通り４回実施した。実施時期は、子どもが参加しやすいよう、学校の夏休 教育普及の取組みの充実や学校教育

施等を踏まえ、学校、社会教育関係団体と連 講座等の実施状況 果を踏まえつつ、各委員の協議 みと春休み期間に合わせて設定した。当館における「子どものためのワークショップ」の特筆すべき点は、現存作家を多く扱 における美術館の活用の推進を図るたＡ
携協力しながら、児童生徒を対象とした美術 により、評定を決定する。 う美術館であるという当館の特性を生かし、現役の作家と子どもたちが直接交流することができるということである。平成13 め、限られた人員と予算で積極的にワ
品解説資料等の刊行物の作成、講座、ワーク 年度は展覧会の出品作家であるローリー・トビー・エディソン氏と画家の野田裕示氏、美術家の徳田憲樹氏に講師をお願いし ークショップ等を実施し、平成１２年
ショップ等を実施することにより、美術作品 た。一回の参加人数は、講師の目が行き届く人数の限界である20名ほどに限った。これは、会場となった講堂の広さの問題も 度の開催回数以上の実績を上げるなど
等への理解の促進 学習意欲の向上等を促し あるが、子どもたちが十全にワークショップに参加し、楽しんでもらえるよう配慮したためである。 中期目標に向かって着実に成果を上げ、 、
心の教育に寄与するような教育普及事業を推 また、この「子どものためのワークショップ」は、子どもに美術への関心を持ってもらう機会を作るだけでなく、教育に関 ている。
進する。 心のある大学生の実地体験の場ともなっている点も特筆しておかなければならない。平成13年度は近隣大学の学生や大学院生 特に、作家を招いた子供のためのワ
また 児童生徒を対象とした事業について など延べ39名が参加、準備から当日の進行補助まで協力して行った。 ークショップは、現代美術への理解を、 、

中期目標の期 間中毎年度平均で平成１２年 他に「子どものためのヴィデオ上映」 も行った。 深めるうえで有意義であった。
度の実績以上の参加者数の確保に努める。 ＊別紙実績報告書１０１，１０２頁参照 また、公市立美術館等に良い刺激を

与えるため、海外における優れた実践

子どものた ４回以 ３回 ３回未 開催件数４回 Ａ 例を紹介することが望ましい。
めのワーク 上 満
ショップの
開催件数

子どものた 188人以 132人以上 132人未 総参加者数９７人 C
めのワーク 上 188人未満 満
ショップの
参加者数

子どものた ３回以 ２回 １回 開催件数４回 Ａ
めのヴィデ 上
オ上映の開
催件数

子どものた 30人以 21人以上 21人未 総参加者数５３人 Ａ
めのヴィデ 上 30人未満 満
オ上映の参
加者数
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(3) 美術作品に関し、その理解を深めるよう 講演会等の実施状況 法人による事後点検評価の結 展覧会に合わせた教育普及事業としては、講演会や対談やシンポジウムなどを積極的に実施した。特に現存作家を扱う展覧 美術作品等の理解促進を図るため、

な講演会、講座、スライドトーク及びギャラ 果をふまえつつ、各委員の協議 会では、作家自身による講演会や対談、シンポジウムなどは出品作家の生の声に触れることができる貴重な機会となった。ま 限られた人員と予算で積極的に講演Ａ
、 、 、リートーク等を実施する等、生涯学習の推進 により評定を決定する。 た展覧会ごとにギャラリートークを必ず行った。このギャラリートークは、担当学芸員が展示場内で実際に作品を見ながらわ 会 ギャラリートーク シンポジウム

に寄与する事業を行う。 かりやすく解説を行うもので、来館者が実際に感じた疑問や感想などを学芸員にフィードバックしてもらう格好の機会ともな パフォーマンスを実施し、平成１２年
それらの事業について、中期目標の期間中 っている。 度の実施回数以上の実績を上げるなど

毎年度平均で平成１２年度の実績以上の参加 平成13年度の展覧会関連の教育普及事業として特筆すべきものは 「ドイツにおけるフルクサス1962-1994」展に合わせて 中期目標に向かって着実に成果を上げ、
者数の確保に努める。 実施された二つのパフォーマンスである。この展覧会で扱われた「フルクサス」という運動は、パフォーマンスを中心とした ている。
また その参加者に対しアンケートを行い ものであり、展示作品だけでは本来のフルクサスの活動を十全に紹介できない。そのため、フルクサスの活動をより直接的に 特に、パフォーマンスは入館者の関、 、

回答数の８０％以上から、その事業が有意義 体験してもらうため、フルクサスのメンバーである斉藤陽子氏（ドイツ在住）と塩見允枝子氏（日本在住）にパフォーマンス 心に応えた。
であったと回答されるよう内容について検討 をお願いした。反響は予想以上に大きく、講堂で行われた塩見氏の《フルクサス裁判》では、観覧希望者が会場内に入りきら また、講座等については、年齢・性
し、さらに充実を図る。 なかった。そのため、会場に入れなかった観覧希望者には、展示場に設置したモニターで、会場内に持ち込んだヴィデオカメ 別・学歴を問わず、幅広い国民各層を

ラの映像を観覧してもらった。 対象とするよう配慮し、その他の業務
＊別紙実績報告書１０２～１０４頁参照 に支障を来たさない程度に充実させる

ことが望ましい。
講演会 ４回以 ３回 ３回未 開催件数５回 Ａ

上 満

講演会の参 2,201人 1,541人以上 1,541人 総参加者数５７０人 C
加者数 以上 2,201人未満 未満

ギャラリー ７回以 ５回以上７回 ５回未 開催件数７回 Ａ
・トーク 上 未満 満

ギャラリー 358人以 251人以上 251人未 総参加者数３９２人 Ａ
・トークの 上 358人未満 満
参加者数

パフォーマ ２回以 １回 ０回 開催件数２回 Ａ
ンス 上

パフォーマ 400人以 280人以上 280人未 総参加者数６００人 Ａ
ンスの参加 上 400人未満 満
者数

ヴィデオ上 ４回以 ３回 ３回未 開催件数５回 Ａ
映 上 満

ヴィデオ上 4,347人 3,043人以上 3,043人 総参加者数１１１人 C
映の参加者 以上 4,347人未満 未満
数

講演会等に 80％ 56％以上 56%未満 用紙によるアンケートは行っていないが、口頭による確認を行った。 Ａ
対するアン 80％未満 内容的には、８０％以上の肯定的意見があった
ケート結果

(4)-1 美術館・博物館関係者等を対象とした 研修等の取組み状況 法人による自己点検評価の結 中級学芸員実務研修として愛媛県美術館学芸員１名を受け入れた。 美術館関係者等の人材育成及び人的

研修プログラムについて検討、実施する。 果を踏まえつつ、各委員の協議 また、他の機関が実施する研修への協力として、文化庁が実施する中級学芸員研修（４５機関４５名受入）及び大学生の学 ネットワークの形成を図るため、公私Ｂ
(4)-2 全国の公私立美術館等の学芸担当職員 により、評定を決定する。 芸員資格取得のための博物館実習（１５大学２１名受入）を実施した。 立博物館等の学芸担当職員や博物館実
（キューレーター）の資質を向上し、専門性 ＊別紙実績報告書１０４頁参照。 習生等２２名を受入れ美術館の職場を
を高めるための研修を実施し、人材養成を推 公私立美術館の展覧会等に対する協力としては、高岡市美術館に対して南桂子作品及び文献の調査協力を行った （南桂子 体験する機会を提供し、中級学芸員研。
進する。 ・宮脇愛子展） 修を実施するなど中期目標に向かって
(4)-3 公私立美術館・博物館等の展覧会の企 概ね成果を上げている。
画に対する援助・助言を推進する。 学芸担当職員については、今後も、
(4)-4 公私立美術館・博物館等が実施する研 受入可能な人数の範囲内で積極的に取
修会への協力・支援を行うとともに、情報交 組む必要がある。ただし、博物館実習
換、人的ネットワークの形成に努める。 生については、美術館側の負担になら

ないよう、受入れ状況を常に見直すこ
とが望ましい。
なお、外国美術館の学芸員との交換

研修なども検討する必要がある。

(5)-1 収集、保管、修理、展示、教育普及、 広報活動の状況 法人による自己点検評価の結 年報 概要 図録 展覧会に伴うリーフレット ジュニアガイドブック 月報 展覧会案内を発行し 広報活動を展開した 文化、美術作品及び国立美術館につ、 、 、 、 、 、 、 。

調査研究その他の 事業について、要覧、年 果を踏まえつつ、各委員の協議 さらに児童むけにわかりやすく解説したジュニアガイドブックを発行するなど、幅広い年齢層に広報普及活動を行った。ま いての国民の理解促進を図るため、年Ａ
報、展覧会図録、研究論文、調査報告書等の により、評定を決定する。 た、 ホームページを積極的に活用して広く公衆への普及及び広報を行った。 報、展覧会図録、リーフレット、ジュ
刊行物、ホームページ、またはマスメディア ＊別紙実績報告書１０４，１０５頁参照 ニアガイドブック、月報等を発行する
を利用して広く国民に積極的に広報活動を展 など中期目標に向かって着実に成果を
開するとともに、国立美術館への理解の促進 ジュニアガ １回以 － ０回 出版件数１件 Ａ 上げている。特に年報が優れていた。
を図る。 イドブック 上 より一層、国民に美術館活動が理解
また、その内容について充実を図るよう努 されるよう内容を工夫し、今後も積極
力するとともに、４館共同による広報体制の 月報」 １２回 ８回以上１２ ８回未 出版件数１２件 Ａ 的に実施することが望ましい。
在り方について検討を行う。 以上 回未満 満 また、インターネットを積極的に活

用した広報について検討することが望
展覧会案内 １回以 － 0回 出版件数１件 Ａ ましい。「 」
出版件数 上
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(1)-2 収蔵品等の美術作品その他関連する資 収蔵品の情報デジタル 法人による自己点検評価の結 収蔵作品について、文字データは179点の作品データの入力を行った。これにより、平成13年度の新購入・寄贈作品も含め 文化、美術作品及び国立美術館につ

料の情報について、長く後世に記録を残すた 化及びその活用状況 果を踏まえつつ、各委員の協議 て全収蔵作品のデータ入力が完了している。今後も新たに作品が収蔵されれば遅滞なくデータ入力を行い、データベースの整 いて国民の理解促進を図るため、平成Ａ
めに、デジタル化を推進する。 により、評定を決定する。 備を推進する予定である。画像データについては、現代美術作品を収集するという当館の特色上、各作品につき著作権のクリ １３年度末までに、収蔵品の文字情報
(5)-2 国内外に広く情報を提供することがで アをしなければならないため、著作権者の了承が得られた作品から順次データ化を行っている。平成13年度は100件の画像デ については全て、画像については１，
きるホームページについては、教育普及など ータを入力し、現在まで総数1305件の入力が完了している。画像データについても文字データと同様、できるだけ速やかに入 ３０５件のデジタル化を終了し、美術
多様な活用ができるようコンテンツを工夫 力を行っていく予定である。 館情報についてホームページで公開す
し、中期目標の期間中毎年度平均で平成１２ るなど中期目標に向かって着実に成果
年度のアクセス件数以上となるよう努力す を上げている。
る。 また、美術作品に関する情報のデー
(5)-3 デジタル化した収蔵品等の情報につい タベース化にあたっては、標準化を検
て、美術情報システム等により広く積極的に 討するなど国民が簡便な方法でアクセ
公開するとともに、その利用方法について検 ス出来るシステムの開発を常に心懸け
討する。 ることが望ましい。
また、デジタル情報の有料提供についての 美術作品がコンテンツの素材として

方策を検討する。 注目される中で、著作権について慎重
ホームペー 155,993 109,195件 109,195 アクセス件数 182,218件（日本語 160,841件 英語 21,377件） Ａ に取り組むことが望ましい。
ジのアクセ 件以上 以上 件未満 ホームページについては、さらに内
件数 155,993件 容、デザイン、外国語版など充実させ

未満 ることが望ましい。

(6)-1 ボランティア等や支援団体を育成し、 ボランティアの活用 法人による自己点検評価の結 現在の状況で導入は難しいが、新館移転に向け検討中 ボランティアの受入れについては、

ボランティア等と連携協力して展覧会での解 状況 果を踏まえつつ、各委員の協 その方針をよく検討したうえで実施すＢ
説など国立美術館が提供するサー ビスの充 議により、評定を決定する る必要がある。
実を図る。

(6)-2 企業との連携等、国立美術館の業務が 渉外活動の状況 法人による自己点検評価の結 今後企業からの寄付金の受入れ及び経済界等の団体との懇親会を持つ等、方策を検討中 平成１３年度は、実績がないため評―
より充実するよう今後の渉外活動の方針につ 果を踏まえつつ、各委員の協議 定しない。
いて検討を行う。 により、評定を決定する。 なお、国立美術館の業務の充実を図

るため引き続き検討する必要がある。

平成１６年度の新館移転に向けて、５ 新たな美術館施設の円滑な運営について

(1) 東京国立近代美術館本館については、平 開館への準備状況 法人による自己点検評価の 平成１６年の新館移転に向け学芸課、庶務課メンバーによる新館部会を設立し、新館の管理運営の在り方等についての検討 体制整備、展示等の実施準備を進めるＢ
成１４年の開館に向けて、体制整備、展示等 結果を踏まえつつ、各委員の を行っている。具体的には、移転タイムスケジュール表を作成し、毎月の定例会議にて移転に係る検討課題等の事項について ため、管理運営の在り方について部会
の実施準備を進め、開館後は円滑 な事業実 協議により 評定を決定する 進捗状況を報告することにし、準備を進めている。 を設け検討を始めるなど中期目標に向、 。
施に努める。特に、展示面積の増加を機に展 かって概ね成果を上げている。
示内容の一層の充実を図る。
(2)国立国際美術館新館については、平成１
６年の移転に向けて、体制整備、展示等の実
施準備を進め、開館後は円滑な事業実施に努
める。具体的な管理運営のあり方等について
は開館までに検討を進める。

法人による自己点検評価の結 平成１４年度から実施。６ 新国立美術展示施設（ナショナル・ギャ

果を踏まえつつ、各委員の協議 （平成１４年度から評定する ）ラリー （仮称）の開設に向けた準備につい） － 。
により、評定を決定する。て

文化庁が平成１８年を目途に開設を予定し
ている新国立美術展示施設（ナショナル・ギ
ャラリー （仮称）について、文化庁と連携）

、 、・協力し その円滑な開設に向けた体制整備
展示事業等の準備を推進する。

７ 入館者に対するサービスの向上を図その他の入館者サービス

(1)-1 高齢者、身体障害者等の利用にも配慮 その他の入館者サービ 法人による自己点検評価の結 高齢者に配慮して、拡大鏡（ルーペ）を受付に配置し、希望者に貸し出した。 るため高齢者に配慮した拡大鏡の貸Ｂ
した快適な観覧環境を提供するため、各館の ス 果を踏まえつつ、各委員の協議 当館は、展示空間の在り方が展示作品に大きく反映する現代美術を扱うため、展示場内に解説パネル類を掲示できない。こ 出、リーフレットの配布、夜間開館、
方針に従って展示方法、表示、動線、施設設 により、評定を決定する。 れは、作品自身を十全な状態で鑑賞してもらいたいという配慮からであるが、同時に来館者からは解説パネルを望む声や作品 ミュージアムショップの充実など中期
備の工夫、整備に努める。 キャプションを大きくして欲しいなどの声も聞かれる。そのような声に答えるため、当館では５つの展覧会で、展示作品リス 目標に向かって概ね成果を上げてい
(1)-2 入館者サービスの充実を図るため、観 トを含めたリーフレットを無料配布し、鑑賞環境の充実をはかった。また館内にビデオテークを設置し、情報提供を行ってい る。
覧環境の整備プログラム等を策定し、計画的 る。 今後も、アンケート結果の分析やモ
な整備を行う。 当館は、公園内にあるという特殊事情のため、入園時間が延長される公園行事（紅葉狩り等）にあわせて夜間開館を行い、 ニター制度を検討するなど的確に入館
(1)-3 一般入館者を対象とする満足度調査及 入館者サービスに努めた。 者のニーズを把握し、きめ細かなサー
び専門家からの批評聴取等を定期的に実施 ＊別紙実績報告書１０５，１０６頁参照 ビスを提供する必要がある。
し 調査結果を展示等に反映させるとともに ミュージアムショップについては、現代美術をより親しく感じてもらえるよう、販売しているグッズの内容を検討し、充実 なお、新館移転後は、より積極的に、 、
必要なサービスの向上に努める。 させた。 入館者サービスに取り組む必要があ
(1)-4 展示解説の内容を充実させるととも る。
に、見やすさにも配慮する。また、音声ガイ
ド等を活用した情報提供を積極的に推進し、
入館者に対するサービスの向上を図る。
(2)入館者のニーズを把握、分析し、夜間開
館の実施等開館時間の弾力化や小中学生の入
場料の低廉化など、入館者へのサービスを心
がけた柔軟な美術館展示活動等を行い、気軽
に利用でき、親しまれる美術館となるよう努
力する。
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(3)ミュージアムショップやレストラン等の
施設を充実させるなど、入館者にとって快適
な空間となるよう館内環境を工夫する。

＊ＡＢＣ評定
Ａ ：中期計画を十分に履行し、中期目標に向かって着実に成果を上げている。
Ｂ ：中期計画をほぼ履行し、中期目標に向かって概ね成果を上げている。
Ｃ ：中期計画を十分には履行しておらず、中期目標達成のためには業務の改善が必要。
－ ：評定しない。
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